
        
            
                
            
        

    
























































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ









「あぁ、昨夜は本当に素敵なひとときだったわ」

　恋りから一夜明けた日曜の朝。時刻はもう十時を回っているというのに未だパジャマ姿のまま寝起きから上半身を起こしただけの私は、昨日のお祭りデートのことをぼーっと思い返していた。

　正に夢のようなひととき──いいえ、あれが夢でなかったからこそ、私の表情はこんなにもだらしなく崩れたままなわけで──えへへ。

　祝！　友達脱出！

　そう、ついに私達は友人関係から男女の仲への一歩を踏み出したのよ。恋人関係を約束した、恋として。……まぁ、そこで（仮）だとかテスト段階だとかに留まってしまったのは、ちょっと大目に見て欲しかったり……こほん。

　と、とにかく、これは人類が初めて月に到達したのと同じレベルの大きな一歩だということは間違いないの。あの「私に田君ではなく別に好きな人がいる」というありえない誤解を撤することも出来たんだし。それにそれに、私が田島君を恋愛の対象として見ていることはちゃんと伝えられたはずだから。

「にしても、田君にはまた、余計な苦労というか、無駄な心配をかけさせてしまっていたみたいなのよね。はぁ……私のばかぁ」

　小さな溜がこぼれ落ちる。

　恋りには私の知らなかったジンクスがあった。「恋来お祭りを想い人と過ごすと結ばれる」という、君の生徒なら誰もが知っているジンクスとは別の、「両いの場合は結ばれても長続きしない」という、恋のお祭りには相応しくない不吉なジンクス。それを事前に知った田島君はお祭りに行くのを躊して、そして何も知らなかった私は、愛想を尽かされたのだと早とちりしてしまい、しなくてもいい衝突をしてしまって……。

　私達に限ってそんなジンクスありえるはずがない──けれど都合のいい方だけを鵜みにして、悪い部分は眉物だと一するのは、確かに田島君の言うとおり、少々虫がよすぎる話だったわよね。

　火のない所に煙は立たない。だから田島君はその可能性を考慮して私と恋来祭りに行くのを断念しようとした。それならそうと相談してくれれば──と、言いたくなる部分はあるけれど……正直、私がその話をされてすんなりと受け入れたかどうかと言われれば──答えはきっと「ノー」だったでしょうね。ええ、その相手が他ならない田島君だったからこそ、なおさら。

　それに、実は田島君と私が両想いだということを知っているのも、未だに私の方だけなのだし……。

　けれど田島君は、どんな些な憂いも嫌だと言わんばかりに、五万円もの大金をお賽に神様へと祈願してくれて──あの時は嬉しさやら恥ずかしさやら様々な感情が雪崩のように押し寄せてきて頭がショートしそうだった。ええ、もうバッチリ脳に永久保存したから。

『氷涼が俺のことをずっと好きでいてくれますように！』

　一夜明けた今でも、目を瞑れば一瞬にして鮮明に蘇る、田島君の熱い熱い言葉。

「きゃー、田島君が、私にずっと好きでいて欲しいって!!　そんなのそんなの、神様にお願いするまでもなく、イエスにきまってるじゃないもー！　……ぬふ、ぬふ、ぬふふふふ」

　緩みきって直らない口元を覆い隠すように、私はタオルケットをギュッと抱き寄せる。

　田島君は、いつも私のために一生懸命になってくれる。

　……賽銭が五万だったのは、偶然だったにしろとてもドキッとしたけれども。

「……私からも田島君に何かしてあげたいな……」

　タオルケットを胸の前でグッと握りしめて静かに呟く。

　ええ、いつも私ばかりが田島君によくしてもらってばかりだもの。これじゃいけないわ、私からも田島君が喜ぶことをやってあげたい。私と一緒にいて楽しいって、砂さんじゃなく、私が一番だって──そう思ってほしい。

　田君にもっともっと私を好きになってもらいたい。

　だから私は決めたの、田島君の理想の女の子になろうって。

　いつまでも、氷涼の方を向いていてもらえるように。

　ふふっ、楽しみにしていてね田島君。私、頑張って考えてみたから……田島君に喜んでもらうための大作戦を！

　も、問題は私がちゃんと、それを恥ずかしがらずに出来るかだけど──ファ、ファイトよ私。この作戦を通じて、田島君に好きってことをしっかりとアピールしなくちゃ。

　そう決意してばっと跳ね起きた私は、その場でクッと両拳を握る。




「よし、ツンデレ大作戦決行よ!!」
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第一章　氷さんはツンデレを覚えたい。









　夏休み中最後となる生徒会が終わった次の日。八月最後の火曜日の昼下がり。

　俺はとある約束を果たすべく、銀駅の前で人を待っていた。

　本日も絶好調に、燦と降り注ぐ太陽光。──暑い。来週にはもう九月だっていうのに、この猛は全く以て衰える気配が感じられない。ほんと、いつまで続くんだろ。夏休みが終わるんだから、この暑さもすっぱり終わってほしいんだけど。

「──にしても、色々とあったよな。今年の夏休みは、本当に……」

　快晴の青空を見上げながらそう独りごつ。

　好きな人と──氷室とたくさん一緒に過ごした最高の夏休み。そりゃ全部が全部楽しい思い出とはいかず、ちょっとトラブったりもしたけど──でも最終的に俺達は、友達よりも上の新しい一歩を踏み出せたんだ。恋として……まだテスト段階だけど。

　……けど、砂にその事を話したら、何だか砂城までもが氷室と同じように恋約者のテストをすると宣言して……そして、ほ、ほっぺにキ、キスされて──

　二日前の出来事を思い出した俺は、頭に熱を覚え、そわそわと辺りを見回す。い、いかん、今日は変に意識しないってそう決めたはずだろ、しっかりしろ俺！

　落ち着こうとふぅーっと静かに深呼吸。と、ほぼ同時に背後から明るい声がかかって、

「──おっす。オタ島おまたー」

　若干の緊張を胸に振り向くと、そこにはにこやかな笑みを浮かべてた砂城が、「よっ」と軽く手を上げていた。

　そう、今日は前に約束した、バイト初給料祝いを兼ねた打ち上げなのである。もっとも、その給料自体は、恋りの結界対策に使っちゃって、もう殆ど残ってないんだけど……。

「──おう、大丈夫だ。それじゃあとっとと移動しようぜ。とりあえず、クーラーの効いた涼しいところにでも」

　普段通りに対応しなきゃと、俺は内心でじわりと広がる緊張感を押し殺し、努めて軽快な態度でそう言った。

　正直、あんな事があった後なのだ。多少はぎこちなくなるかも──と覚悟していたけど、この様子だとどうやら杞で済みそうだ。よかったー。

　ほっと胸中で安しながら歩き出した。

　しかし、砂城は俺の後に続く素振りを見せることなく、やれやれと溜をついて、

「はーこれだからオタ島は……」

「へ……？　わ、悪い。俺なんか、砂城の気に障るようなことでもしたか……？」

「いや寧ろ何もしなかったことが問題つーか、はぁ……ほんとに何もわかってないんだね」

　申し訳なげに尋ねると、更に深いため息をついた砂。

　えっ、ほんとに心当たりが何も見当たらないんだけど……。

「いい？　デートの待ち合わせつったら、まず女の子の服装を褒めるところからっしょ。他の誰よりもデート相手のことを第一に考えて、おめかししてんだからさー。その努力をスルーとかないわー。これがアタシじゃなかったら即レッドカードレベルつか、オタ島サイテー」

「いやいやデートっておい──これはそんなんじゃなくて、単なるバイトの打ち上げだろ」

「……あはは。バレたかー」

「バレるも何も、元からそういう話だっただろ。それに……」

「ん？」

「デート抜きにしても……その格好って、褒められたりしたいものなのか？」

　きょとんとする砂城の格好を、俺は今一度まじまじと見つめた。

　煌びやかなその金髪を結ばずに下ろしたままの砂城は、薄手のパーカーにハーフパンツ、そして眼鏡と……完全に夏休み前にＴＳＵＴＡＹＡでばったり出くわした時と同じ、部屋着のようなラフな格好だった。違うのは、季候に合わせて半仕様になったことぐらいだ。

　俺が待ち合わせに現れた砂城を見てほっとできたのも、この部屋着のような格好のおかげ。うん、どう見てもデート目的の服装じゃないし、砂城にだってそのつもりは全くない……はず。

　ただこうして改めて見ると、砂城の整った容姿も相まって、アイドルがお忍びデートにやって来ている感がないわけでも──いや、漫画の読み過ぎだ。

「うーんどうだろ？　自分でもよくわっかんないからさー。よし、一回褒めてみよっか」

　試すように笑う砂城が上目遣いで俺を見る。

「あ、『似合ってる』は禁止ね。それはこの前聞いたから。『様になってる』も同類項。ってことで、それ以外の言葉をプリーズ」

　同類項っておい。その言葉、気に入ったのな。

「注文細かっ！　けど褒めるか、そうだなうーん……あ、これはちょっと厳密に言えば服装に関してじゃなさそうだから、砂城の期待とは外れそうなんだけど」

「ん、何々？」

「前の旅行の時にも思ったんだけどさ、髪を下ろした砂城って普段より大人っぽく見えるというか、さらさらの髪が綺に靡く感じが、その……俺はいいなぁと……」

「うぇ、き、綺麗!?　…………オ、オタ島ってもしかしてロング好き？」

「わ、悪いかよ」

　恥ずかしさを覚えてついつい目をそらす。そんな俺を見て、砂城は「ふーん」と意味ありげに頷いて、

「そっかそっか。氷さん以外には興味ないと思いきや、案外アタシのこともそんな目で見てるんだ。オタ島やらしー」

　ジト目のまま、ニヤッと笑う砂。

「そっかー。もしアタシがオタ島と付き合ったとしたら、アタシはずっとこの髪型でいないといけないわけか」

　満更でもなさそうな表情の砂城に、ちょっとだけドキッとした俺だったが、平然と流そうと苦笑して口を開いた。

「心配しなくても、それは絶対に──」

「わっかんないじゃん」

　砂城が言葉を遮るようにして、人差し指をすっと俺の口元に当てる。

「これからのテスト次第で、アンタはその……アア、アタシの恋になるかもなんだからさ！　そうなったらその先に待ってるのは恋人じゃん──ほら、絶対ではないっしょ」

　恥ずかしいのを誤しながら、にっと白い歯を強調させ明るい笑みを咲かせた砂城。

「い、いやそれは──」

　俺は困惑しながらも、何とか声を出そうとしたのだが、

「ま、まぁそれはおいおいってことで。今日は打ち上げを目一杯楽しもうよ。さ、行こう、オタ島。とりあえずお腹減ったし飯からね、飯」

「お、おう……そうだな」

　砂城がそう言って歩きだしたことで、この話題はここでお流れとなってしまった。

　前を行く砂城の耳がほんのり朱色に染まっている。やっぱり砂城は、格好はデートらしからぬラフなものでも先の恋約者発言よろしく、俺のことを異性として──つまりはこれをデートとして捉えていて──

　いやいや、これはあくまでもバイトの打ち上げなのだ。

　それ以外の他意はない。他意はないはずなんだ。

　俺は自分自身に言い聞かせるように、胸中でそう呟いた。

　それに、このことはちゃんと氷室にだって伝えてきてある。

　氷室からは冷たい声で「あらそう。いいじゃない打ち上げ。いってらっしゃい」って淡々と返されたんだけど……本人が気付いているかは謎だが、その表情は少し眉がつり上がっていたりと、不満そうなものだったり。

　その言葉自体は本音だった。けど、次に続いた「でも二人きりでの打ち上げって、それってなんだかデートみたいね。ま、別にどうでもいいのだけれど」には（いい、田君、楽しむのはあくまでも打ち上げの範内で、だからね。これはデートではないってこと、絶対に忘れないこと、いいわね！）としっかり心の声がやってきていて。

　ああ、氷室に失望されないためにも、そこはきちっと分別しないと。

　砂だって、これはデートじゃないってそう言ってたのだから。

　──でも、さっきの砂城の発言からして、恋のことはやっぱ本気なんだよな……？

　砂城の後を歩きながら、俺はふと思い出す。

　二日前の砂城の唐突なあの宣言を──





　　　　◆






「逆にオタ島の恋約者はアタシがもらうつもりでいるから!!　その……覚悟しといてよね！」




　最後にそう言って勝ち気に笑ってみせた目の前の少女。

　最初は何が起きたのか全く以て理解出来なかった。

　まるで熱にあてられたかのように頭の中がグルグルと渦巻いていて、もうちゃんと立っているのかどうかさえわからなくなる。

　──キキキ、キスされたんだよな!?　い、今俺、そ、その、砂城から……!?

　左頬からじんじんと伝わる、温かな感触。ぼんやりとした視界には、目を潤ませた砂城が顔を真っ赤にしてこっちを見つめていて──

　ばくんばくんとまるで大太鼓のような心音が、朦とした俺の意識を呼び覚まそうとするかのように鳴り響く。漫画でありがちな事故とか偶然の類いじゃないんだよな。

　……砂城が、お、俺のほっぺに、その……キ、キスしたのは……。

　俺は戸惑いながら声を絞り出す。

「え、えっと……これってその、いつものあれだよな。からかい的な──」

　俺が真っ先に出した答えはそれだった。

　現に砂城は、よく俺のことをからかってくるし、前にもバイトの時にご褒美にチューがどうとか言い出して、悪戯で間接キスを仕込んだペットボトルを渡してきたことがあるのだからと。……いや、半分はきっと、俺自身がそうであって欲しいという願望が混じっていたのかもしれない──

「じょ、冗談じゃないし、本気だし！」

　──だが砂城は俺の言葉を否定するように、こちらを真っ直ぐに見ながら眦をきつくつり上げていて、

「アタシさ、アンタのこと……その、かなり気にいってるんだよね……！　今まで会ってきた男とはちょっと違うつーか──ぶ、ぶっちゃけ、好みのタイプかもっ、つーか……」

　顔の赤みが増すのと反比例するかのように声が弱くなっていく砂城。

「い、いや、だって砂城のタイプってあれだろ。前に話してた限りじゃ──ほら、自分を引っ張ってってくれる人なんだろ。だったら俺なんかなんて──」

「──絶対にありえないって？　それさ、どの口が言うわけ。アタシを散々引っ張っておいて」

　またも俺の言葉を遮るようにして割り込んで先に言った砂が、不満の籠もったじとっとした目を向ける。

「あとさー、アタシがいいなと思ってる人のこと『なんか』とか言ってディスるのはやめてくんない。アタシとその人に対してとっても失礼な行為だと思うんだけどー」

「それは……そうだな。悪い、確かに配慮に欠けてたというか、不適切な発言だったかも」

　……あれ？　ちょっと待て、ひょっとして俺は今、俺に対して謝ったのか？

　だって砂城のいいなと思ってる人って、今の話からするに──

「か、確認なんだけどさ、砂城はその……お、俺のことを好きってことで──さっきのアレは、冗談じゃなく本──ってことで、い、いいんだよな……？」

　俺は砂城のくりっとした瞳をじっと見つめてそう尋ねた。

　数秒の沈黙。軽やかな風が二人の間をすうっとすり抜けていく。

　俺は、砂城が口を開くのを静かに待った。夏の暑さのせいか何なのかよくわからない汗が、止めどなく流れてくるのを、ぶわっと体全体に感じながら。本気だとするなら向き合わなければ失礼だと、そう思ったから──

　もしこれが、単なる俺の早とちりだとしたら、そんなことを考えてちょっとだけひやっとしたりも──だってまぁ、俺には相という前例があるわけだし、尚。

　すると、

「──はぁあああああああああああ!?!?!?」

　思わずびくついてしまうほどの大声を上げた砂城は、耳の先まで真っ赤に染め上げた顔で、どうしてそうなるのと言わんばかりに必死に言葉を放つ。

「ア、アタシがいつ、オオ、オタ島のこと好きって言ったのよ!?　気にいってるつーか、いいなと思ってる──って言っただけじゃん！　す、好きとかそんな……そりゃあ、好みのタイプかもとは言ったけど、あ、あれはあくまでもかもなわけで……もう、勝手な解釈するなし！　オタ島マジキモい」

「ちょ、ちょっと待て！　じゃああれか、砂城はちょっといいなと思った程度のやつに、その、キ、キス、したってことなのか？」

「うん」

　そ、即答かよ。

「ま、まーそうなっちゃうんじゃないかな！　あはは」

「あはは──っておい……あのさ、差し出がましいかもしれないけど、あんまし自分を安売りするのはよくないって言うか……好きじゃないのにキスしたり、勘違いさせるような発言をするのは控えた方がいいと思うぞ。……その、今の俺みたいに誤解するやつだっているかもしれないじゃん。それでもし、相手だけが本気になったりとかで、結果的に面倒なトラブルに巻き込まれちゃう可能性もあるわけだからさ。な、そうなってから後悔しても遅いだろ」

　砂にそんなイヤな思いはして欲しくない。そう思った俺は、多少うざがられるのを覚悟で、真剣にそう告げた。

「…………」

　すると砂城はしばらくの間、ポカンとした顔で俺を見て、

「……オタ島、そういうとこだぞ」

　何だか嬉しそうな笑みを浮かべて砂城はそう言った。

「へ？」

「アタシの今の発言に対して、ガッカリしたりとか、勘違いの八つ当たりしたりとか──そんな自分のことじゃなくて、真っ先にアタシのこと考えてくれた。そういうの、アタシ的にはめちゃくちゃポイント高いつーか、アンタを気に入ってる理由の一つ」

「そ、そうなんだ……あ、ありがとう」

　で、いいんだよな？

「んーどういたしまして。──それでさー、これこそ本当に誤解してそうだから、アンタの言うとおり後悔する前に言っておきたいんだけど」

　そう言った砂城は、段々としおらしくなりながら、

「確かにアタシは、ちょっといいなって思った程度の男のほっぺにチューしたりとかする女だったみたいだけどさー。そのいいなってはっきり感じたのは……そ、その、ア、アンタが初めてだから、そこは勘違いせずにちゃんと覚えておいて欲しいつーか……」

　指先をもじもじとさせ、耳の先まで真っ赤になった顔を俯けたまま、砂城はゆっくりと更に言葉を続けた。

「とにかく！　アタシがその程度の感情でチューするような軽い女だってのは、アタシ自身も今知った新事実なわけ。要するに、全部オタ島の所ってこと。いい!?」

　やけっぱちだと言わんばかりに早口でまくしたてた砂城は、顔を上気させながら、最後にびしっと人差し指を俺の顔へ突き出した。

　俺の所為って……んな、理不尽な……。

「そ、それって結局……少しは俺を、異性として見てくれてるってことでいいんだよな？」

「そ、そういうこと！　何、悪い？」

「悪いって……そんなわけないだろ。寧ろ、女の子にそんなこと言われたら、嬉しいって思うのが普通だと思うけど……」

「へーアタシにそう思われて嬉しいんだ。ふーん」

　ふいっと顔を背けて砂はそう呟いた。

　でもこれって、脈があるからこその反応だよな。照れ的なやつであってるんだよな？

　俺は胸中で自問しながら、この状況をゆっくりと咀して理解する。

　──そして、俺がどうしなきゃいけないのかも。

「……だけどごめん砂城。嬉しいけど、それでもやっぱ砂城の気持ちを素直に受け入れるのは無理、みたいだ」

　申し訳なげに口を開いた俺の脳には、黒髪の少女の姿が過ぎっていた。

　ああ、そうさ。ここをなぁなぁにしてやり過ごすのは、俺のことを想ってくれている氷への裏切り行為だ。両いな彼女のことを、俺の煮え切らない態度が原因で悲しませるわけにはいかないから。

　だから、砂城には悪いけれど……俺はこの言葉を言わなければならない！

「だって俺は、氷室のことが──」

「あーはいはい。そういうシリアスなのはナシでいいから。うん、オタ島が氷室さんを好きなのはとっくにわかりきってることだし。今更聞かされてもねーって感じ」

　が、俺の決意の宣言は、呆れる砂城の平な声によって打ち消されてしまった。

「それにさー。別にアタシがオタ島をどうこう思うのは、アタシの自由じゃんか。そうだなー、喩えるなら氷室さんに好きな人がいて、一度はフラれたってのにずっと好きでいる誰かさんみたいに」

「うっ、それを言われるともう何も言えなくなるな……」

　本当は告白前からずっと両想いだったりするんだけど……。

「ま、冗談抜きにアンタとなら付き合ってもいいかも──って考えてるのはほんとだしさ。だから、アイツの案を採用するのはちょっとだけ癪だけど、アタシもオタ島が恋に相応しいかどうかテストしてみようってわけ。どう？　ここまではちゃんと理解出来てる？」

「ま、まぁ、一応……。砂城が氷室と同じように、俺を恋約者として相応しいかどうかテストしようとしてるって流れなのは……」

　ほんとに、一応。

「そ。なら、オッケーかな。あ、でもアタシがオタ島に感じてるいいなぁーは、氷室さんのアンタに対しての好感度と同じ程度の物だから、そこんとこはしっかり覚えておいて」

　砂城がそう言ってにっと笑う。

　たぶん小さな芽が出た程度と伝えたい喩えとして、氷室を引き合いに出したんだと思う。砂城からすれば、氷室はやっと俺を異性として認識したように映っているのだから。

「そーいやさ、前にオタ島が誘ってくれた打ち上げの話だけどさ、あれ、今度の火曜日にやろうよ。丁度お互いにバイト休みだしさ」

「お、おう。唐突だな……。でもまぁ、わかったよ。どうせその日は生徒会が休みなのもあって、家でずっとゲームしてる予定だったし」

「じゃ、決定で。……一応言っとくけどさ、これはあくまでも打ち上げだから。まだ恋のテストが始まってすらない段階なんだから、デートとか早とちりしないように」

「はは、わかってるって」

　もしデートだったら、行くわけにはいかないからな。

　俺は砂の期待に応えるように軽く笑って返した──んだけど、

「……ふん」

　何だか砂城は不機嫌そうに顔を背け、黙々と屋台の準備を再開したのだった。





　　　　◆






　──これが二日前、俺と砂城の間にあった出来事。

　正直、何で急に砂城があんな行動に出たのかは、二日経った今でもよく理解出来ないでいる。実は前々から俺のことが好きだった砂城が、あまのじゃくだった氷の予想外な急接近に焦りを感じて──ってのが漫画とかでよくありがちなパターンだけど、あの裏表のない真っ直ぐな性格の砂城が「好きではなく、ちょっといいと思った程度」と断言してるんだしその線はないだろう。

　氷室が俺を弄んでるだけだと誤解した砂城が心配してくれてとってくれた行動。

　あくまでも「好意」ではなく「厚意」とか？

　──いや、逃げるな俺。砂城のはれっきと「好意」なんだ。それがたとえちょっとだけのレベルであったとしても、氷室が俺に向けてくれている感情と同じ物なのだから。

　俺はどうするべきなんだろうか？

　目の前で幸せそうにケーキを口に入れた砂城をぼーっと眺めながら考える。

　ちなみにここはファミレス。意外にもこれは砂城のリクエストだった。

　せっかくの打ち上げなんだしもっと小洒落たお店でもと提案したんだけど──砂城曰く「アタシら学生はやっぱ、質より量っしょ」だそうな。

　砂城とバイトでの苦労話や夏休みを振り返ったりなどの雑談で盛り上がりながらハンバーグセットを食べ終えた俺は、杏に白玉あんみつ、更にはチョコレートケーキと、「給料出たんだからご褒美のプチ贅！」などと言い出して和洋中のデザートを制覇しにかかった砂城を待っていて──それで現在に至る。

　しっかし、本当に女の子ってのは、デザートは別腹なんだな。もしかしてこのフルコースがお目当てだったからファミレスを選んだのか。

「ん？　どしたのオタ島？　もしかしてアタシの顔に、クリームでもついちゃってる？　あ、それとも──アタシに惚れたとか」

　俺の視線に気付いた砂が、口に運ぼうとしていたスプーンを止め、にやけながらそう言ってきた。

　それはどう見てもいつものからかいと同じだった。それを見て俺は、肩をすくめて冗談っぽく返す。

「……だったらどうするんだよ？」

「うーん。とりま氷さんに、『アタシの勝ちだ！』ってドヤ顔で宣言するかな」

「は？」

　呆とする俺を余に、チョコレートケーキを口に入れた砂城は「んー」と至福の笑みを浮かべたのだった。





　　　　♡






　やばいやばいやばいやばいやばい、マジでやばいんだけど、やばいんですけどぉ!!

　まだオタ島とファミレスで飯食べただけなのに、それだけでめちゃくちゃ楽しいっつーか、バイトでの苦労とか、温泉旅館でのくだりとか、アタシら二人の夏の思い出を語り合って笑い合ってるとこう……心の中がきゅーっと幸せな気分で一杯になっていて──うんうん、アタシってば今超リア充じゃん!?

　いやぁー思ってた倍以上に最高だわ。




　オタ島とのデートは。




　もっともその相手であるオタ島は、これを単なる打ち上げだとそう思い込んでいるわけだけど──それは彼が、残念にもアタシより教養が足りてないからだ。

　デート。

　それは、日時や場所を決めて恋い慕う相手と会うこと。

　国語辞典様にはしっかりとそう記載されている。だから、本人がどう受け取っていようが、これは社会的に見てれっきとしたデートであり、アタシからしても初となるオタ島との私服でのお出かけ。

　なのに肝心のオタ島ときたら、本気で打ち上げ以外の他意は存在しないと思っているんだからさー。まず異性からの誘い──しかも二人きりでの誘いをオッケーされてるって時点で、それが何を示してるのか胸に手を当ててじっくり考えて欲しいんだけど。

　全く、オタ島ってば学年で一番頭がいいくせして、こんなアタシですら知ってる常識を知らないとかマジナイワー。

　勉強を教えてもらう度に予習復習は大事だとか言ってくるくせにさ。アタシはちゃんとデートの意味について予習ばっちりで来てるってのに……にひひ。

　内心でにやにやしながら、アタシとオタ島は次なる目的地──カラオケ店へと入った。

「こういうのは砂の方が詳しいだろ」と、受付の前でデート相手に対応を一任されたアタシは三時間パックを選ぶ。すると、受付のお姉さんから「今ちょうど大部屋しか空いてないので、もし大人数が来た場合は部屋の移動をお願いするかも知れない」と言われ、アタシはそれを流れるように了承した。ま、たまにあることだ。ここはこの辺じゃ学割を使えば一番安くなる場所だから、アタシらのように暇な学生で溢れかえっているんだろうし。

　受付を終了したアタシらは、指定された部屋へと移動する前に、ドリンクバーで飲み物を調達する。

　にしても──きっとあの受付のお姉さんは、アタシらのことカップルだと思ったんだろうなー。そう思ったんだろうなー。うひひ。

　ちらちらとオタ島の方を見ながら、静かに勝利の笑みを浮かべるアタシ。ちなみにオタ島はドリンクバーでウーロン茶を入れていた。

　ちょ、ちょっとくらい浮かれても──デートアピールしても、別に罰は当たらないよね？

「アタシらさー、受付のお姉さんにどんな関係に見られたんだろうねー。ね、オタ島はどう思う？」

「は……？　そ、それは友達だろ。普通に考えて」

　戸惑いながらも律に返してくれるオタ島。

「へー、オタ島的には男女二人のペアは普通に考えて友達になるんだ。そうなんだ」

「な、何だよその含みのある言い方は。それに──ほら、今日の砂城の格好って、かなりラフな格好だろ。この格好でデートってのはさぁ……一概にそうだとは捉えないんじゃないか」

「ほほーん。なるほどねー」

「だから何なんだよ、その意味深な視線は」

　わけがわからないと顔を引きつらせるオタ島を見て、アタシはニヤニヤと笑う。

　いやぁーオタ島はやっぱ何もわかってないんだなー。

　このカラオケデートに、アタシはあえてこの服装をチョイスしたってことに。

　そりゃあアタシだってさ。最初はせっかくのオタ島との初デートなんだし──ってすっごいオシャレしてこうって考えたんだよ。

　でもさ、コーデに悩んでる途中でふと思っちゃったんだよね。この前氷さんがバイト先に現れたとき、アタシと同じ系のコーデだったの思い出してさ、同じ土俵で勝負しにいくのはまずいって……。

　今のところ、オタ島が好きなのは氷室さん。残念だけどそれは揺るぎない事実。だからせっかくのアタシとのデートで、あの人のことを彷させるような格好をするのは、嫌だったつーか、仕方ないにしても内心でも氷さんと比べられるのは、すっごい癪だったってわけ。

　……だってさ、オタ島の恋愛補正が加わってきっとあっちに軍配が上がるんだろうし。

　けどアタシだって今まで伊にみんなの恋愛相談にのってきたわけじゃないんだよね。数々のデートを成功に導いてきたアタシのノウハウってやつがあるわけ。

　そこから叩きだした結論がズバリこれだ。

　逆にこのラフな格好の方が、素の自分でいていいほどに心を許してる感があるつーか──ほ、ほら、一周回って親密で深い関係が醸し出せていいんじゃない!?

　──と。かといって完全に素ってわけじゃないから。メイクはちゃんとしてきてるし。……だってさぁ、ほら、やっぱ好きな人といるわけじゃん。

　今日のデートの狙いはオタ島を堕とすことではなく、オタ島と目一杯楽しむこと。

　でもでもここまで順調すぎると、やっぱ少しはアタシにドキドキしてくれないかなーとか、ちょっとした欲が生まれてきたりなんか──

　そんな思いを胸に秘めつつ、部屋に入ったアタシはオタ島の隣に座ると、早速とばかりに曲を入れてマイクを握る。

「んじゃ、トップバッターはアタシね」

　アキと来たら必ず歌うアタシの十八番。歌唱力にだって結構自信あるんだから。

　曲が始まりイントロが流れ出す。それと同時に手や首下に感じる暑さとは違う汗。や、やばい、オタ島が隣ってだけでめちゃ緊張してきた。

　えっと最初の歌い出しは「今すぐ私をめちゃくちゃにして欲しい」で──

　んんんんんんん？

　今、アタシは衝撃の事実に気付いてしまった。

　えっ……ちょ、ちょっと待って、こ、これってかなりえっちな──オタ島の、好きな人の前で歌うにはだいぶ恥ずかしい歌詞じゃんかぁあああああああああああ!?

　思い返せばアタシがこの曲を好きだった理由は、アップなテンポとリズムのノリがおきにだったから。歌詞の意味なんて、今日この時まで特に気にしたことなどなかった。けどサビの『私の中にたっぷりと貴方の種を刻んで欲しい──』って絶対アレの話だよね。ムリムリムリムリ──オタ島の前で歌えるわけないじゃんこんなのぉお!!

「…………」

「お、おい。どうしたんだ……曲もう始まっちゃってるけど、歌わないのか？」

　や、やば！　画面に歌詞が……ご、ごまかさなきゃ！

「あ、あはは、アタシってばどうもうっかりして別の曲入れてたみたい。いやー、タイトルが英語だとたまにやらかしちゃうつーか。ややこしいから同じ歌手が似たようなタイトルで新曲出すのはぶっちゃけ禁止にして欲しいよねー」

「なんか、いかにも砂らしいクレームだな」

　小さく笑うオタ島。どうやら上いこと誤せたっぽいけど、ホッとした反面、納得の理由がアタシの頭の悪さにありそうなのがちょっと複雑。

「うっさいし。ってことで──はい。次、オタ島の番」

　アタシはリモコンを操作して曲を中断すると、すぐさまそれをオタ島へと差し出した。

「ん？　いや、そんな律に順番を守る必要なんてないからさ。砂城が歌えよ。結局歌えてないんだし」

「やーでもミスはミスだしさ。ほらほら、時間はたっぷりあるんだし、遠慮せずに」

　そう言ってアタシはオタ島にぐいぐいとリモコンを押しつけた。ほんとは単に、心の準備をする時間が欲しかっただけなんだけど──それは内緒。

「つってもなー。俺ほんとにアニソンしかわからないし。んー、砂城でも知ってそうなの、なんかあったかなー」

「いーよ別にそんなの気にしなくて。オタ島が歌いたいやつ好きに入れてくれれば。アニソンでも何でもばっちこいだし」

「そうは言っても、これは砂城とのカラオケなんだから、延々と知らない曲ばっかり聞かせるのって正直退屈だろ」

　そう苦笑すると、「うーん。どうすっかなー」と唸りながら機械と睨めっこするオタ島。

「ア、アタシとのカラオケ……」

　思わぬ不意打ちにドクンと気持ちが上擦る。ほんと、そういうさり気ない配慮が反則つーか、オタ島マジキモイ。

「──お、これなんかありなんじゃないか」

　と、オタ島が揚とした顔で曲を送信した。すぐさまモニターに曲名が映り、演奏が流れ始める。

「お、これ、知ってる『君の名』じゃん。なっつ。アタシまだ中学生だわ。オタ島は？」

「おいおい砂城が中学生なら、俺だって中学生だろ。同級生なんだし」

　苦笑するとオタ島はマイクを握って歌い出した。よ、ようし、アタシもオタ島の歌を聴きながら心の準備を……。

　そうこう考えてる内に早くもサビが終わって二番目が始まる。オタ島の歌声は可もなく不可もなくってところだった。ようするに普通。……うん、歌唱力の方はそうだったんだけど、そうだったんだけど──

　んんんんんんん!?

　ア、アタシはふと思ってしまった……。さっきからオタ島が連呼している「君」は、「離したくない」とか「ずっと傍にいたい」とか訴えかけてるその対象は、この状況だとアタシを指しててもおかしくないんじゃないかって!!

　だってだって、この場にいるのはあの氷涼ではなくアタシだけなんだし。それにそれに、オタ島がこの曲をチョイスした理由はその「アタシとのカラオケ」だからで──

　わかってる。オタ島側にそっちの気はなく、ただアタシでも知ってそうなアニソンってのが選曲理由だったことはわかってる。でもさ、一度意識しちゃうとそうは思わずにいられなくて──ああ、顔がめちゃめちゃ熱くてもう何もわっかんない。シ、シアワセダナー。

　……べ、別にいいよねこれくらい。

　誰に言い訳してるのやらアタシは胸中でそう呟くと、頭を冷やそうと目の前のドリンクをゴクゴクと一気に飲み干す。

「ふぅ……。やっぱ誰かの前で歌うのって恥ずかしいよな。もう歌よりも緊張で喉がカラカラだ」

　歌い終わったオタ島が照れくさそうにそんなことを言ってきて──やめて、今アタシを意識してますって視線送るのはマジやめて。もうマジやばいから。

「ま、砂みたいにカラオケ慣れしてくると、全然そんなこと思わなくなるんだろうけど」

　いえ、恥ずかしいです。今、めちゃくちゃ恥ずかしいんです。はい。

　と、アタシがそう言いたげに恨めしげな視線を飛ばすも、全く気付かずに涼しい顔してお茶を飲み始めるオタ島。

「お茶のおかわりとってくるけど、砂城は今と同じのでいいのか？」

「え？　う、うん」

　反射的に頷いた後で、アタシはオタ島の視線が空になったアタシのコップに向けられていることに気付く。オタ島は「了解」と言うと、二人分のコップをもって部屋を出て行ってしまった。

　ま、またこの人は、そんな嬉しい気配りをさっらと平気な顔で──

「……うんこれ、絶対にデートだぞ……オタ島」





　　　　◆






「ふぅ……」

　ドリンクバーのボタンを押しながら、俺は調子を整えるように小さく息を吐いた。

　このカラオケはバイトの打ち上げで来ているんだ。それ以外の他意はない、ああ、決して不純な動機など──ない、はずなのに。

　あの恋テスト宣言のせいで、妙に意識してしまっている俺がいて──

　砂城ってば、あんなにも部屋が広いってのになんで俺の隣に座るんだよ。それも、拳一個分くらいの距離感で。これ、戻ったら同じ位置に座り直さなきゃ悪いよな？　砂城を変に遠ざける感じが出そうだし……。

　砂の距離感が近いのはいつものことだし、もう慣れたつもりだ。けれど、それが個室──しかも広々と使えるスペースがあるにも拘わらずあえての接近となると、やっぱり多少はその……ドキドキしてしまう。

　でもでも今日の砂城にその気がないのは確かなんだ。もし砂城がこれをデートと認識してるのだったら、あんな部屋着みたいなラフな格好で来たりするはずないしな。

　俺の数少ない異性との経験を振り返る。

　そう、他ならない氷が俺とのデートの度にオシャレな自分を見てもらいたいと張り切ってくれていたじゃないか。きっとあれだ、あの砂城の服装には「これはデートじゃないから」的なメッセージが込められているに違いない。うんうん。

　そう心の中で頷いた俺は、砂城の分のドリンクを注ごうと移動する。

　すると、

「「ん？」」

　コップを片手にドリンクバーに現れた少女と目があった。

「あっれえー？」

　軽快な声を上げ俺に興味を示した少女は、俺や砂城と同じ君学園の生徒だった。別にカラオケで、君島の生徒と出会うこと事体は何も不思議なことじゃないだろう。

　けど──

「もしかしなくても田じゃん」

　それがクラスメイトの女子で──よりにもよって彼女だったのは……ついてない。

「山か……奇遇だな」

　湧きあがる億さを何とか堪えて言葉を返す。

　──山瀬七。

　肩までは届かないショートな髪型から活発な印象を受ける彼女は、たぶん、考えられる中で今一番出くわしたくなかったクラスメイトなんじゃないだろうか。

「えっ、なになに、もしかしてヒトカラってやつ？」

　口に手を当て「ありえなーい」とにやけた視線を向けてくる山瀬。

　山瀬は、顔はそこそこかわいいのに、このように一度〝下〟だと認定した相手にはマウントを取らずにはいられない性格というか、女王様気なのが瑕だった。

「ご想像にお任せするよ」

　適当にそう答える。別に砂城と一緒だということは言わなくてもいい情報だろう。砂城と山瀬は、お世辞にも仲がいいというわけではなかったはずだし。

「へーその様子だと図星ってわけかー」

　残念なやつとでも言いたげなニマッとした鬱しい視線。俺がコップを二つ持ってることに関しては、どうやら全部俺の分だと都合のいいように解釈されたっぽい。

「せっかくの夏休みだってのに、寂しい青春送ってるんだねー」

「別に、俺がどう夏休みを過ごそうと俺の勝手だろ」

「確かにそうだけどさー、人の夏休みの予定をぶち壊しといてその態度は──どうかと思うんだけど？」

　くすりと嗜的な笑みを浮かべた山。

　やっぱり山瀬のやつ、あの事を根に持ってんのかよ……。

　顔を引きつらせた俺は、胸中で深いため息をつく。

　そう、こいつが俺に悪態をつく理由には、逆恨みが混ざってたりするのだ。




　何なら一学期の最後──生徒会の大仕事だった、夏休み用特別予算を各部活へどのように割り振るか検討していた頃、俺に上目遣いで頼んできていたバスケ部のクラスメイトというのが、他ならない山瀬だったりするのだから。




　──ウチが直々にお願いしてやったってのに、マジ無能。ありえない。とでも言いたげな視線が俺に飛ぶ。

　とにかく謝らせたいって感じなんだろうが、残念だけど俺にその気は全くない。

　あれは確かに氷の嫉が原因の一つだったかも知れないけど、バスケ部がろくに活動をしていなかったのも事実だったんだ。だからあの処置は公正で適切な判断だったと、俺はそう思っている。

「どう思われようが、あれが俺達生徒会の出した判断だ。文句があるなら、こんなところじゃなく、生徒会室──で頼む。そん時は俺と氷室で山瀬が納得するまで丁寧に説明してやるからさ」

「ちっ。──ま、そうだよね。あんたなんかに頼んだウチが失敗だよね。第一、あの氷室さんがあんたの願いなんて聞き入れてくれるはずなかったんだし。そう、例えば……田の告白がオッケーされなかったみたいに」

　攻撃的な口調と、含みのある笑み。

「そ、そうだな……」

　面倒くさい感ＭＡＸだった俺は、さっさと砂の分も入れて戻ろうとコップをドリンクバーにセットする。

　が、そんな俺の姿が山瀬にはどうにも逃げるように映ったらしく、愉快そうに更なる追撃をするかのように声をかけてきて、

「あ、そうだ。実はウチ、リョウジ達と一緒に来てんだけどさ──もし田島さえよければ一緒しない。一人よりみんなでの方が絶対に楽しいって。ね、田島だってそう思うよね？」

　絶対に俺と楽しくするつもりなどないことが、いとも簡単に読めてしまう、悪意のある笑みを浮かべた山の誘い。ようするに、不慣れなカースト上位グループの中に入れられて肩身の狭くなった俺を見ながらけらけら笑ってやろうって魂なんだろう。ほんと、いい性格してるなこいつ。

　リョウジとは、きっとクラスメイトの西亮のことだ。ようは山瀬グループと仲のいい男子グループのリーダー格。ぶっちゃけ彼と俺は単なるクラスメイト止まりの関係だから、もしいけば気まずくなること必至。絶対に行かないけど。

　でもこの場面、断ったら断ったで戻った際に部屋バレするのが問題なんだよなー。山瀬の性格的に、そこに俺しかいないと思っている以上、後で絶対仲間連れて押しかけてきそうだし。せっかくの打ち上げなのに砂が不快な思いをするのは、どうにかして避けたい。

　と、俺が頭を悩ませていた、その時だった。

「え、砂城さん……？」

　山瀬の開かれた瞳が、俺の背後へと向けられる。

「オタ島、やっぱアタシ炭酸系の気分だわ。つか、二人分の飲み物取ってくるのにどれだけ待たせる気だし。一人で歌っててもつまんないんだけど」

　しびれを切らしたらしい砂城が、そう呑に言いながら俺達のところに現れたのだった。

「ん、なんだ山瀬か」

　目を丸くして驚く山瀬とは真逆に、今気付いたとつまらなさそうに山瀬を一した砂城。
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「さ、砂さん奇遇だね。そっか、砂城さんもカラオケしてたんだ。……ねーそれより聞いてよ、田のやつ、ヒトカラしにきてるんだってヒトカラ。マジありえないよね」

　ヒトカラに親でも殺されたのかというような山の批判ぶり。もうさ、とりあえず山瀬は全国のヒトカラ愛好家様達に土下座するべきだと思う。

「ふーん。それって、あんたがそう言ったわけ？」

「いや俺は何も。山瀬が勝手にそう解釈した」

「へー」

「えっ、なになに、どういうことなの？」

　普通に会話し始めた俺達を見て、目の前の状況に追いつけないとばかりに戸惑う山瀬。

「実はさー、アタシ今オタ島と来てんだよねー。二人で」

「えっ!?　……そ、そうなんだ……。──あ、もしかして田島の奢り的なやつ？　いいなー、ねーオタ島ウチの分も出してよ」

　山瀬は甘えるような声で俺にそう言ってきた。するとそれを見ていた砂城は、まぶたをぴくりと震わせて、

「はぁ、もしかしてアタシがオタ島にたかってるとか、アンタそんなこと思ってるわけ？」

「えっ……？　い、いやぁ……街で偶然田島と出会った砂城さんが強引に誘ったとかそんなんかなぁ、と……」

　静かな怒りが滲み出た砂城の言葉に、山瀬は狼狽えた様子で、なんとか言葉を絞り出す。

「だって、組み合わせ的にありえないじゃん。砂城さんと田島が、一緒にカラオケだなんて。ほら、常識的に考えて」

「へぇー。アタシとオタ島が一緒なのは常識的にはありえないんだ。そうなんだ」

「で、でもでも、デートってわけじゃないんでしょ？　ほら、普通気になる男子とのお出かけだったら、まずそんな格好で行かないもんね」

「……この格好でデートはないと」

「うん。だから心配しないで砂城さん。二人で街を歩いてても、誰も変な誤解したりなんかしないからさ、少なくともウチらは絶対に」

「ほー絶対にか……」

「だって、砂城さんと田島じゃ全然釣り合ってないじゃん。そんな勘違いすんのはそこの田島くらいでしょ。ほんと、マジで身の程弁えろって感じだよねー」

　あはははと腹を押さえて笑う山瀬。

「…………」

　しかし対する砂城は、北極のように凍てついた表情をしていて、

「ねぇ──」

　だんと、大きく踏み込んだ足音と共に、砂城が山瀬の目と鼻の先まで急接近した。

「何がそんなにおかしいのか、アタシに説明して欲しいんだけど」

「え、えっとその……」

「つーかさ、そういうアンタは誰と来てるわけよ？」

「そ、それはその……」

　キツイ眼しを向けた砂の追及に、山は言いたくなさそうに困った顔で目を逸らす。

「西達とらしいぞ。さっき山瀬がそう言ってた。大方、いつもクラスで一緒にいるあの面子がそろってるんじゃないか」

　だが俺は普通にさっきの話を砂城に伝える。別に俺には山瀬に義理立てする理由なんてちっともないからな。

「ちなみに砂城が来る前、一緒に歌わないかって誘われてたとこだった」

「ちょっ──」

　山瀬から「何でそれを言っちゃう!?」と恨みがましい視線が飛んできた。

　山瀬が西村達のことを口にしなかった理由はきっとあれだ。もし砂城に乱入されたりでもしたら、グループ内の主導権がたちまち砂城に持っていかれるのを恐れたからだろう。ちょっとした余でチワワを部屋に入れてかわいがって遊ぼうと思ったら、それがライオンに変わり、かわいがるどころか命の危機に瀕して困り果てている……そんな感じだ。

　山瀬がクラスの女子を束ねていられるのは、２－Ｂの女帝こと砂城がその権利に興味無いと放置しているからにすぎない。

　クラスにはたまに一人、スクールカーストのピラミッドを超越した、いわゆるＳクラス的な存在がいたりするものだ。

　容姿や才能からカーストの上位者でありながら、クラスの上位連中とは趣味や空気の違いなどで距離をおいている存在。

　カースト上位グループからも、この人の機嫌を損ねなければ自分達は好き放題やっても許されるという、そんな王様のように一目おかれた存在。

　それが二年のクラス替えでアキさん達仲のいい友達と離ればなれになってしまった、２－Ｂの女帝、砂城雅のポジションだった。まぁそんなわけで同じクラスに仲のいいグループの友達がおらずに退屈だった砂城が、席の隣だった俺に暇つぶしにとちょいちょい話しかけてきたのが、仲良くなったきっかけだったりするのだが。

「へぇー、そうなんだ。で、誘われたオタ島はどうするつもりだったわけ？」

「もちろん断るに決まってるだろ。あっちのノリに俺がついてけるわけがないし。それに、砂城と二人でいる方が何倍も楽しいからな」

「──っ！　さ、最後の一言は余計だし。ア、アタシと二人が何倍もいいとか──もう、オタ島マジキモい！」

　え、何で素直に伝えたのに俺は怒られてるの？

「……ま、でもその意見自体には賛同するよ。こいつらといるより、オタ島といる方が比べるまでもなくマシってのは事実だし」

　比べるまでもなくマシって──その気持ちは凄い嬉しいけど、もうちょいオブラートに包んでもよかったんじゃ──

「は？　ウチらより田なんかの方が全然マシって──いくら砂さんだからって、それはちょっとないんじゃない」

　な、山のやつかなり不機嫌そうになってるだろ。

　というか、あれか。山瀬にとっての俺はゴキブリとかそんなレベルで、「ゴキブリのがマシとかふざけないでよ」とかそんな心境なのかな。ま、別にいいんだけど……。

「はぁ!?　何か文句あるわけ？」

「えっ、いやその別に……」

　凄んだ砂城に、急に弱腰になって後ずさりした山瀬。これが格の違いってやつなのか、ぴりつく砂城からは目を背けたくなる威圧のオーラが滲み出ているというか……正直、俺が山瀬だったらうっかりチビっていたかも。

「もう行こうオタ島。悪いけどさ、店変えるわ。ここじゃ気持ちよく歌えるような気分には到底なれそうにないし。あ、次の会計はアタシが持つから。アタシの我が儘に付き合わせるわけだからさ、それくらいはさせてよ」

「いや、そんな気を遣ってくれなくても、ちょうど俺だって砂城と同じ提案をしようと思ってたところだったしさ。これなら、砂城一人の我が儘じゃなくなるだろ。だから奢るとかそういうのはナシってことで」

　俺がにっと笑ってそう言うと、砂城は数秒の間ぽかんと呆けたかと思うと、次の瞬間ぱぁっと明るい笑みを浮かべ、

「さっすがオタ島！　話わかるー」

　と、背中をばしんと強く叩かれてしまった。

　ヒリヒリと痛む背中をさすりながら、荷物と伝票を取りにいこうと部屋に戻る俺と砂城。

　山瀬が何やら不服そうな視線を向けてるが──ま、これは別に気にしなくてもいっか。





　　　　◆






　夏休み最後のバイトは、特に何事もなく無事に終了した。最後の挨拶をしにいった時、「また来年も是非」なんて言われちゃったけど、んー来年は受験もあるからちょっと考えものかな。……砂城なんて特に、そんな悠長なことしてられる状況じゃないだろうし。

　そして九月最初の月曜。今日から二学期が始まる……のだが。

　その直前──日曜の夜に、俺は氷からラインでメッセをもらったんだけど、

『明日、第一回目となる恋としてのテストを行いたいと思うの。実地試験ね。場所は丸駅で、午前六時に集合よ。正式に恋人になったら、朝は一緒に登校するようになるわけでしょう。そのシミュレーションをやってみて、私に毎日一緒に登校したいと思わせたら合格よ。恋約者への道が一歩開けるってわけね。……一応、健闘を祈らせてもらうわ。精々頑張ってみなさい』

　ろ、六時って……野球部の朝練より早いんじゃないかというか、そもそも学園の門がちゃんと開いているのかさえ疑問なんだけど。

　つまるところ、恋約者のテストを建前にした、氷なりの一緒に登校しようというお誘いだった。そこから何度かのやり取りする内、流石に六時は早過ぎるからと集合時間を七時にずらし、最後に俺は『了解。氷室の期待に応えられるように頑張るよ』と返信した。

　なんと言っても氷室から俺を誘ってくれたのがとっても嬉しい！

　ちなみに、ナンナから以前貰った、氷室がラインを送る際の本音・本心が送られてくるアプリ、「ナンナの秘密の部屋」も、一応確認してみたんだけど……。

【よしよしよし！　これで二学期からは田君と毎日一緒に登校できるわよ。ふふっ、私達が一緒に登校してる姿を目撃した君の生徒達は、「え、もしかしてあの二人夏の内に付き合い初めたの!?」「きっとそうよね。だってあの二人から、すっごいお似合いオーラ出てるし」とか、そう思っちゃったりするわけで──うんうん、二学期初日から大勝利だわ私。それにそれに、明日からはいよいよ〝アレ〟を決行するから、きっと田島君はもっともーっと私に夢中になってくれて──最終的には、に、二学期中には学生婚なんてこともあり得たりなんか!?　きゃー、そしたらどうしましょう！　やっぱり名前は田島涼に変えるべきよね。籍いれるんだし。氷室涼葉はもう間違いなんだし。──はっ、でも同じ苗だとクラス替えの時確実に離ればなれになってしまうのでは……うーん、悩ましいわね】

　…………。

　流石に一時間遅くしてもらったとはいえ七時に駅集合は、早すぎて早朝ランニングしているお爺ちゃん達としか、すれ違わないんじゃないかな。

　それと──アレってのはなんなんだよ!?　それが行われると俺は、氷室のことをもっと好きになってしまうのか!?　い、色々とツッコミたい部分だらけだけど、確実に言えるのは──悩む場所は絶対にそこじゃないと思う。

　ということで、俺は現在、朝早くから君島学園最寄りの丸々駅の前で氷室を待っているところだった。ちなみに、これが実地試験ということは、筆記試験もあったりするのかな。

「おはよう田島君。久しぶりね」

「おはよう氷室。そうだな。最後に会ったのは月曜の生徒会だし、一週間ぶりだもんな」

　といっても、その間全く連絡を取り合ってなかったわけでもないのだ。毎日のようにラインでたわいない雑談はしていたし、そんな数日直接会わなかったからといって何か劇的な変化が起きることなんてないだろう。

　と、軽く笑った俺。すると氷は、一瞬肩をもじもじとさせたかと思うと、次の瞬間には突然腕を組み高圧的な態度になって、




「……ま、私の方は別に一週間どころか、一月──いえ、一生貴方に会えなくなっても全然構わないのだけれど」




　……え？　この、七日の間に何かあったんですか!?

　こういうときはいつもなら心の本音が同時に聞こえてくるはずなのだが、まったく聞こえて来なかった。その主張は、普段のあまのじゃく然としたものではなく──ど、どうにも氷室の本音のようで……。

　心の声が聞こえてこなくなった──ってわけじゃあないんだよな。ってことは……ひ、氷室が本気で怒ってるってことだよな。思い当たる節があるとすれば──砂との打ち上げぐらい、か？　けど、あれはちゃんと事前に許可をもらってたわけで──

「そ、そうか……」

「ええ、そうよ」（ふふっ、そんなことあるわけないじゃない♡）

　いやいや、どっちなんだよ!?

　今度はちゃんと聞こえて来た、甘く蕩けるような氷室の弾んだ本音。

　ほっとした、すっごいほっとした。けどその反面、ますます謎が深まってしまう。

　さっきのあれは、能力にバグが発生して本来届くべき本音が届かなかったとか、そんなゲームみたいなオチだったら嬉しいんだけど……違うんだよな、恐らく。

　困惑で顔を引きつらせていると、くすりと笑った氷室が俺の隣に並ぶ。

「さ、行きましょう」

「あ、ああ……そうだな」

「ま、私の方はここから別々に登校しても全然構わないのだけど」

　えっ、こ、これも本音……？

「けど、せっかくだから一緒に並んで登校してあげるわ。感謝しなさい」

「そ、そうか……あ、ありがと」

「試験だからしかたなくよ、しかたなく。そこのところ、勘違いしないでほしいわ」

　ぷいっと氷室が顔をそむける。本音だ、全部本音だった。なんだ、一体どうなってんだこれは。氷室は本気で一緒に登校するのは試験だからしかたないと、そう心から思っているのか？　いやいや、そんなわけないよな。だってほら、ナンナのアプリで知った昨日の氷室は、俺と一緒に登校するのを心から楽しみにしてくれてたみたいだったし……。
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　心にモヤモヤを抱えたまま、俺は氷と一緒に学園に向かって歩き出す。

　俺は曇った気を紛らわすように、氷室にたわいない会話を振った。

「今日から二学期だな、氷室。なんか夏休みがあっという間過ぎて物足りない感があるっていうか、このクソ暑い日々が終わるまではずっと休みにして欲しいよなー」

「あら、学年トップの優等生らしからぬ発言ね」

「だってこの暑さの中、金曜には体育祭が待ってるだろ。運動神経を母さんのお腹の中に忘れてきた俺にとっては、ただでさえ億な行事だってのに、その上この猛だぞ。はぁ……憂だな。台風でもくればいいのに」

「ふふ、正に日陰キャラの貴方らしい発言──と、言いたいところだけど、私も運動が好きなわけではないから、田君の気持ちがわからないでもないわ。一緒ね、一緒」

　小さく笑った氷室が「一緒」の部分を強調する。か、かわいい。

「ほんと、ただ疲れるだけで何の面もない行事だわ。体育祭なんて滅べばいいのに」

　おいおい、それこそその発言は生徒会長らしからぬというか──もう完全にアウトだろ。

「ま、体育祭は置いとくとして──学園祭も学園祭で大変そうだよな。各団のリーダーを務める三年生が主体の体育祭とは違って、こっちは俺達生徒会、それに学園祭実行委員が主体となって運営しなきゃならないわけだしさ。模擬店の場所の取り合いだとか、予算がどうとかで、絶対に揉めそうだし……」

　学園祭があるのは十月の最初の週の金曜と土曜の二日間だ。去年がそうだったように体育祭が終わった瞬間から学園は一気に学園祭ムードへと変化することだろう。もちろんクラスの模擬店もあるわけであり、そっちの準備も手伝わなければならないだろうし──九月は気付けば終わっていそうだ。ゾッとするな……。

「そうね。学園祭が終わるまでは色々とバタバタするでしょうね。それに、私達には撮影もあるわけだし」

「は？　撮影!?　何のだよ……？」

　初耳なんだけど。

「あら、言ってなかったかしら？　君学園では例年学園祭前に学園のパンフレット用の写真を撮ってるのよ。うちの志望を考えてる子達に向けてのね。そのモデルを毎年生徒会が請け負ってるの」

「へー。そういえばあったなそんなパンフレット。俺も中学の時に見た記憶があるよ。懐かしいなー。あれに映ってた人達って生徒会だったんだな」

「ええ、そうよ。表紙は生徒会全員が集合した写真。後は男女のペアで、日常風景からの一枚と、学園行事紹介の部分に載せる学園祭を楽しんでる様子が一枚。全部纏めて、学園祭前日に撮るってわけ。その構図は、生徒会に一任されるらしいわ。あと、実際にパンフレットを見たことがあるならわかってると思うけど、表紙はブレザー姿での撮影よ。忘れずに持ってきて頂。ま、どのみち十月に入ったら衣替えなのだけれど」

「りょーかい。てか、その男女のペアってのは、誰と誰の予定なんだよ？」

「それがね、はぁ……誠に残念な話だけれど、私と田君になるわ」（そんなの私と田島君に決まってるじゃない。学園の顔を学園一ラブラブな私達が飾る……ええ、至極妥当な展開よね！　楽しみだわ、ふふっ）

　わざとらしく溜をついた氷。けれどその口角は嬉しさを抑えきれないといったように釣り上がっていた。

「受験生の子達がこの学園を志望したくなるように、田島君が相手で学園生活を謳している姿を演出するって、これ、かなり高難易度なミッションよね。どうしましょう……」（うーん、どんな構図で撮ろうとも、私達から滲み出るラブラブなオーラは絶対に隠しきれないと思うの。学園のパンフレットでイチャつきすぎるわけにはいかないし……加減が大変そうよね。一見簡単に見えてかなり高難易度なミッションだわ。どうしましょう……）

　顎に手を当て真剣に悩む氷室。

「そ、そうか。まぁどうするかは氷室に任せるよ」

「そう。わかったわ。私の方でちょっと考えてみるわね」

「悪いけど頼む。それでさ──あの、テストのことなんだけど……」

　少し躊躇いがちに、俺は実地試験のことを口にした。俺から切り出しといてなんだが、さっきから普通に二学期についての会話して歩いてるだけだった。もう学園まで残り二百メートルくらい、あと数分で実地試験は終了になるはずだが。

「テスト？　あら、意外だわ、田君が確認テストの心配をするだなんて」

　氷が目を見開いて驚いた。あれっ？

「ふふ、その浮かない顔からして、いよいよ私に学年トップの座を奪われる感じなのかしら。唯一の長所がなくなってしまうのね、ご愁」

「いやそのテストじゃなくて、昨日ラインで氷室が送ってきた実地試験の話なんだけど」

「……はっ！　そ、そうね。そっちのテストの話ね。わかってるわもちろん」

　はっとなってそう言った氷室。もしかして、忘れてた、のか？

「……そうね。このテストの趣旨が毎日一緒に登校する部分にある以上、ある程度数をこなさなければ結果は出せないと思ってるわ。でも……今日一日だけで考えるとすれば、悪くなかったと思うわよ。……これがテストであることを忘れるくらいには」

　冷な声で紡がれた総評。

「そ、そか。なら、よかったよ」

　顔を赤らめた俺は氷室から視線を外し、地面に向けてそう呟いた。

　だって素直になろうと踏ん張って、耳を真っ赤にした氷室がもうとっても可愛くて。

　──けど、じゃあそれはそれで、さっきの当たりのきつい本音はなんだったんだ？







「さて、それじゃ論述試験を始めるわよ」

　学園に到着後、「まだ予鈴まで大分時間があるから生徒会室に来なさい」と氷室に言われた俺が生徒会室の応接スペースに座ったところまでは、いつも通りだったのだが、

「へ、論述試験……？」

　と、珍しく対面に座った氷室が唐突にそんな宣言をしてきて俺は困惑していた。

「そう。論述試験よ」

　ほんとにあったんだなもう一つ……筆記試験じゃなかったけど。

「論述試験って……何だ、ペーパーテストとかそんな感じなのか？」

「いえ、ペーパーテストではないわ。私がこのノートに書いてきた問題を読み上げるから、田島君は口頭で答えてくれればそれで結構よ。チェックは私がするから」

　そう言って、氷室は隣の椅からノートとシャーペンを手にとって見せる。

「……もちろん、受けるわよね？」

　そう言いながら氷室が、どこか恥ずかしそうに口元をノートで隠した。反則だ。これを断れるやつは人間じゃない。

「当然、受けるに決まっているだろ。俺は氷室の恋になる気満々なんだからさ。何でも来いだ」

「……そ」

　自信満々に返事しといてあれだけど、論述と言ってもどんなジャンルが来るのかは全くの未知数なのだ。恋の論述ってくらいだから恐らくは恋愛についての問題なんだと思うけど、俺はちゃんと女心の理解というか、氷の期待している答えを言えるのだろうか。正直、不安だ。

「ま、私の方は別に貴方と恋約者にならなくても全然構わないのだけれど」

「へっ？」

　お、おい……それ、本音なの!?

「では第一問」

　唐突な爆弾発言に混乱する俺を余に、恋約者の論述試験とやらはスタートしてしまった。いや、そんなのより先に今のその爆弾をなんとかしたいんだけど！

「貴方が私とデートをするなら、ボーリングやバッティングセンターなどの体を動かす系か。それとも映画や美術館などの、芸術鑑賞系か。どちらをチョイスするのかしら？」

　な、なるほど。いかにも恋約者のテストにうってつけな問題だ。カノジョの好みをちゃんとセレクトできるかどうかってところだろう。なら、答えは間違いなく後者の芸術鑑賞。体育祭を滅べばいいと一した氷室がお金を払ってまで運動したいと思うわけがない。

　流石に一問目は小手調べというか、わざと簡単なものにしてあるんだろうな、きっと。

「芸術鑑賞系だな」

「わかったわ」

　静かに頷いた氷室はノートにシャーペンを走らせた。どうやら答え合わせは全問が終了した後に行われるらしい。

「では第二問。遊んだ後に寄りたいのは、おしゃれなカフェなのか。それともドリンクバーで安上がりなファミレス？」

　んー……普通に考えれば前者だよな。質より量の砂と違って、氷室は質やムードを重視する方だと思うし。

「……おしゃれなカフェで」

　これ別にひっかけ問題とか、そういうのあったりしないよね？　実は氷室が大のイタリアンファミレスのプリン好きとか。ドリンクバーでオリジナルブレンドを開発するのに密かにはまってたりとか。

「そのおしゃれなカフェは何を基準に選びますか？　以下の中から答えてちょうだい。①コーヒーの美しさ。②スイーツの美味しさ。③店内の雰囲気。さぁ、選んでちょうだい」

　なに、まさかの発展系だと!?

　ど、どれが正解なんだ？　氷室はどれを重視するタイプなんだ？

　わからない。けど、なんとなくだけどこの論述試験の意図の方はわかってきた気がする。

　恐らく、これは氷なりの、テストを建前とした私のことをもっと知って欲しいというアピールなんだと思う。

　だったら尚外すわけにはいかなくなってきたぞ。両いの相手として、氷室を誰よりも理解していると俺の方こそアピールしたい。

　うーん、①のコーヒーではない気がするんだよなぁ……。生徒会室に茶葉とマイティーセットを持ち込んでるくらいだし。となると②のスイーツか、③の店内の雰囲気のどちらかだけど、前にクレープを一緒に食べた時の様子からしてスイーツ大好きって感じでもなさそうだったし──

「……③かな？」

「なるほど。了解よ」

　いつも通り無表情な氷室。正解だったのかどうかがすっごい気になる。

「では次の問題よ。おにぎりとサンドイッチだったらどっちを選ぶ？」

　どっちが好きなんだ……？　わからないから、ここは俺の好きな方でいっとくか。惚気るわけじゃないけど、何だかんだ俺達って好みが一緒っぽいから。

「どっちかっていうとサンドイッチかな？　チーズが好きだし」

「じゃあ、和と洋なら？」

「洋で」

　何でその話の後に、和洋聞かれるんだよ！　さっきのサンドイッチで答え出てるよね。

「なるほど。……となるとやっぱり、式はチャペルよね」

　真剣な顔をした氷室が、ノートに何かを書きながらそうぼそり。

　今のは食じゃなくて式選びだったのか。というかその項目は恋ってより、もう婚約者になるんじゃ。

「さて、次の問題よ。……クールな女の子と活発な女の子、どっちが好みかしら？」

　えっ、なんの問題なの、これ!?

「ク、クールな女の子」

　当然だが、俺は氷室を想定して答える。

「へぇーそうなの。知らなかったわ」（よしよし、もちろん私よね。私が好きってことよね。うん知ってた♡）

　そうは言いつつも、嬉しそうに耳をピクリと動かしくすりと笑う氷室。

「では、黒髪の女の子と金髪の女の子では？」

「……黒髪です」

「ふーん」

　と、態度ではつまらなそうにしているも、手で髪をファサッと靡かせて、自らの髪をちょいアピールしてくる氷が、もうたまらなくかわいい。

　ちなみにさ。この、氷室との引き合いに出されている活発とか金髪の女の子ってのは、きっと砂のことだよな……。

「これでラストよ。クラスで仲のいいギャルの女の子と、……部活仲間で部長をしている優等生タイプの女の子。もし、このタイプが全く逆の二人から同時に告白をされたとして、田君は一体どちらを選ぶの──ってこれもう聞く必要がないわね。だってこれ、今までの田島君への質問を統計すれば自ずと答えが出てくることなのだから。ふふっ、いいわ、せっかくだから、田島君がどっちを選ぶのか当ててみせてあげましょう」

　くすりと氷室が不敵に笑う。うぉおおい!?　なんか最後にすごいのをぶっ込んできたぞ。部活仲間とかちょっと言葉を濁してきてるけど、しかも氷室がそれを選ぶって、もうこれ殆ど告白されてるのと同じなんじゃ──

「ギャルの女の子と、クールで黒髪で優等生タイプの女の子とじゃ、田島君が選ぶのはもちろん──」

　氷室が楽しげにそう口にしている時だった。ガラッと、大きな音と共にドアが開かれ、

「あー、やっぱここにいたんだオタ島」

　砂城が元気な声を上げて現れたのは。

「机に鞄があったからきっとここだと思ってさー──で、何してんの？　生徒会の仕事？」

　そう言いながら、砂城は陽気な笑みを浮かべて俺の隣に腰を下ろす。その瞬間、氷室の眉が微かにぴくりと揺れ動いた。

「えっと、それはだな──」

　そう切り出してから俺は気付く。この恋の論述試験とやらを、はたしてどう説明すればいいのかと。論述と言いながら全部選択問題だったけど！

「今、田島君は私の恋約者になれるかどうかの試験中なの。悪いけれど、田島君に用事があったのなら後でにしてもらえるかしら」

　恋約者のこと、普通に言っちゃうのかよ!?

「ふーん。話には聞いてたけど、ほんとにオタ島のことテストしてるんだ。あんだけオタ島のことぞんざいに扱っておいてさ。ちょっと虫がよすぎるつーか、失恋の八つ当たりで、その気が一ミリもないのにオタ島をおちょくってるってだけなら、今すぐ止めて欲しいんだけど」

「……よくわからないけど、過去はもう過去でしかないの。今の私は、田島君が私の恋人として相応しいかを真剣に選定しているわ。恋約者のテストが終わるまでは、他の誰にも目をくれることはないわよ」

　不快さを露わに言葉を飛ばした砂城に、氷室が凛とした眼しを向ける。

「その顔、私に何か文句が言いたいって顔してるわね」

「あるに決まってんじゃん。──だって、アタシだってオタ島を恋約者にするかテストするって決めたんだし。あんま氷さんにガチになられるとアタシとのテストに支障が出るかもじゃん。──ほら、今のところ今のところは、オタ島は氷室さんが好きなわけだしさ」

　砂の言葉を聞いた氷室は、「へ」と唖とした表情になったかと思うと、すぐにジトッと視線を俺に向けてきて、

「……田君、今の砂城さんの恋の件については、当然、貴方も知っていたことなのよね？」

「あ、ああ。まぁ……」

「そうなのね。砂城さんも田島君を恋約者としてテストすると。確かに、私個人には必要のない情報だったけれど、別に隠すことはなかったんじゃないかしら」（田島君のばかぁああああああ!!　なんでそんな重要なことを私に教えてくれなかったのよぉおおおおお!?）

「わ、悪い……別に隠すとかそんなんじゃなく、ただ言うタイミングがわからなかったって言うか……」

　俺から説明するのもそれはそれでおかしな話だと思ったというか、本音を言うと、氷室が変に不安がるだろうから言い出せなかったってところだった。

「いやさーオタ島の母さんに『お似合い』って言われてさ、満更悪くないなって思ったんだよねー。二人きりでやってたバイトも、悪くはなかったわけだし。相性は上々つーか」

　砂城が恥ずかしそうに頬を赤く染めてチラチラと俺の方に視線を送ってくる。

　そんな砂城の姿を前に、氷室は眉をムッとつり上げた。

「ま、まぁアタシがオタ島を男子の中で一番つーか、友達以上恋愛未満ってレベルには気に入ってるのは事実だったわけだしさ。どっかのお高くとまった生徒会長さんとは違って」

「……そう。確かに、今の私の田島君に対する認識は、砂城さんの見解通りでしょう。けれどこの先もずっとそうなのかはわからないし、だからこそ、それを見極めるためのテストでもあるわ。もしかすると田島君と両いになってる未来があるかもしれないし、私はもう、その可能性を否定するつもりはないわ」

「っ！　ぶっちゃけさ、そこんとこどうなわけよ？　現状の氷室さんにその気があるのかどうか教えて欲しいんだけど」

「……そんなの、ぞ、ぞ、ぞ」

「「ぞ？」」

「ぞ──ゾウリムシ程度の気持ちならあるわね」（ぞっこんよぞっこんラブ！　申し訳ないけど田島君と私はとっくのとうに両想いなの。だからもうお願いだから諦めて！）

　…………俺は何も言うことが出来なかった。

「ゾ、ゾウリムシって確かあれだよね。顕微鏡で覗かなきゃ見えないやつだよね……」

　砂城が顔を引きつらせてそう言った。

「ようするにさ、微生物程度しかないってこと？」

「……ゼロではないわ」

「はいはい。そうでござんすねー」

　もういいと言わんばかりに、手を振って氷の言い訳を流す砂。

「──ま、あんたがそんなんなら、アタシは遠慮なくオタ島をかっ攫う。ここに来たのは、それが言いたかっただけだから。生徒会室にオタ島がいるってことは、絶対氷室さんも一緒だと思ったしさ──あ、それと」

　何かを思い出したかのように、砂城は氷室から俺に視線を移した。

「べ、別にこれはオタ島を完全に好きとか、まだそんなじゃないし。あくまでも友達以上ってだけだから。そこんとこ、絶対に勘違いしないでよね。マジキモい」

「お、おう。心配しなくても、友達以上恋愛未満、だろ」

　まだ──ってその言い方だと何だか半分告白してるような感じにも受け取れるけど、でも、それはちょっと前に砂城自身から否定されてるしな。勘違いは御法度だ。

「ふん、それはそれでなんかムカつく」

　なんで不機嫌になるんだよ？

　と、俺が顔を苦ませていると、

「田君」

　氷室が、俺の名を呼んで、

「別に私の方も、砂城さんの恋に合格してくれても全然構わないのだけれど」

「……そ、そうか」

　それは冷たい表情で放たれた、彼女の本音だった。

　それはラブコメなんかだと、ただの嫉とかそんな感じなんだろうけど、氷室の場合心の声が聞こえない以上、これが氷室の本心だとそう理解せざるを得なくなるわけで。

　……一緒に登校した時もそうだったけど、この辛な発言が本音というのは何を意図してるんだ？　一体、どんな理由があってこんな生きた心地のしない言葉を──

　だめだ。今のところ情報が少なすぎて、全く予想が付かない。

　そして──砂城が来てからうやむやになっちゃったけど、結局この論述試験とやらの採点結果ってどうなるんだ!?





　　　　♡♡♡






「はぁ──足りない」

　生徒会室内に深いため息の音が響き渡った。

「はぁ──愛が足りない」

　数秒後、またもや深い落胆の声。

「……ねぇ、相さん？」

　そのため息の主──氷さんが晴れない顔でわたしの名を呼ぶ。

「ん？　なぁに？　氷室さん」

「一回くらいなら全教科赤点をとったとしても、別に進路に響いたりしないわよね。就職ならともかく、進学は受験にさえ合格すればそれでいいのだから」

　な、なに言ってるんだろう、この人……。

「そしたら私も、砂さんとの勉強会に違和感なくお邪魔できるわけで──」

「い、いやー、流石に全教科赤点はまずいんじゃないかなー。それにずっと学年二位の氷室さんが突然そんなことになったら、色々と面倒なことになると思うよ」

「そう……」

　わたしがそう窘めると、氷室さんはしゅんとした表情になった。これをあの優等生の氷室さんが冗談なしに言ってるのだから──うん、恋ってやっぱ一種の病だよ。

　二学期が始まって二日目。火曜日の放課後。

　わたしは氷室さん、それに柴君と一緒に生徒会活動をしている最中だった。

　君学園では二学期が始まると同時に確認テストが三日間──正確に言うと水曜の午前まで行われ、午後は体育祭の準備。木曜は丸一日体育祭のリハーサルに使われて、その次の日が本番と、通常授業が一つもない非常に慌ただしい一週間になっている。そのため、本来ならテスト休みで部活動や委員会などの活動が全てお休みになる中、生徒会等の体育祭に関与するいくつかの委員会だけは特例として活動してもよいことになっていた。

　ということで、わたし──相沢波も、部活が休みなのもあって柴君と一緒にこうして生徒会を手伝いにきていた。

　うん、田君のいない生徒会を……。だから生徒会室でわたしと柴君を出迎えたのは、このように恋煩い状態で心ここにあらずな氷室さんだった。

　その時、そんな物憂げな氷室さんを見て「はは。やっぱ流石の氷室さんでも、テストと体育祭準備の同時進行は結構堪えてるって感じだな」と柴君は見当違いなこと口走ってたけど──はぁ、柴君、そういうとこだぞ。

「はぁ──アイトニウムが足りないわ……」

　えっ、アイトニウムって何？　取りあえず不足するとやばいってことだけは……今の氷室さんの姿から一だけど。

　ちなみに今は、柴君は荷物運びの応援にかり出されて席を外している。だから、生徒会室にいるのはわたしと氷室さんだけ。

　田島君が不在の理由は、期末の時のように砂城さんに勉強を教えているから。ようするに氷室さんにとっては、好きな人が恋敵と二人きりの状況というわけだ。しかも昨日も同じで、連続二日目。尚穏やかでいられないんだと思う。ちょっとわかる気がする。

「はぁ……田君、今頃砂さんと何してるのかしら……」

　物憂げな表情で窓に向かってそう呟いた氷さん。

「いやー心配しなくても、田島君は誠実だから真面目に勉強以外は何もしてないし、何も起きないと思うよ」

　わたしは意識的に、氷室さんの憂を吹き飛ばすような明るい声で断言した。

「そ、そうよね。落ちた消しゴムを二人が同時に拾おうとしたら手と手が重なっちゃってそのまましばらく見つめ合う──なんて、ありがちなラブコメイベントはフィクションの世界にしかないわよね。私の漫画の読み過ぎよね」

「…………」

「あ、あの出来れば同意のコメントが欲しかったのだけれど……」

　無言のまま視線を泳がせてしまったわたしを見て、不安そうな顔になる氷室さん。ごめんね。そういう突発的なイベントは、あの人なら起こしそうだなぁと思ったらつい。現にわたしも田島君に偶然だけど押し倒されたりしたことがあったりするから、ねぇ……。

「まーなにはともあれ、明日になれば田島君は生徒会に戻ってくるんだから、今日一日だけは割り切って頑張ろうよ。今日の業務が全く進んでなくて、明日の田島君に迷惑かけるってのは氷室さんにとっても不本意な事態でしょ。そうならないようにねっ」

「そ、そうね。ありがとう相さん。私頑張るわ」

　氷室さんが、両手をぐっと握って小さな笑みを浮かべる。すごい、わたしがあの氷室さんを励ましてるなんて、クラスが一緒だった一年の頃のわたしじゃとても想像できないことだよ。

　一度お互いに腹を割って話したこともあってか、友達になることができた氷室さんは、二人きりの時こうやって時々本音丸出しで裏表のない自分をさらけ出してくれるようになってくれていた。異性の気を引きやすい体質から、何かと同性に目の敵にされがちだったわたしに、心から気を許してくれる人。それはもう、わたしが夢でしかありえないと思っていた理想の友人関係で──だからこそ、わたしは氷室さんの恋を心の底から応援してる。

　……うん、田島君と結ばれて幸せな人生を送ることを……。

　──にしても、いやー人間一つは必ず何かしらの欠点があるっていうけれど、クールで完超人な氷室さんも、こと色恋沙が絡むととこんなポンコツチックな感じになるんだから不思議だよねー。

　……ちなみにわたしの欠点は、この夏も全くの発展をみせてくれなかったこの小さいにもほどがあるむ──アレレー？　ジブンデハワカンナイナー、ナンダロー。

「では、せっかく相沢さんが来てくれてることだし、手始めに体育祭での生徒会の役割分担について話を進めちゃいましょう。後で柴君にも説明しておいてくれると助かるわ」

「りょーかい」

　そう言って、氷さんはわたしに体育祭の日程表が記されたプリントを渡してくれた。

　わたしはそれにさっと目を通す。どうやら各団のリーダーを務める三年生が全体的な進行管理をするようで、生徒会の割り当ては各競技ごとの得点集計が主で、後は三年生が競技で不在時の進行係。それから放送委員や保健委員の補助が主な内容みたい。

「へー基本はクラス側じゃなくて、本部テントの方につきっきりって感じだねー」

「心配しないで、当日は私と田君で全部請け負うつもりだから、相さんは頭に入れておく程度で結構よ。運動部の貴女達は色々と競技を掛け持ちしてて大変でしょうし」

「いやーいつも二人には苦労かけっぱなしでごめんね、ほんとに。わたしも手伝える時は手伝うから、気軽に声かけてね」

「ありがとう、相沢さん。大丈夫よ、基本は本部テントで田島君とイチャイチャイチャイチャしてるだけの、とっても簡単なお仕事だから。──えへへ」

「おーい、本音出ちゃってるよー氷室さん」

　だらしなさそうな笑みを浮かべる氷室さんを前に、わたしは肩をすくめる。

「もー田島君の前でもそれくらい素直に本音で接すればいいのに。そしたら、砂さんの心配なんてしなくてもいいくらいに、二人はとっくのとうに相思相愛で誰もがうらやむ理想のカップル──みたいな感じになってると私はそう思うけど」

「ま、前向きに検討するわ」

「それ、実行する気ない人が口にする言葉だよね！　恥ずかしがってないでもっと頑張ろうよ！」

「あと、私達は今でも既に相思相愛よ。そこのところは間違えないで」

「だからその発言を私じゃなく、田島君に言ってあげようよ……」

　鋭い視線で指摘してくる氷室さんに、わたしは再度やれやれとため息をつく。

　ほんと、これだけを見れば、この生徒会長で大丈夫かと、不安を覚えそうになるけど──普段の氷室さんは敏腕生徒会長と周囲に褒め称えられるほどに、テキパキと業務をこなしてるってんだからすごいよね。

　もちろんそんな氷室さんについていっている田島君も。今日だってね、生徒会活動が久々なわたしと柴君が円滑に業務を進められるようにって、やることメモなんか用意してくれてフォローがばっちしだったし。うーん、氷室さんの陰に隠れて評価が低くなりがちなのがとっても残念。

　氷室さんがべた惚れなのがわかるくらい、頼りになる人なんだけどなぁ。

　うん。付き合うならこんな人がいいなぁって思っちゃうくらいに。

　…………。

「──ねぇ、氷室さん」

「ん、何かしら？」

「プリント見てて思ったんだけどさ、この最後の種目の学年選抜リレーって、確か氷さんも出場するんだったよね？」

「ええ、そうね。誠に遺憾ながら、クラスのみんなから出場を熱望されてしまったわ」

「ってことはその間、田君は一人になるってことなのかな？」

「……実はその通りなの。ラストの一番ゴタゴタしてるであろう時に田島君に一人で任せることになって、本当に申し訳ないと思っているわ。この償いは残りの人生全てを彼に捧げることで相殺するつもりよ」

　いやいやそれは償いじゃなくて結婚だよね。単なる氷室さんの願望だよねっ!?

「あ、だったらその時はわたしが田島君のサポートに入るよ。わたしリレーには出場しないから」

　そう笑顔で提案したわたしの胸は、何だかバクバクとよくわからない緊張で動がしていた。

　──こ、このくらいなら別にいいよねっ。

　と、わけもなく言い訳じみた言葉が脳に浮かぶ。

　すると、氷室さんは普段滅に見せないであろう優しい笑みを浮かべていた。

「ありがとう。それでは、悪いけれどその言葉に甘えさせてもらえないかしら。やっぱり田島君一人じゃ大変でしょうし。手伝ってもらえると嬉しいわ」

「うん、任せて」

　──ん？

　今、胸の中がちくっとした気がしたんだけど──ううん、たぶん気のせいだよね。

　それにいつも頑張ってくれてる田島君の手助けが出来るって考えたら──ほら気分がぱーっと晴れやかになってきたから。

　ねっ、やっぱさっきのは気のせいだよ！







　その日の帰り、わたしは漫画を買おうと銀駅で降りてモール外を歩いていた。

　唐突な話だけど、わたしは少年誌のバトル系やスポーツ系の漫画を読むのが大好きだったりする。特に特に強敵同士が互いを認め合って握手するシーンが、もう激アツでヤバイというか──これぞ男同士の友情って気がしてサイコーだよねっ。──あ、別に腐ってるってわけじゃないからそこは誤解しないでね。

　そんなこんなで今日は集めていた漫画の最新巻の発売日。単行本で一気読み派のわたしにとって、わくわくの止まらない日。

　本屋へ向かう足取りも、心なしか軽くなって加速していく気がした。

　と、丁度そんな時だった。

「ん？」

「お、なんだ相じゃんか」

　本屋から出てきた砂さんと、入り口でばったり出会った。

「へー奇遇じゃん。なになに、相沢も本買いにきた感じなわけ？」

「そうだよ。わたしは好きな漫画の最新巻。そういう砂城さんは何買ったの？」

　わたしはそう言いながら、視線を砂城さんが手に持っていた紙袋へとシフトする。

「えっと、ア、アタシはその……」

　すると砂城さんは、まるでその包装紙の中身がいかがわしい物であるかのように、もじもじとした態度で紙袋をゆっくりと開き始めて、

「こ、これ……オタ島に勧められてさ……」

　おずおずと恥ずかしそうな表情の砂城さん。

　その手に握られていたのは──いかがわしさの欠片なんて一つもない、けれど見るだけで頭痛を覚えそうになる分厚い英語の参考書だった。ほ、本人を前にこう思うのはあれだけど……金髪でギャルっぽい風の砂城さんには全然似つかわしくない。

「い、いやさー、今日オタ島にさ『本気で進学考えてるんなら、志望校の選択肢が広がるように今のうちに徹底的に基礎を復習しとけ』って言われてさ、ほんでオタ島が普段使ってる参考書を教えてもらって──」

　あーなるほど。ようするに好きな人と同じ参考書を揃えに来たんだ。意外と乙女ちっくな部分あるんだなー砂城さんて。

「あっ！　そう言えばさー聞いてよ相沢。オタ島のやつがさー『今日から中間テストまでのお前の勉強スケジュールだ』とかいって、アタシの予定表とやらを作成してきてくれたんだけどさー。毎日二時間だよ二時間！　ありえなくない？　しかも『サボってないか定期的に連絡いれるから、ちゃんと返事しろよ』とか、もう当の本人であるアタシよりもマジんなっちゃってさー。どんだけアタシのこと心配なんだつーか、マジキモいよねー」

「へーそうなんだー」

　いやいや、それ絶対に惚気だよね。一ミリもキモいとか思ってないよね。寧ろ喜んでるよね。顔、にやけちゃってるの本人気付いてないよね？

「……じゃあ、わたしも買ってみようかな、その参考書。だって学年一位のお墨付きなんだし。わたしも進学希望だから、買って損はないよね」

　なんて、ちょっとからかってみたり。

「ふ、ふーん。まぁいいんじゃない」

　あ。あからさまに不機嫌になった砂城さん。ちょっとかわいいと思ってしまった。

「……あー、でもそっか、そうだったんだよね……ごめん相沢」

「ん、突然どうしたの？」

「いやほら、アンタってその……オタ島にコクってフラれた過去があるわけじゃん。でさ、そんなやつ相手に今の話をするのは、ちょっとデリカシーがなさすぎたつーか」

　ばつの悪い表情で躊躇いがちにそう言った砂さん。

「そうだよね……好きな人と同じ物を揃えたいって気持ち、アタシにも理解出来ないわけじゃないからさ。ま、アタシは全然違うんだけど」

　お、おーい。今更好意を隠そうとするその行為、全く以て無駄だからね。

　うーん、どうやらわたしが未練を持ってると誤解されてるみたい。

　ま、砂城さんは氷さんと違ってあの告白が嘘の告白だったと知らないんだから、しかたないよね……よし。

「全然気にしてないから大丈夫だよ。海で会った時にも言ったけど、わたしもう田君のことは完全に吹っ切れちゃったから」

　わたしは問題ないというように、できる限りの柔和な笑みを砂城さんに向けた。

「そ、ならいいんだけど」

　と、ほっと安の息をついた砂城さん。

　だったけど──

「なんかさー、アタシがオタ島の話してた時ずっとつまらなそうな顔してた気がしたからさ。もしかして……と思ったんだけど。ま、相本人がそう言うなら、アタシの気のせいだわ、きっと」

「へ？」

　いきなりの話に唖となる。そんなわたしを余に砂城さんはハハハと笑って、

「んじゃ、アタシはもう行くわ。また」

「う、うん、バイバイ……」

　そうワンテンポ遅れて別れの言葉を放ったわたしは、暫くの間、去って行く砂城さんの後ろ姿をぼーっと見ていたのだった。

　つまらなそうな顔をしていた？

　わたしが？

　いやーそれはないよね、うん。もしそうだったんだとしたら、多分その理由は氷室さん、砂城さんと二連チャンで惚気コンボをくらったからだよ。もうお腹いっぱい的な。

　けっしてその相手がどっちとも田島君だったからじゃないって。

　よし、気を取り直して漫画、漫画。

　…………あ、さっき砂城さんが買ってた参考書も一応買っておこうっと。

　なんたって、学年一位の愛用品だからねっ。

　──へへっ。






幕　ナンナとランラ









　これはまた、珍しいお客さんが来ましたね。

『ナンナの館』でゲームをしていたナンナさんは、お店のドアが開く音を耳にし、ふと顔を上げました。

　普段私が占いをしているこの部屋は、お店の正面入り口とは直結しておらず、間に待合スペースを挟んでいます。それでもお店のドアが開いた時点で来客者が珍しい人物と特定出来たのは、別に私が神様だったからではありません。

　だって、内側から鍵をかけていたはずの扉が開いたのですから。

　今日は恋りでの結界の不備を知ったまま放置していたことがバレてしまったことによる、地獄だった反省の日々から解放された久々の平穏だったんです。

　そんな日に仕事をする気になれますか。なれないでしょう。気力の充電、必要になっちゃいますよね。神様だって同じですよ。

　というわけで、ナンナさんは店を閉めて積みゲーを消化してる最中だったのでした。

　鍵がかかっていたはずの扉が開いて誰かが入ってくる……。

　はい、これはもう間違いなく人間ではなく同族──ようするに他の神様です。

　そして、神様のくせに律に正面から入ってくる人物といえば──

「お久しぶりですね、ナンナ」

　ガチャッとドアが開き、目を合わせた来訪者がナンナさんの名を呼びました。

　色素の薄いブロンドの髪は背中まで伸びていて、前髪は眉毛の上でばっさりと整えられています。じっと見ていたら吸い込まれそうな水色の瞳を筆頭に整った容姿。それに藍色でゴシック調のドレスを着ていることもあってか、パッと見日本旅行に来ている英国の貴婦人にでも映りそうな彼女ですが、これでも一応れっきとした日本の神様です。

　挨拶をされたので、私も彼女に返します。

「おや、うんこじゃないですか！　お久しぶりですね。元気そうでなによりです」

　友人の訪問を心から歓迎するように、私はとびっきりのスマイルでそう言いました。

　けれどうんこは──何か不愉快そうに眦を釣り上げて、

「ですから、わたくしのことはその変なあだ名で呼ばないようにって、今までそう散々申し上げてますよね!?　いいかげん、やめてくださらないと、本気で絶交いたしますわよ！」

「えー、いいじゃないですか。友達なんですから、別にあだ名で呼ぶくらい」

「ええ、あだ名で呼ぶのは一向に構いませんのよ。わたくしと貴女の間柄ですし。あだ名で呼ぶのは。──ですが、その内容が下品であることについて、いかがなものかと申し上げているんです！」
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「はて？　そうは言っても、貴方の『運命を司る女神』からとって〝運〟なわけじゃないですか。一体これのどこに下品な要素があるのか、私にはわからないのですが」

　恋愛を司る私のことを恋と呼んでくれても全然構わないのに。

「そのすっとぼけた顔……わざとやってますわよね。はぁ……相変わらず、元気そうでなによりです。ええほんと、相変わらずで」

　肩を揺らして深いため息をつくと、彼女は恨みがましい視線を飛ばしてくる。からかうのはこの辺にしとくとしましょうか。

「それでランラ、今日は何の用事があってわざわざ私のところに訪ねて来たんですか？」

　私が彼女の本名を口にした途端、ランラは「やっと名前で呼んでくれた」と言わんばかりに表情がパッと明るくなった。そういう素直なところがナンナさんの悪戯心をくすぐるってこと、気付いて欲しいものです。

「もちろん、そんな趣味の話ではなく、わたくし達の本分──仕事についてですわ。いいですか、今回わたくしが足を運んだ理由は、貴女にちょっとした抗議があったからです」

「そうですか。では早急に回れ右して帰って下さい。もーそういうのはこの一週間胃もたれするぐらいに聞きましたから。今日は休肝日なんです。ですので、またのお越しを」

　にっこりと笑って手を振ってランラの帰りを見送るナンナさん。

「わかりましたわ。それでは日を改めて──って、そうなると思いますか普通に考えて！」

「ちっ。ランラが心配しなくとも、私は恋りでの結界の不備を隠していたことを、心から反省していますからはい」

「目の前で露骨な舌打ちをした者の言うことを信じろというのは些か無理があると思うのですが……。まぁ何か勘違いしているようなので言っておきますけど、わたくしがナンナの下に現れたのは、別に恋の結界に不備があったのを長年にわたり隠して使用していたことをどうこう咎めに来たわけではないですわ」

　そう言いつつも、ランラは剣な表情で私を見据えていて、

「いいですか。今回わたくしが貴女に申し上げたいことは、もう田愛と氷涼に直接手を出すのを止めて欲しい……その一点だけですわ」

「へ？　……あのー、なんでそんな営業妨害みたいなクレームを……？」

「それはですね──今まさにわたくしの方が営業妨害を受けてるからに決まってますわよ」

　い、いや、そんな腕を組んで誇らしげに「ますわよ」って言われましても、ナンナさんには何一つ身に覚えがないんですけど……。

「砂雅のことは、ご存じですよね」

「はぁ……ご存じですけど……雅が何か？」

「いいですか。砂城雅はですね。本来なら、大学受験で合格したのを機に、それまでずっと傍で支え勉強を教えてくれていた田島愛斗へと告白するんですの。そして、涼葉への好意が片いだと誤解したままでいた彼は、長年の涼葉への恋心を諦める形でそれを了承し、二人は晴れて恋人同士になるのです。その後、交際は順調に進み、大学を無事卒業して社会人になった二人は、結婚して三人の子宝にも恵まれて──と、このように順風満帆で幸せな人生を辿る予定なのですわ。つまり、わたくしが何を言いたいかというと──」

　ランラがビシッと私の顔めがけて人さし指を立てる。




「田島愛斗は、砂城雅にとっての運命の殿方ってことですの」




　愛斗が運命の相手……。な、なるほどそういうことですか。

　確かに、言われてみればそうかもしれません。

　偶然が三つ以上重なったら、それはもう偶然ではなく必然である。──なんて考え方があります。

　例えば、偶然クラスが一緒で席が隣になった相手から、偶然勉強を教えてもらう関係になり、更にはちょっとしたピンチに陥った時、偶然居合わせたその相手によって大事を救ってもらったりと──ここまでくれば雅にとって愛斗の存在が大きなものになるのは最必然。それに愛斗達の林間学校の下見にお邪魔したのも、偶然福引きがあたったのが理由で、愛斗のお母さんに気に入られたのもこれまた偶然だったわけで──まぁ、この辺はナンナさんお手製のパワーストーン効果による部分もなきにしもあらずですが……。

　そしてその必然を、時に人は運命と呼ぶもので──

　胸中で息を呑む私を余に、ランラは更に言葉を続ける。

「それなのに、今彼女の運命は、本来辿る予定のレールからガッツリと外れようとしている。どっかの誰かさんが直接能力を付与して、田愛が氷涼と両いであることに気付かせてしまったから」

「そんな敵意たっぷりに言われましてもね。それが恋愛成就を司るナンナさんの仕事である以上、涼葉に祈られたからには仕方なかったとしか」

「あら、その涼葉のライバルに重大な真実が発覚したというのに、ナンナのリアクションの薄さ、ちょっとつまらないですわ」

「まー、なんとなくですが、そういう気はしてましたから」

　つまらそうなランラに、私は肩をすくめて答える。いやーこれでも、内心では結構驚いているんですけどね。

　ですが、私が愛斗にあの本音が聞こえてくる能力を授けなければ、愛斗は一生涼葉の想いに気付くことはなかったでしょうし、涼葉も涼葉でずっとあのあまのじゃくな態度を崩せないまま拗らしていたに違いありません。そうなれば既に愛斗と仲良くありつつあった雅と結ばれるのは……まぁそう言われてみれば妥当なのかもしれません。

「けれど、はっきり言って運命の相手だからどうした──って話ですよね。ナンナさんは恋愛成就をお願いされる仕事をしてるんですよ。『運命なんてのは自分達自身が決めることだ。たとえ世界全てを敵に回そうともこの人と結ばれるんだ』──ってタイプの人達をどれだけ見てきたと思っているんです？　それで幸せになった人達もいれば、その逆になってしまった人達もいますが……。結局、最後に決めるのは当人同士の意思です。天命とは違うから、とランラがでしゃばるのはお門違いなのでは？」

「確かに、普通ならナンナのおっしゃるとおりです。しかし、この件は普通ではありませんわよね。だって、神様である貴女が直接関与して、当人達の意思よりも早い進展と結論を促しているのですから」

「し、仕方ないじゃないですか。上が色々と催促してきてうるさかったんですし……」

　──ランラは私と違って社を持たず、全国不特定多数の人を見守るタイプの神様です。

　そもそも神様達の思想は大まかに「神は人の世に無闇に干渉することなく、その行く末をただ見守るべき」と「頼られたからには力添えするのが持てる者の存在意義。そうでなければ信仰は廃り我々は必要とされる理由がなくなってしまう」との二大派に分かれていたりします。実際はもっと細々と数えきれないくらいたくさん思想の派閥はあったりするのですが、概ねはそのどっちかです。まーなんせ日本には八の同胞がいるわけですから。神々の思想がばらつくのも当然なんでしょうね。ちなみに、ランラは前者に所属していて、私は後者の派閥です。

「それにクソジジイ共の中には『ホップステップはいいから、ジャンプだけさえさせてあげればいい。結ばれさえすれば、結果的に当人達は幸せだと思うのだから』と、結果しか見ていないような過激な意見があったりと、私だって色々と大変なんですから」

　語気を荒げてそう言った私は最後にはぁと落胆のため息を吐く。

　後ナンナさん自身だってちょーっと時期的に忙しかったんですよ。ゲームとか、ゲームとか、ゲームとかしなければいけなくて。──ん、あれ？　時期……？

「ランラ、これは素朴な疑問なんですけど──なんで貴女は今になって抗議をしにきたのですか？　抗議の内容からしても、三ヶ月前──つまり私が能力を愛に授けた時すぐに飛んできてもおかしくないような気がするのですが？」

　ふと脳内に浮かんだ疑問をつぶやく。

「ギクっ……！　そ、それは……」

　すると、口元をひくつかせたランラは、見るからに狼狽え始めて、

「恋りでの貴女のやらかしを聞いて、いよいよ静観してるだけではいられなくなった。そんなとこですわ。ええ、もちろん、貴女が愛斗に能力を与えたことなど、とっくに把握済みでしたわよ！」

　と、早口で捲し立て上げた。

　あーもうなんて怪しさ満点な……。残念ですが、その点について一つ心当たりがあるというか、ナンナさんにはもう大体わかっちゃったんですよね。ランラがどうして今になってやって来たのか──にやり。

「そういえば、五月の末にランラがハマってたネトゲの拡張パックが発売してましたよね。あれ、どうでしたか？」

「うっ……そ、そうでしたのね。最近そっちは仕事の方が忙しくてさっぱりで知りませんでしたわ。そうですね。帰ったら久しぶりにログインしてみましょう」

「へーそうだったんですねー。ちなみにネットの評判によると『開発のやる気が全く感じられない手抜き工事のワンパンゲー。これ絶対にテストプレイやってないだろ』『こんなの買うのは信者くらい』『お金払ってデバッグしてる信者達ｗ』って散々な感じだったので、あまり期待しない方がいいと思いますよ」

　と、私は友を気遣う優しい眼しを差し向ける。

　けれどランラは、その瞬間一変して怒り始め、

「は、そんなエアプどもの意見を真に受けないでもらいませんこと!?　自分がクリアできない＝クソゲーみたいなＰＳの低い害悪プレイヤーが、ネトゲの質を下げるんです。現にわたくしはクリアできたのですから。文句を言う前に腕を磨いてきやがれですわ」

　腕を組んでふんと荒ぶるランラ。はいはい、引っかかりましたよこの女神様。

「そうなんですか。ランラはクリアできたんですね」

　ニッコリ笑顔なナンナさん。

「ええ、もちろんですわ。まぁ、流石のわたくしも全クエスト制覇して最強武器の理論値を達成するまでには丸三ヶ月要しましたけど。って──はっ!?　しまった……」

　やられたと言わんばかりの表情で口を押さえた友人に、私は再度賞賛の笑みを送ります。

「流石は我が友ランラ。相変わらずのネトゲ廃人ぶりですね」

　神様の人口は八の名の通り、約八百万人。その中で派閥の違う私とランラが顔見知りで、しかもあだ名で呼ぶほどの親しい関係なのは、とある共通の趣味で結ばれていたからに他なりません。

　そう、ずばり──この運命を司る神様も私と同じ、重度のゲーマーなのです！

「ランラ。ようするにあれですよね。三ヶ月間以上の引きこもりライフから久々に娑へと出てみたら、神々の間では私のやらかしが噂になっていて、それが詳しく聞けば自分の管轄だった雅の運命を左右する事態に──それで焦りナンナさんの下にやって来たと。まさか、三次元ではなく二次元の世界の行く末を見守っていたと上に報告できるわけもないでしょうし。どうですランラ？　ナンナさんの名推理、結構当たってたんじゃないですか」

　それは、完全に立場が逆転した瞬間でした。

「う……。そうですわよ。おっしゃる通りですわよ」

　一瞬ばつの悪そうに仰け反ったものの、すぐに開き直ってふんぞり返ったランラ。

「ですが、どうせナンナが愛に能力を授けた理由も、手っ取り早く終わらせて早くゲームがしたかったからとか、どうせそんなズボラな理由なんでしょう」

「ぐ……流石は私の友人。ナンナさんのことよーくわかっていますね……」

　ランラにズバッと指摘され、私は頬を引きつらせる。まぁでも、ちゃんと仕事を果たそうとしてた分、ランラよりもずっと立派だと思ってますけどね。

「それで、これからどうするつもりなんですかランラ？　言っておきますが、ナンナさんは自分の仕事をちゃんとやりとげますからね。先日、更に愛斗からお祈りをいただいた件もありますし。一応恋愛成就を司っている以上、そこは譲りません。ナンナさんは愛斗と涼の恋を応援してます」

　愛斗と涼葉はあんなにも必死に頑張ってきたんです。まぁ、両いなのにちょっと拗らせすぎではありませんか？──とは思いますけど、願われた神様として、二人の恋は最後までしっかりと見届けますから。

　間にしっかりとゲーム休憩は挟ませてもらいますが、こんくらい許してくれますよね。

「はぁ……わかってますわよ。一見、駄目な神様にしか見えない貴女が、その性根までは完全に腐りきってはないことくらい」

　やれやれと、けれどどことなく楽しげに笑うランラ。あれ、これって褒められているんですよね？　一応。

「ですが、貴女がその気な以上、わたくしも運命を司る女神として、雅の運命を応援せずにはいられません。ふふっ、ナンナ……これは勝負ですね!!」

「へ、勝負？」

「そうですわ。ナンナが涼の恋に直接手助けを施したように、このわたくしも、雅の運命が結ばれるように、直接バックアップします。どっちが勝っても、文句なしですわよ」

「はぁ!?　そ、それってまさか、愛に雅の心の声を聞こえるようにするとか──」

「あら、そんな混乱しかおきないようなことはしませんわよ。……そうですね。それは企業秘密ってことで。ま、わたくしがテコ入れするまでもなく、運命は着々と二人の仲を進展させるためのイベントを運んできてくれるのでしょうが」

　それが運命というものですかと、得意げに笑うランラ。何をしでかすつもりかわかりませんが……一友人の感想としては、正直、不安しかありません。

　これはまた面倒なことになりそうですね……。

　このお世辞にも頭がよいとはいえない友人が何をしでかすのかもそうですけど、涼葉も涼葉でまたツンデレだとか阿なこと始めちゃってる感じですし。

　ひとまず──

　愛斗、これからまた一波乱ありそうですけど、頑張って下さい。






第二章　氷さんと砂さんと学園祭準備









　二学期が始まってから一週間が過ぎていた。

　億だった体育祭は、なんと、大半の時間を好きな人と一緒に過ごしているだけで終わるという素敵イベントと化して幕を下ろしていた。

　けど……氷室の当たりが急にきつくなったりした時があったんだよな。「なんで今日はずっと田君と一緒にいなきゃいけないのよ」「貴方と一緒の作業なんて不安でしないわ。田島君の失敗で連帯責任なんてほんとごめんよ」という発言を、全部本音で言ってきたりとか──けれど終わり際に氷室は「今日はずっと一緒にいて私をサポートしてくれてありがとう」「田島君のおかげで、何のトラブルも起きずに無事終わることが出来たわ。また、ぜひよろしくね」とも言ってきて──もちろんそのこと自体は嬉しかった。でも、氷室のちぐはぐすぎる本心には、不穏な空気を感じずにはいられなくて──あれはほんとになんだったんだろう？　何かまた、変なすれ違いとか起きてなければいいけど……。

　ちなみに、体力はないとはいえ、運動神経抜群な氷室は、競技のほうも流石だった。

　氷室が出ていた最後のリレーを、俺は相と一緒に得点集計の作業をしながら応援していたのだが、その走る姿は華麗で誰よりも輝いていたというか、いつの間にかただ口をポカンと開けて見れていた俺は、相から「もーう、氷さんの番は終わったんだから、ずっと見てないで、ちゃんと作業も進めてよー」とお叱りを受けてしまった。

　その後相沢に「わたしに迷惑かけたバツとして、参考書どんなの使ってるのか、一通り教えてねっ」と言われたんだけど、あれはいったいなんだったんだろう。二学期から本格的に受験を見据えて勉強していくってことなのかな？

　そして今日は、土日を挟んで月曜日。

　今は六限ホームルームの最中だ。

　先生不在の教室で、十月頭の学園祭に向け、クラスの模擬店を何にするか決め始めたところだった。

「それでは、みんなから案を出してもらった後、最後に投票って形で進めたいと思います」

　教卓に上がったクラス委員の女子がそう言った。その隣では男子のクラス委員がチョークをもってスタンバっている。

　懐かしいな。去年は俺もクラス委員をやっていたから、氷室と一緒にああやって学園祭をどうするかとりまとめたんだよな。しかも一年生は模擬店ではなく、この地域をテーマにした文化の展示だと決まっているから、当然みんなのやる気もなくもう大変で、大変で。

　周りはもう、氷室に任せれば全部なんとかしてくれるだろうって雰囲気だったし。

　が、今回は模擬店だからそういったモチベーション低下の心配はないと思う。

　それに体育祭の選手決めと同じように、あいつらが率先して殆ど決めてしまうだろうし。

　俺は山達、クラス上位グループが固まっているエリアを、ちらりと一する。今は先生不在の言うなれば自由時間。山瀬の席を中心に集結した男女混合の集団の中では、「これとかアリじゃねぇ」「うんアリっしょ、アリっしょ」「いやーどっちかっていうとアリよりだけど、ナシよりのアリっていうか。まー最終的にはアリっぽいナシなんだけど」と俺には理解不能な意見交換が行われている。つーか最後のは結局どっちなんだ？

　このように２－Ｂにとって、山瀬グループの決定こそが、クラスの決定だった。球技大会、体育祭も代表選手の選定は、彼女らの意見が全面的に反映される形で決まっている。

　もし、山瀬グループ以外の誰かが意見しようものなら、山瀬達の機嫌を損ない面倒なことになってしまう。だから誰も山瀬達に意見したりするものはいなかった。例外がいるとすれば、彼女達より格上の存在である砂くらいだが──頬ついてスマホを弄っている様子から察するに、特に興味はないって感じだ。

　ま、かくいう俺も、学園祭は生徒会がまた一段と忙しくなるから、こっちの準備に顔出してる余裕なんてないだろうし、正直この流れは助かっている。それにやる気あるやつがやった方がいいに決まっているしな。

「ウチさーあれでいいと思うんだよね。縁日っぽく、焼き鳥と焼きそばの屋台とか。焼き鳥は焼くだけで簡単だし、それにほら、この前のＢＢＱでリョウジが作ってくれた焼きそば。あれめっさ美かったじゃん。絶対金とれるって」

　ちらっと夏のリア充アピールをちらつかせながら山が得意げにそう言うと、隣の西が「おぅ、任せとけ」と自信満々な顔になる。

　もちろん誰も意見する人などいなかった。恐らく、もうこれで決まりだ。

「焼きそばと焼き鳥の屋台ですね」

　女子のクラス委員が復唱すると、男子のクラス委員が黒板にチョークを立てた。

　もう自分達の案で決まったも同然と確信してか、山瀬達の会話はより盛り上がりをみせていく。

「──せっかくだし、メイド服とか着てみたくない？」「えー、メイド服はウチ的にはナシかなー。そっち系の趣味があるって思われんのやだし」

　どうやら接客は山瀬率いる女子グループがやるようだ。まぁ、カースト上位陣だけあってクラスのキレイどころが集まっているから、ありなんじゃないか。

「──けどさー、学園祭でお客さん相手に──って考えるとこの前のＢＢＱの比になんないくらい材料用意しなきゃだよね。キャベツとかハンパない量になりそー。もうこんなん誰が切るのって感じに」「そこは２－Ｂの絆の見せ所じゃん。ウチらだって、慣れない接客頑張るわけだから、クラスが一致団結して本気になれば問題ないでしょ」

　山瀬の言葉に「だよねー」「絆っしょ」と賛同して笑う西村達。おいおい、２－Ｂの絆って形のいい言葉を持ち出してるけど、ようは自分達が楽しむために他のクラスメイトに面倒事押しつける気満々じゃないか。学園祭当日はキャベツのカットで殆ど終わりました──なんて青春、俺はごめんだからな。

　俺と同じことを思った人は、きっと他にもいるはずだ。ただ、この活発な空気にわざわざ水をさしたところで、多勢に無勢で何にもならないことだろう。同じ意見を持ってる人が必ずしも一緒に抗議してくるとは限らない。残念ながらこれが社会の縮図だ。

　が、このクラスには一人だけ、そんな空気や葛を何とも思わない少女がいた。

「ふーん。教室で焼きそばと焼き鳥なんかする気なんだ。ま、どうでもいいけど、この教室すっごいベタベタになっちゃうね。掃除すんのめんど」

　そう気げに、砂はスマホをいじりながらみんなに聞こえるように言葉を放った。

　瞬間、教室の空気がひりついた感じがした。

　指摘されて始めて気がついたと言うように、「あっ」と小さな声を上げた山瀬。

「それに焼き鳥の火や煙で火災報知器とかスプリンクラー作動しちゃいそうじゃん。教室で火とかまずいっしょ。ね、オタ島もそう思わない？」

「へ？　すぷりんくらー？」

　面食らった様子の山瀬。お前スプリンクラー知らなかったのかよ。

　俺は別に山瀬派ではないし、寧ろどっちかと言えば砂城派だ。クラスの友達が不安そうに俺を見てくる中、砂の期待に応えるべく俺は堂々と自分の意見を述べた。

「んー確かにそうだな。焼きそばはホットプレートでいけるとしても、焼き鳥を焼くのは厳しいんじゃないか。やっぱり教室で火を使うってのは、常識的に考えて」

「だよねー。常識的に考えてそうだよねー」

　そう、クラスの模擬店は原則として各自の教室で開くルールになっていた。

「そこは教室じゃなければ全然問題ないじゃん。ラッキーなことに、ウチのクラスには副会長様がいるんだからさ。許可なんか楽勝じゃない」

　……ただし、生徒会が許可した場合、この限りではない。

　くっそ。山のやつ、ちゃんとこの制度を知ってるのか。

　胸中で深～いため息をついた俺に、山瀬のにやりとした視線が向けられた。

「ふーん。じゃあ外でやるとしてさ、どれだけのお客さん想定してるかしんないけど。軽いノリでやったら絶対に後悔するってこと、よーく頭にいれておきなよ。日中延々と焼きそばや焼き鳥を焼き続けるのって、相当しんどいよ。火って想像以上に体力もってかれるから。アタシ、この夏はずっと動物園でベビーカステラ焼いてたからそこんとこよーく理解してるし。ね、オタ島」

「まーあのバイトよりは遥かに大変だろうな。焼きそばって結構力いる感じもするし、焼き鳥もずっとあの煙たい空間の中にいるのがしんどそうだし……後の問題は当日の気温か。まだこの暑さが続いて夏休みの時と殆ど変わらないなら……まぁ、地獄だろうな」

「あーそれはアタシも思った。ま、こんな感じだけど、そんな環境でも構わないってんならいいんじゃない？　まーやるなら頑張りなよ。ね、西」

　突然名前を呼ばれた西村が、「え、お、俺……？」と目を丸くする。

「そうでしょ。だってアタシは別に関係ないんだしさ。それに、焼き鳥はともかく、焼きそばはやるならあんたが一人で焼くことになるんでしょ」

　それはまるで、蛇にでも睨まれたような感覚だったんじゃないだろうか。

「え、えっ、なんでそんなことになってんだ……？」

「山瀬が言ってたんじゃん。あんたの作った焼きそばがめっさ美いって。だったらあんたが作るんでしょ。他の人に作れるかわかんないわけだし。それにさ、あんた以外の誰かが作っちゃうと、味が違うってクレームくるかもしんないよねー。面くさいよーそういうの相手にするのって。当日は一般のお客さんだっているわけだから」

「……あー俺やっぱ焼きそばやめとこっかなー」

　砂城の正論を受け面倒になったらしい西村が、周囲に向けてそう呟く。

「ちょっ、リョウジ、ちょっと待ってよ！」

　男子リーダーの突然の裏切りに狼狽える女子リーダーの山瀬。と、それを見てふっと柔らかく笑う砂城。

　どうでもいいが、俺から見てこの場面の一番の被害者は、本来ならこの二人の間を取り持たなければならない進行役のクラス委員である彼二人だろう。目の前の出来事にただおろおろしていて、どうしていいかわからない、そんなかわいそうな感じになっている。

「さ、さっきから否定的な意見ばっかだけどさ、そういう砂さんには何かいい案があったりするわけ。そう、何も案を出さずに否定ばっかする人、老害って言うんだよね。ウチのおとんが家で愚痴ってたよ」

　それはちょっと違うんじゃないか山。というか、山瀬のお父さん色々と大変そうだな。

「ふーん。案ねー。ま、あるっちゃあるけどさー」

　山瀬の必死の反撃を、スマホをいじりながら余裕の面持ちで受け流す砂城。

「ど、どんなのよ？」

　──ん？

　二人が張り合う最中、ふとズボンに入っていたスマホが振動した。隣の砂城が普通にスマホを出していたこともあってか、今が一応授業なのも忘れて、つい俺もスマホを取り出してしまう。恐らくは母さんが夜遅くなるとかそんなんだろうけど──

『オタ島、ヘルプ！』

　スマホが振動した理由は、砂城からのライン通知によるものだった。

　呆ける俺の前に、続けてもう一つ、ウサギが目をウルウルとさせながら懇願するように見つめているスタンプが送られてきた。

　な、ないのかよ、案……。

「…………」

　とりあえず、ぱっと頭に浮かんだ案を送ってみた。

「──!?　そうだね。占いとかさ、アリじゃない？」

　救世主到来といった感じに目をぱあっと輝かせた砂城は、そのまま勝ち誇った表情を山瀬に向けた。

「う、占い……？」

「そ。占い。占いのお店なんてこう、いかにも学園祭ぽくっていいじゃんか。飲食系とは違って、胃袋の取り合いにならないからお客さん独占できるわけだし。それにさ、みんな好きでしょ占いとか、恋バナとか。それとも山瀬は、まだまだ花より団子なわけ？」

「そんなわけないし。ウチだってＪＫだし、食べ物よりも恋愛のが断然興味あるっていうか……」

　声のトーンが次第に下がっていく山瀬。俺の案を即断で活用しただけにも拘わらず、それはもう見事に堂々としたハッタリだった。ああ言えばリア充オーラを出したがる山瀬としては引き下がるしかない。砂城はそれを理解しているのだ。

　このへんが天然物のリア充と努力型のリア充の違いなようにも映った。

「でもさ、占いなんてどうやる気なの？　ウチら素人じゃん。適当にそれっぽいこと言ってお金取る気？　それってぶっちゃけ──詐欺だよね」

　プライドがそうさせるのか、グループの誰もが敗色を悟って目を泳がせる中、それでも引き下がらず反論する山。

「確かにアタシ自身も占いの仕方なんてこれっぽっちも知らないよ。でもさ、だったらプロに教えてもらえばいい──ってだけの話じゃん。アタシ、『ナンナの館』のナンナと仲いいからさー。頼んだら簡単な占いなら教えてくれるっしょ。あの人マジ凄いし」

　──ナンナ。砂がその名を口にした瞬間、周りの女子がちらほらとざわついた。「砂城さん、あの人と仲いいんだ」「すごーい。流石だなぁ」と、その声は山瀬の取り巻きからも聞こえて来る。

　どうやらナンナ＝有名で人気な占い屋ぐらいの図式が出来上がってるらしい。本当は占いじゃなく、神の御によるものなんだけど。これはこれで、ぶっちゃけチートなのでは。

「お、そうそう。なんならナンナにお願いして、ナンナ監修とかお店の名前に入れさせてもらえれば、集客効果ってやつすっごいことになるんじゃない」

　有名人が参戦するかもしれないということになって、更にざわつくクラスメイト達。もう完全に砂城圧勝のムードだった。意とアイディアを出す砂城の視線の先では、山瀬が何か言いたいけど何も言えないと、苦い顔をしている。

「ま、最終的に焼きそばか占いのどっちにするか決めるのはアタシじゃなく、クラスみんなの判断だけどね。多数決で決めるって、委員長が最初にそう言ってたわけだし」

　素っ気なく言うと、話したいことは終わったとばかりに、砂城はまたスマホをいじり始めた。えげつな。それ、砂城の案が圧勝して山瀬の案をさらし者にするって意味だろ。

　ちらっと山瀬の様子を見れば、「ちょ、ちょっと多数決なんて、そんなのウチは聞いていないだけど」と言わんばかりに、目を丸くし、額に汗を浮かべていて──

「ん？」

　ぶるりとスマホが振動した。砂城からのラインだ。

『オタ島、サンキュー』

　と、更にもう一つ。

　目を♡マークにしたウサギが「愛してる！」と叫んでるスタンプも一緒に送られてきていて──

　恋のくだりを思い出してしまった俺は、心臓が早鐘を打って顔がかあっと熱くなってしまった。いやいや違うよな。そんな深い意味はなく、テスト勉強をデートと言うようなそんないつもの軽いノリだよな。うん。

　気を落ち着かせようと自分の心にそう言い聞かせながら、砂城へと視線をちらり。

　が、腕を枕にして俯せになっていた砂城は、ちょうどこちらをのぞき見るように、すき間からちらっとその羞に染まる真っ赤な顔を向けてきていて──

「「!?」」

　視線が重なった瞬間、俺達はまるで磁石の同極をぶつけたように、ばっと一瞬で離れた。そんな無理してまで、俺のことからかわなくてもいいのに。

　そこから授業が終わるまでの間、俺と砂は一つも会話をしなかったのだった。

　ちなみに２－Ｂの模擬店は、言うまでもなく圧勝で占いの店に決まった。




　けれども──この話はこれで終了というわけにはいかなかったのだ。




　そのことに、妙な緊張感と格闘していた俺達二人は全く気付くことが出来なかった。

　山が悔しそうに、俺達を見ていたことに。







「それじゃあ砂城さん。ウチら部活の方が忙しいから悪いけど後よろしくね」

　それは突然だった。

　放課後になるやいなや山瀬が数人の取り巻きを引き連れ、帰る準備をしていた砂城に、顔の前で手を合わせてゴメンと謝りながらそう言ってきた。

「は……何が？」

　きょとんしながらも威嚇するように返した砂城。隣の俺も砂城と同じように警戒心を強めながら二人の会話を窺う。絶対にろくなことじゃない。

「何って、学園祭の準備に決まってるじゃん。ウチのクラスが占いの店をやるって決まったんだし、だったら準備しなきゃでしょ。真っ黒なカーテンとか、ナンナの店にあるようなそれっぽい雰囲気だす小道具とかさ。肝心な占いの内容はーナンナと仲がいいって言う砂城さんにお願いするとしてー、でもそれなりにやらなきゃいけない用意ってあるじゃんか」

「はぁ……そうでござんすね」

「けどけど、非常に申し訳ないんだけどーウチらには部活側のお店準備だってあるわけじゃない。リョウジ達もそっち優先しなきゃまずいっぽいし。でさー、残った帰宅部組の面子で仕切れそうな人って、どう考えても砂城さんだけし、だからお願いしたいなぁーって」

　一見は砂城を立てるように、上目遣いでそう言った山瀬。

　はぁ……なるほど、そういうことかよ。

「それ別にさ、決めた日からいきなりスタートしなくてもいい話なんじゃないの？　クラスのみんなが集まれそうな日決めて、その日に準備すればいいってだけじゃん。アタシもその日までにナンナから色々聞いといてあげるし」

「それがさー、帰宅部の砂さんはわからないと思うけど、部活側の準備も結構大変なんだよねー。秋の新人戦に向けての練習との兼ね合いだってあるし。もうウチのキャプテンったら今年こそは絶対に一勝するってめちゃくちゃはりきってて。でもでも、それはそれで学園祭は学園祭で楽しみたいじゃない。もち、バスケ部として。一年の子も初めての学園祭ですっごい楽しみって言ってたし」

　こいつ、さっきから必ず誰かを引き合いにしてるよな。あくまでもこれは山個人としての意見ではない、で押し通そうとしてる感がひしひしと伝わってくる。なんだか小物臭がするというか、三流感が滲み出てるというか。

　……にしても、どうも俺の想像通りの展開が待っていそうだ。

「で、ぶっちゃけアンタはアタシにどうして欲しいっての？」

　頬をつき、「回りくどい言い訳はいいから用件をはよ」と若干苛ちの籠もった表情の砂城。

「だから──すっごい悪いけど、砂城さんには模擬店リーダーに立候補してもらって、クラスの模擬店を仕切って貰えないかなって。それにそれに、忙しいのとか抜きにしても、これって元々砂城さんの案なんだから、砂城さんが仕切ったほうが絶対にいい感じになると思うんだよねー」

「は、アタシが模擬店のリーダー？」

　山瀬の唐突な申し出に、砂城が口を大きく開けて驚く。

　模擬店リーダーとは、生徒会からクラスの予算を受けとって管理したり、何かあった場合にクラスの代表として対応したりと、ようするにその名の通り模擬店の責任者のことだ。

　それになってほしいと、山瀬はそう迫っていて、

「ウチらとしては、クラス側にまで手を回せる余裕がないって最からわかってたから、事前準備も少なく、設営が簡単な焼きそばとか提案したんだけど──ま、クラスがこれにするって決めたんだからしかたないよね」

　夏の空のように晴れやかで、けど悪意がいとも簡単に読み取れてしまう、そんなとびっきりの笑みを、山瀬がにんまりと浮かべる。

「ま、砂城さんに任せれば、何も心配する必要なんてないか。クラスのみんなだって、きっとウチと同じ思いで占いの館に投票したんだと思うし」

　嘘つけ！　焼きそば側に入ってた七票の内の一つ、絶対にお前だろうが。

　──やっぱり、やっぱりな。

　山瀬のやつ、それっぽい理由を並べて砂城に模擬店の準備を全部押しつけるつもりだ。

　２－Ｂの人数は全部で四十人。その内、何らかの部活や委員会に所属している人の割合は四分の三をしめている。つまり山瀬の言う帰宅部組は砂城も含めて十人しかいない。

　おまけにその面子はどれも陽キャオーラの溢れる砂城が触れるだけで蒸発してしまいそうな、インドア系ばかり。恐らく、まともな意思疎通がままならないまま学園祭当日を迎えてしまうことだろう。大方、さっきの発言は「まさか忙しい部活組に迷惑をかけたりしないよね」という遠回しの牽に違いない。

　が、山はそれを望んでいる。成功などありえないと、わかっている。

　ようするに砂一人ではどうにもならないと睨んだからこその、失敗した後で飽きるまで批判してやろうとの魂なのだ。

　これが山瀬の策略した仕返し──いや、ひょっとするとこのクラスで自分に唯一口出ししてくる目りな存在を潰すための作戦かもしれない。

「よーするに、自分で言い出したことなんだから、落とし前はテメエでつけろって──山瀬はそう言いたいわけ？」

「ウ、ウチはそんなぶっそうなことちっとも考えちゃいないよ。ただー砂城さんが頑張ってくれるのがクラスのみんな的にもきっとベストアンサーだと思うんだよね」

「ふーん。……ま、わかったよ。他ならないアタシがやろうと言い出したわけだし」

「お、おい」

　すんなりと引き受けた砂城を前に、聞き耳を立てていただけだった俺もうっかり声を上げてしまう。だってこれ、どう考えても罠じゃんか。

「本当！　ありがとー砂城さん。これでウチも、心おきなく部活側に集中出来そう。本当にありがとうね砂城さん」

　驚く俺のことなど完全にスルーして手をポンと叩いた山瀬は、心の底から喜んでるというようなとびっきりの笑顔を作った。実際、そうなんだろうな。作戦の第一段階が上くいったわけだし。胸中で小躍りしてるに違いない。

「んじゃ、ウチらは部活行くから。悪いけど、あとお願いね砂城さん」

「へいへい」

　即撤退していく山瀬達を、砂城は気げな顔で見送った。

「お、おい、安請け合いしてほんとによかったのかよ？　さっきの山瀬の綺に裏があるの、砂城だって気付いているんだろ」

　山瀬達がクラスから完全にいなくなったのを見計らって、すぐさま砂城に問いかける。

「もちろんわかってるし。これが単にあいつらが楽したいからとか、心からアタシに期待してるからとかそんなのじゃなく、自分の意見が通らなかったことに対する憂さ晴らしが入ってるってことくらい。本音では責任者になったアタシが準備をばっくれるの望んでるってことは」

「そこまでわかってるならなんで、あんな簡単に引き受けちゃうんだよ」

「……だって悔しいじゃん」

　拗ねるようにぷいと顔を背ける砂城。

「喧を売られたからには、真っ正面からドヤ顔でぶっ潰した方が格いいじゃんか。逃げるなんてアタシの柄じゃないし」

「せめて勝算を考えてから発言しろよな……」

　気楽に笑う砂に、俺は肩をすくめて教室を見渡す。

　山と砂城の会話という物珍しい光景に防衛本能が働いたのか、みんな早々に出て行ってしまい、クラスに残っているのはもう俺達二人だけだった。

　つまり、山瀬と砂城のいざこざに巻き込まれたくないというのがこのクラス全体の意思なわけで──

「ま、こうなった以上、最悪アタシ一人でなんとかするしかないっしょ。あ、予算はアタシとオタ島の仲ってことで、ちゃんと色つけてよね。にひひ」

　そう砂城は、あくまでも勝ち気に、気丈に振る舞って、軽快な笑みを送ってくる。

　心配なんてこれっぽちもしなくていいよと言わんばかりに。

　──そんなわけにはいかないだろ！

「……とりあえず、まずは案出しから始めていくか。っても今いきなり思い浮かぶかって言われたら微妙なところだろし……そうだな、明日までにお互いざっくりとどんな感じにするか考えておくってことで」

「へ、お互い……？　ちょ、ちょっと待って、なんでオタ島もしれっと協力する感じになってんの!?　そもそもオタ島は帰宅部組には含まれないってか、生徒会があるじゃん……」

「それはそれ、これはこれだろ。別に山瀬達が手伝えないというか、手伝う気がないだけで、帰宅部組以外が手を貸しちゃいけないルールなんてどこにもないしな。これはクラスの模擬店準備なんだし。俺もクラスの一員として協力しないと、って」

　こう胸を張って言った俺だが……正直生徒会だけで手一杯になるのは目に見えていた。クラスや部活に委員会、はたまた先生方と、きっと色んな場所との折衝に大忙しで、てんやわんやな毎日が待っているに違いない。

　だけど、砂城が困っているのに、黙って見過ごしたりなんか出来るかよ。

「それに、砂城が一人で大変な目に遭ってるのを、放っておけるわけないだろ」

「……ッ!?　……あ、あざっす」

　小さくそう呟いた後、妙に意味ありげな視線を俺に向け、「うう……」と何か悶とした様子の砂城だったが、やがて恐る恐る口を開いて、

「……じゃあさ、お言葉に甘えさせて手伝って貰いたいなって──そう思うんだけど……ほんとに生徒会は大丈夫なんだよね、オタ島？」

　指先をもじもじとさせ、砂城が上目遣いでじっと俺を見つめてくる。

　そんなしおらしい砂城に、俺はついつい思わず吹き出してしまって、

「なんか砂城らしくない頼み方だなそれ。てっきり笑顔で胸を張って『よし頼んだ』とか返してくると思ってたのに」

「う、うっさいし。笑うなし。てか、こんな時に胸の話とか、マジ空気読めよつーか、マジキモいし」

「それは言葉の綾だろ!?　って、おいさりげなく胸を隠すなよ。何もやってないはずなのに、申し訳なくなってくるんだけど」

「あはは冗談だって。今の胸を張るって発言はいわゆる慣用句ってやつでしょ。前にオタ島に教えてもらったからちゃんと覚えてるよ。うんうん、オタ島に教えてもらったから」

「何で今、同じこと二度も言ったんだ？」

「へ？　──だってさ、大事なことだし」

　えっへんと砂が太陽のように眩しい笑顔で言い切った。

「いやいやそれだと、理由の説明にはなってないよな」

「そっかな？　まー別に細かいことはいいじゃんか気にしなくても」

「それもそうだな──そんじゃ俺はそろそろ生徒会室に行くわ。さっきも言ったように、明日までにお互いどんな感じに進めるかの案を幾つか考えておく方向で」

「りょーかい。んじゃアタシは、早速ナンナとこにアタシらでもやれる簡単な占いがあるか聞きにいってみるよ。善は急げってやつで」

　教室を背に、俺と砂城は手を振って別れた。

　模擬店の準備を手伝うと決めた以上、これからしばらく生徒会室には顔を出せなくなる。

　けど、生徒会に行けなくなるだけであって、別に生徒会を手伝えなくなるわけではないのだ。細かな書類の作成は家に持ち帰ってやるという手だってあるのだから。

　そこんとこ、誤解のないようにちゃんと氷に説明しないとな。

　氷室に会う時間が減るのはやっぱり寂しいけれど──ここはぐっと我慢だ。





　　　　◆






　結構な時間砂城と話し込んでいたにも拘わらず、生徒会室には俺が一番乗りだった。

　さっきラインで遅れると連絡が来てはいたが、どうやら氷室はまだ、生徒会室には来てないらしい。何の用だろうと不思議に思いながら、ひとまず俺は自分の席に座る。と、それとほぼ同時に扉が開いた。

「ごめんなさい。遅れてしまったわ。クラスの模擬店をどうするかで長引いてしまって」

　申し訳ないと伏し目がちに登場した氷室。

「いや、俺も似たような理由でちょうど今来たところだから。ちなみに、２－Ａは何をすることになったんだ？」

「民族喫茶よ。田君のクラスは？」

「ナンナ監修による占いのお店だ。って言ってもナンナには今砂が許可を取りに行ってる最中だから、まだ正式にナンナからの許可がおりたってわけじゃないんだけど。それよりも、その民族喫茶ってのはなんなんだ？」

「そうね。端的に説明すれば俗に言うメイド喫茶の民族衣装版になるかしら。中国のチャイナ服やスイスのミーデルなどの色んな国の民族衣装を着たスタッフが、その国にちなんだ飲み物を提供するってコンセプトよ。日本だと着物になるわ」

「へぇー。けどさ、その肝心な民族衣装ってのはどうやって用意するんだ？　レンタルするにしたって、探すの大変そうだけど」

　チャイナ服とかメジャーなやつだったら、安さの殿堂あたりに売ってそうだけど……でもあれ、クオリティかなり低そうだよな。値段が値段だけに。

「クラスにお洋服を作るのが好きな子達がいて、その人達が主体でやってくれることになったわ。元々このアイディアを提案してくれたのも彼女達よ。ま、裁縫が好きと言うより、どちらかと言えばコスプレが趣味みたいね。ほらこれ、さっき教えてもらったのだけれど、彼女達が夏のイベントでコスプレした時の写真らしいわよ」

　そう言って氷が見せてくれたのは、どうにもその内の一人がやっているツイッターで、見覚えのあるアニメキャラのコスプレをして撮った記念写真のようだった。

　六人組の彼女達の衣装はどれもレベルが高く、中でも主人公キャラの男装をしている子なんかは俺くらいに背もあってかすらっとして見えもよく、正直俺よりも全然格いいのがちょっぴり羨ましかったり。

　それにしてもこのコスプレ衣装、どれも原作に忠実で細部までよく再現出来ているというか──ってこの真ん中のポニテキャラって佐じゃんか！　え、お洋服を作るのが好きな子達って佐伯なの？　あーそう言えば氷室と同じクラスだったような。あいつ、コスプレが趣味だったのかよ。

　それと彼女達の周りは、お世辞にも綺な景色とは言えず、人みや机があって、これって同人誌即売会みたいな──あ、なるほど、夏のイベントって夏コミのことか。女の子の一人が「買ってくれた皆さまありがとうございました！」と書かれたイラスト付きのスケブを持っている。見た感じ、サークル参加してたってことだよな。高校生でこんなことやってるってだけでもう尊敬するレベルなのに、このイラスト、仕事のオファーがきそうなくらいにめちゃめちゃ上いんだけど。この子が描いたのかな？

「ちなみに田君、私も何かしらの衣装を着ることになっているのだけれど……そ、その参考として聞かせてくれないかしら。田島君はどんな民族衣装が好きなのかを……」

　自信なげに氷室の声が落ちる。

　こ、これってつまり──

　氷室が、俺のリクエストしてくれた民族衣装を着てくれるってことだよな！

　嬉しい──けど、氷にピッタリの民族衣装ってどれになるんだ？

　さっき話題に上がったチャイナ服やディアンドルも普通にアリだと思うし、でもでもベトナムのアオザイとかインドのサリーなんかも捨てがたいし──く、くそ選択肢がありすぎて一つになんか絞れないぞ。無理ゲーだろこれ。

「そうだな……ディアンドルなんて、どうだろ？　ドイツの民族衣装なんだけどさ、ちょっと可愛い寄りだけど、でも俺は氷室に似合うと思うんだ」

「ディアンドル……確かそんな名前のがリストに入っていた気がするわね。ふふっ、いいわよ。今度のＨＲの時、それを希望してあげる」

「いいのか？　そりゃあ俺はもちろん嬉しいけど──でもさ、氷室のクラスの模擬店に俺の嗜を挟むのは悪い気が……」

「あら、何を都合のいいように解釈しているのかしら。別にこれは田君のためなどではなくて、クラスの──お客確保のためよ。期待してるわよ田島君。ディアンドル姿の私にたっぷりと貢ぎにきなさい」

「そういうことならまかせとけ、俺が氷室の指名者第一号になってやるから」

　からかうように笑う氷室へと、俺は得意げにそう返す。いいな、こういうやり取り。氷室と本音で会話できているのが、めちゃくちゃ楽しくて、嬉しい。

　と、俺が心を充実感で満たしていると、

　急にはっとなった氷室が、手を腰に当て、無愛想な態度で顔をぷいとそらして、

「……ま、私の方は別に貴方の喜ぶ顔なんてどうでもいいから、ディアンドルなんて着なくてもいいんだけど。勘違いしないでほしいわね」

　ほ、本音!?　え、なんでこんな展開になるんだ、さっきまですっごいいい雰囲気だったよな俺達。別に何も、氷室の癇に障ることなんてなかったよな？

「……そ、そうか」

「ええ、そういうことよ」

　わけがわからず困惑する俺の前で、氷室がくすりと微笑を浮かべる。

　この様子からして怒ってはないみたいだけど……わからない、最近の氷室がほんとわからない。そういうことって、どういうことなんだよ……。

　けど、たとえディアンドルじゃなかったとしても、そもそも氷室に似合わない民族衣装なんてあるはずがない。俺にとっては外れなしのくじびきもいいところ。ディアンドルはその中の一等賞って感じだ。おし、学園祭に向けてのモチベが俄上がってきたぞ。

　きっと過酷な毎日になるだろうが、心おきなく氷室との学園祭を楽しむためにも頑張っていこうじゃないか。

　そのためにもまずは──

「氷室、一つ頼みたいことがあるんだ」

「あら、何かしら？」

「しばらくの間、放課後は生徒会よりもクラスの方を優先したいんだけど……いいかな？」

「へ…………？」

　そう小さく呟いた氷は、まるで今年一番最悪なニュースを聞いたというように、絶句した表情のままぴしりと固まってしまったのだった。

　ど、どうしよう……。





　　　　◆◆◆






「……そう。大体の事情は把握したわ」

　応接スペースで向かい合って田君から詳しい経緯を説明してもらった私は、いったん気を落ち着かせようとお茶を一口含む。

　──色々とあって一人で模擬店の準備をすることになった砂さんを放ってはおけず、手伝うことにした。

　そうバツの悪そうに切り出しながらも、最後は真っ直ぐな瞳で「悪いが頼む」と告げた田島君。

　ちなみに、学園祭実行委員との会議など、重要な予定がある日はこっちを優先してくれるし、それまでにやらなきゃいけないまとめや、資料作成は家に持って返ってやってくれるらしいけど……ようするに、田島君は完全にオーバーワークをする気満々だった。

　自分の身を切り詰めてでも、困っている人を放ってはおけないという彼の素敵なところ、優しいところ。……格いいところ。

　でも今それのベクトルが向けられているのは、私ではなく砂城さんにで……。

　やっと、田島君が私のところに帰ってきてくれる。

　やっと、生徒会での平穏が戻ってくる。

　そう思っていたのに。

　その矢先に、また砂城さんが私から田島君を引き離していく。

　胸の内側からひしひしと湧きあがってくるどす黒い感情。

　本音を言えば、今すぐにでも叫びたい。

　嫌！　そんなの絶対にダメ！　──って。

　私と砂城さんどっちが大事なのって。

　どっちが好きなのって。

　けど──ええ、それは断じてやってはいけないこと。

　──そう、彼のいいところを私の我が儘で台無しにするなんて決して！

　胸の中でそう決心をした私は、ふとあることを思い出す。

「ねぇ田君、覚えているかしら？」

　丁度去年の今頃にあった──

　とある日の、光景を。







　それは一年の学園祭を準備していた時の出来事だった。

　当時クラス委員だった私と田島君は、学園祭に向け、クラスで出展するテーマを何にするかを代表してとりまとめていたの。

　けど、誰も何一つとして案を出そうとはしなかった。

　無気力。無関心。非協力的。

　まぁ内容がこの近隣地域をテーマにした、文化的レポートの展覧という十代の大半が興味を示さないだろう内容だっただけに、それは仕方がなかったことなのかもしれないわね。

　結局、見かねた私は自分でテーマを提案することにした。

　すると当然のように、満場一致で私の案に決定してしまう。「流石氷さん」「氷室さんの案なら何も心配いらない」と。そんなつまらない聞き飽きた言葉と共に。

　ちなみに、私が提案したテーマは「君学園周辺の神社とその歴史」……そう言えば、縁神社について知ったのはこれがきっかけだったわね。

　当時の私は、恋愛祈願なんてしている暇があったら、その時間を意中の彼にアタックすることに割けばいいのに、神頼みなんて馬鹿馬鹿しい──なんて思っていたけど……。

　神様、すいませんでした！　もう土下座して謝ります。田島君を引き寄せてくれてほんとにほんとにありがとう。結婚の報告は是非菓子折持参で伺いますから！

　ええ、やっぱ大事よ。そういう願掛けはね。うんうん、だって私もあの後から田島君との両いが分かってこう、最高で特別な夏休みを過ごせたのだから。デュヘヘヘヘ。

　…………私がフッたりしなければ、カップルとしてもっと最高の夏があったのかもしれないけれど──そ、そこは……ええ、神様、折与えてくれたチャンスを盛大に棒にふって本当に申し訳ございません!!

　……は、話を戻しましょう。

　出展テーマを決めた私は、さっそくその日から学園祭に向けての作業にとりかかった。一応、ホームルームの締めに「時間がある方は、是非協力してください」と、体裁だけはよくした言葉を放り投げたわ。もちろん、一ミリも期待せずに。

　結果、わかりきっていたけど放課後の教室にいたのは私一人。

　こんなこと、慣れっこだったし、別に寂しいとも何とも思わなかった。

　いつも通り、みんなの期待に応えた私が、優等生だと特に嬉しくもない賞賛をもらい受けるだけ。

　下調べにレポートの作成、それが終わったら展示品をどう配置するか考えたりと、一人でやるには結構骨が折れる作業だけれど──ま、一人の方が気楽だし性分にあってるもの、全然文句なんてなかった。

　寧ろ、誰かが妙なお節介を焼いた時の方が面倒。

　だって結局みんな氷さんは特別優秀だからと勝手に壁を作って、批判や比較されるのを恐れて私から離れていくから。

　そう、確信していたはずだったのだけれど──

「お、悪い、もう始めていたのか。いやー予想以上に掃除当番が長引いちゃって」

　教室で一人ノートと睨めっこしていた私に、軽快な声がかけられた。

　振りかえるとそこには、もう一人のクラス委員だった、田愛君がいて、

「まずはやっぱ、学園周辺にどんな神社があるのか掘り出すところからか。よし、こういう時はグーグル先生の出番だな」

　私の目の前の席に座った田島君はそう言って、スマホを操作し始めた。

「それならもう結構よ。その作業は一通り終わってるから」

「え、マジかよ!?　ってほんとだ。ノートに神社の名前が書いてある。へぇーあの有名なエンコー神社って、縁に光でエンコーだったんだ」

「……あのね田島君、先に言っておきたいのだけれど、妙な親切心は結構よ。私一人で充分やり遂げられる量だもの。心配しなくても発案者としてきっちりと責務は果たすから」

　遅かれ早かれどうせこの人も離れていく。だったらさっさと──と当時の私は冷たくそう告げる。正直言って邪魔だと。

　しかし田島君は小さく笑って、

「伊に四月から一緒にクラス委員をやってきたわけじゃないつーか、まぁ氷室が言うならきっとそうなんだろうけど──でも、二人でやれば早く終わるのは確実だろ」

「それはどうかしらね。貴方が私の足を引っ張れば、また違った結果が訪れると思うのだけれど。というより、私にはそっちの確信があるわね。今まで一緒にクラス委員をやって来た結果から基づく結論よ。私だって伊達に貴方と一緒にクラス委員をしていたわけじゃないもの」

「ぐっ、なまじ実績があるだけに反論が出来ない……。けど、だからこそここは俺に汚名を返上するチャンスを是非、な」

　私の辛な対応にめげることなく、おしっと気合いを入れる田島君。

　だけど当時の私は、鬱しいと、歩み寄ろうとしてくれた田島君を突き放す言葉を口にしてしまって、

「田島君、もしかして私に貴方への恋愛的感情が芽生えるのを期待しているのだとしたら──ごめんなさい。それは金輪際起こりえない事象だから」

　……全く、一年前の私といったら何馬鹿なことを抜かしているのかしら。田君への恋愛的感情が芽生えない。ええ、それこそありえない事象だわ。ふふっ。

「いや全然。心配しなくても、俺にそんな気はないから」

　田島君の真顔での返答。

「はぁ。だったら何──」

　この瞬間の私が珍しく感情的になったのは──そう、今ならわかる。田島君の回答が気に入らなかったからなのでしょうね。私を恋愛対象に入れてないといったあのきっぱりとした表情が不服で無意識に。

　でもでも、田島君は私のことをどこかで好きになってくれて──そう言えば田島君、いつ私を好きになってくれたんだろう。知りたいなー。いずれ聞いてみたいなー。わくわく。

　──こほん、また話がそれてしまったわね。戻しましょう。

　そして田島君は私が咄に振り上げた言葉に割り込んだ。

「じゃあ逆に聞くけどさ、氷はなんでこんな面倒くさいことやろうとしてんだよ。それも一人で」

「そんなの、私がクラス委員だからに決まっているじゃない。一度なった以上は、その責務を途中で放り出すわけにはいかないでしょう」

「だったら俺だって同じじゃんか。一緒にクラス委員やってるんだし。氷室一人に丸投げなんて出来るわけないだろ。たとえ足手まといって言われてもさ」

　自信なげな苦笑い。

「……そう」

　その瞬間、面食らった私の胸の中に、何だか温かい感触を覚えたのを今でも覚えている。

「そこまで言うなら勝手にするといいわ。けど、単なる自己満足じゃなく、ちゃんと結果として残してほしいものね。現に今この十五分、貴重な活動時間が貴方との会話で無駄になったわけなのだけれど」

「まーそう言うなって。──あ、ほらこれ、その埋め合わせってわけじゃないけど」

　とんと音を立てて、田島君がポケットから机へと置いたのは、缶コーヒーだった。

「今日はきっと長期戦になるだろうし、何か飲み物あった方がいいと思ってさ。もちろん、俺のおごりだ」

「あ、当たり前よ」

　あのときの私は、今よりも素直になることができず、「ありがとう」と言えなかった。

「十五分で１２０円となると、つまり私の時給は４８０円ってことよね。随分安くみられたものだわね。労基に訴えましょうかしら、ブラック島君」

「おいおい、だから埋め合わせってわけじゃないってちゃんと前置きしただろ……」

「ふふっ。そうだったかしら」

　でも──気がつけば自然と笑みを零している私がいて。

　それから私達は毎日、学園祭に向けての作業をした。その最中、田君は私に言わせれば何でこんなミスをと言わざるをえない凡ミスを連発し、ついキツイ言葉を放っちゃったりしたのだけれど──それでも田島君は、私から離れることなく、それどころか、もっとよくできないかと色々な意見交換を求めてくれて──

　こうして、学園祭の準備は特に大きな壁にぶち当たることなく無事成功で終わることになる。私が真に田島君に恋していると気付いたのは、十一月に行われた秋のバスハイキングと、もう少し先の話になるのだけれど。

　けどこの頃にはもう──ええ、きっと彼のことが好きになっていたに違いないわ。







「懐かしいなー。そっかー、もうあれから一年経つんだよな」

　思い出話が終わり、感慨深そうに田島君が顔を綻ばせる。

　も、もちろんこの頃から貴方に惹かれ始めてました──ってのは内緒よ内緒。

　田島君とはあくまでも去年の学園祭を振り返っただけだから。

「ええ、そうね。ほんと時の経つのは早いというか、あの時の田島君たら私に好意を抱くことなんて全くないってそうはっきりと宣言してたのに──それがたった一年でこうまで変わるのだから、ふふっ滑よね」

「そ、それはだなぁ……」

　田島君が気まずそうに目をそらす。

　安心して。それは私も一緒だから。それにそれに、こんなところまで共通してるなんて、やっぱり私達相性抜群というか、特別な運命感じちゃうわよね。えへへ。

　そう、人は変わっていく──ええ、〝絶対〟なんて言葉は人の感情にとってそれこそ通用しない言葉。

　そう考えると、じゃあもしかしたら田島君が砂さんに──とか、ついついネガティブに考えちゃう私だけど。だからっていつまでも成長せずに我が儘な私のままじゃ、きっといつか、田島君に愛想を尽かされてしまう。

　そうよ、きっとこの別行動は運命がもたらした私への試練、私の愛の試練なの。

　ほら、長い結婚生活の中で、田島君が仕事で泊まり込むことがあるかもしれないでしょう。その時傍に砂城さんのような美人な同僚がいる可能性だってあるわ。そうなった時私が嫉して目くじらたてちゃったら、田島君がますます疲弊してしまう上に、信用してくれないんだなと、失望されてしまうかもしれないじゃない。

　妻として、頑張る夫を支える立場にいなきゃいけないのに、それが逆に追い詰める立場になんて、あってはならないことよ！　ええ、夫の負担にならないように心がけなきゃ！

　寂しいけど、私頑張るからね……田君！

「──クラスの模擬店の件、わかったわ。しばらくはそっちに集中してくれてかまわないわよ。私の方は、生徒会長ということもあって当日以外はクラスの手伝いをしなくていいことになっているから。そうね、田島君は重要な会議にさえ顔を出してくれればそれで大丈夫よ」

「悪いな。けど、さっきも言ったように全く手伝えないってことじゃないからな。やることさえ指示してくれれば、ちゃんと次の日までにやってくるから──」

「いえ、それは結構よ。極力私が片付けるわ」

　うんうん未来のお嫁さんとして、旦様が出張に行っている間の生徒会室はしっかり私が守るから。任せといてね！

「そ、そうか……」

「ええ。それに学園祭の準備期間中は相さんも助っ人に来てくれるみたいだから」

「来れるのか相沢？　あいつの場合、クラスや部活内の準備に引っ張りだこになってそうなイメージが強いけど」

「それが彼女曰く『フラグメーカーはクラスでも部活でもお呼びじゃないんだよっ』だそうよ」

「どういう意味だよ……」

「ちなみに柴君も、部活が大丈夫そうならこっちに回ってくれるって。だから田島君は、こちらのことは気にせず、心おきなくクラスの準備に励みなさい」

「あ、ありがと。すっごい助かる……」

「ふふっ、どういたしまして」

　よしよし、完なフォローよ。これ、俗に言う妻の鑑ってやつよね。ほら田島君も、言葉が詰まる程に感動してくれてるみたいだし。やったやった。

　あ、でもちょびっとだけ我が儘だけは押し通したいなー。

「田島君、その……今週の土曜日は何か予定があったりするのかしら？」

「え？　あぁ土曜日か……そうだな、今週はまだ学園祭までに余裕があるから、特にそれ絡みで用事が入ることはないだろうし──多分、暇だと思うけど」

　勇気を出して、言うわよ私！　ええ、あの建前さえあれば、奥手な私でもきっといける！

「ならよかったわ。ではその日……恋としての実地試験第二弾を行うから、そのつもりでいて頂」

「お、おう。わかったよ。……頑張る──で、いいんだよな？」

　何だか怪な顔をした田島君に、私は「ふふ、そうね」と努めて悠然と返す。

　よっしゃあああああああ週末デートの予定ゲットよ!!

　このご褒美があれば、田島君のいない寂しい生徒会だって何とか乗り切れるはず。

「ちなみにその実地試験ってのは、どんな感じになるんだ？」

「残念だけど、内緒よ」

「そ、そか……」

「では田君、そろそろ今日の生徒会を開始するとしましょう」

「おっと、そうだな。てかだいぶ話こんじまったなー。明日からいない分、今日は氷に迷惑がかからないようとことん──って決めてたのに」

　気持ちを仕事モードに切り替えるかのように、大きく伸びをしながら、そう苦笑した田島君。

『明日からいない』

　不意にその言葉が脳内でフラッシュバックする。

　ええ、信じてる、もちろん田島君のことは世界で誰よりも信じてる。それがたとえ砂さんと二人きりの状況だったとしても、田島君は何も問題ないって。

　けど──

　やっぱり向こうにその気があると知ってて「うん、大丈夫」って平気な顔でいることなんて、私には無理だわぁああああああああああ!!

　だって砂城さんは絶対チャンスだって思ってるわよね。うう、なんとか、なんとかちょっとでもこの心のざわめきを鎮める方法が──

　──は！　あるじゃない。

　そう、ここで私が田島君にとっておきのかわいいアピールをすればいいのよ。

　田島君が土曜のデートを楽しみで楽しみでたまらなくなるような、そんな私のことで頭がいっぱいになっちゃうようなアピールを。

　尤も、効き目抜群すぎてあっちの作業が手に着かなくなってしまったら本末転倒だし、そこはちゃんと加減はしないとね。ふふっ。

　ようし、やるわよ氷室涼。

　田島君の好みをドストライクに押さえて。

　夏休みの最後の一週間を使って磨きに磨きをかけた。

　──至高のツンデレアピールを。

「田島君」

「ん？」




「べ、別に貴方なんて、この生徒会にいなくても全然構わないのだから！」





　　　　◆
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「…………」

　今日の氷は、驚く程に殆どの言葉を本音で喋っていた。

　あっさりと俺のお願いを了承してくれた氷室は、更にクラスの作業に集中出来るようにと、俺の分の仕事も極力自分が片付けるから生徒会には来なくてもいいと告げてきて──

　俺は背筋に冷たさを感じながらも、とりあえずお礼の言葉を口にしたんだけど……そしたら、氷室からはとてもにっこりとした優しい笑顔が返ってきて──その笑顔にどことない困惑と戦を覚えてしまった俺は、上く言葉を返すことができなかった。

　そして、その果てには……。

『別に貴方なんて、この生徒会にいなくても全然構わないのだから』

　…………。

　こ、これが本音ってことは──




　氷室のやつ相当お怒りってことだよな……。




　今だけは本音で喋る氷室が恐かった。

　無理してまで来なくていいと俺を遠ざけたようなあの発言も、怒ってますという氷室なりのサインに違いない。

　学園祭で生徒会が激務になるって、そんなのわかりきってる状況で身勝手にも安請け合いをしてしまった俺のことを。

　そして、何かこのタイミングでの実地試験のお誘い。

　これは……埋め合わせしろって意味合いが強いよな、きっと。

　よくよく考えれば俺の発言は、この前の確認テストに引き続き砂を優先すると言っているようなものだった。

　両いの相手をほったらかしにする形でだ。そりゃあ氷が怒るのも当然だよな。

　最悪、土曜の実地試験次第では、冗談抜きに愛想尽かされちゃうんじゃないかってそんな気がしてならなくて──

　か、完全にやらかしちまったよなぁ……。

　ほんと、アホだろ俺。何で気付かないんだよ、大馬鹿物すぎるだろ……。

　どどど、どうしよう!?





　　　　♡






「うーん……学園祭の模擬店の監修ですか……」

　放課後、さっそくナンナの館に来ていたアタシが、今日ここに来た理由を説明すると、ナンナは静かに顎に手を当て顔を顰めた。

「だ、だめかな？」

　アタシは背中に冷たい感覚を覚えながらナンナに恐る恐る尋ねてみる。

　えっと……ナンナって雰囲気からしてすごいノリのいい人だから、こういうお祭りごとはすんなり乗ってくれるイメージだったのに、予想外っていうか。

　これ……結構ヤバめな空気だよね。断られたらマジどうしようつーか……明日オタ島に合わせる顔がなくなっちゃう。正直、それが一番しんどかったり……。

「いやーだめってことではなくてですねー。ナンナさんはこういった催しが大好きですし、本来なら喜んで協力して上げたいところなのですが……ただちょーっと今回は諸の兼ね合いが……」

「兼ね合い？」

「だってこれ、どう考えても雅ルートまっしぐらなイベじゃないですか。となると私としては、色々と複雑なポジションに立たされることになるわけでして」

「は？　アタシのルート？　イベ？」

　えっ、なにそれ？　ナンナの言ってる意味が理解出来ないんだけど。

　唖とするアタシに構うことなく、ナンナは、頭が痛いと頭を押さえて悩み続ける。

「うーん、ナンナさんは一体どうすれば……」

「──あら、簡単な話ではないですの」

「えっ!?　だ、誰……？」

　背後から突然やってきた声に、アタシはビクッと驚き、恐る恐る振りかえる。

　そこにいたのは、人形が着ているようなお嬢さまっぽいファションをした、ナンナと同年代っぽい綺な女の人だった。い、いつの間に、入って来たんだろうこの人……。

「おや、来てたのですかうん──」

「こほん！」

「……ランラ」

「もちろんですとも。こんな絶好のチャンス、このわたくしが見逃すとお思いで？」

「はい、お思いですよ。なんせ三ヶ月間も見逃していたんですからね」

「ぐっ……そ、それは言わないのが友としての優しさなんじゃないですか！」

「いえいえ、こんな失態を二度と起こさないように、逆に釘を刺してあげることこそが友としての務めかと」

　まるでアタシが見えていないかのように、仲よさげに会話する二人。

　このままじっと傍観してたらいつまでもこのコントのような光景が続きそう。そんな気がしてアタシは怖ず怖ずと二人の空間に入っていく。

「あ、あの──この人は、ナンナのダチとかそんな感じ……？」

「おっととすみません、紹介が遅れてしまって。こちらは私の友人のランラです」

　ナンナが手を広げて向けると、ランラと呼ばれた女性は丁寧な動作でぺこりと頭を下げた。ほんと美人だなーこの人。すべすべの白い肌にぱっちりとした青い瞳、外国の人なのかな？

「お初にお目にかかりますね雅。わたくしはランラと言います。歳はナンナと似たような物なので、もちろん雅よりかは年上になりますが──ま、ナンナと同じようにフランクに接していただいて構いませんわよ」

「そ、そう。じゃあそれで、よろしく」

「まー簡単に紹介すると、私の同業者って感じですかね」

「へぇー。ってことはランラも占い師なんだ」

「まぁ、そうなりますわね。もっとも互いの得意とする占いのジャンルは異なりますが」

「あーそうだよねー。占いって言っても、色んな種類があるもんねー。──ってあれ、気のせいじゃなければ……さっきランラ、アタシのこと名前で呼ばなかった？　初対面のはずなのに……」

　アタシは怪な顔でランラをじっと見つめる。今更だけど、おかしいよね絶対に。

　すると、ランラはしまったとばかりに「あっ」と目を見開いたまま固まって、

「えーとその理由はですね、ランラの得意とする占いにあるんですよね」

　と、何だか本人よりも先にナンナが慌てて説明に入る。何だか怪しい……。

「ですよねランラ」

「え、ええ。そうですとも」

「へ、へぇ……。で、そのランラが得意な占いってどんなのなの？」

「えーっと、わたくしのは運命をこう覗くというか、導くといいますか──」

「それって、未来視的なやつってこと？」

「そう、それです！　未来視ですわ。それであってますわ」

　指をビシッと伸ばして高らかに宣言したランラ。アタシに言われるまで自分の得意な占いが出てこないって、この人、大丈夫なわけ？

「ちなみにナンナさんの専門分野は恋愛ですよ」

　うん、知ってる。それはめっちゃ知ってるから。

「まぁつまり、わたくし自身の未来を占ったら雅と出会うビジョンが映り込んで──それで貴女の名を最初から知っていたという話ですの」

「な、なるほど……」

　占い師は自分自身のことは占えないとか、何かでそう聞いたことあるような気がするんだけど──ランラはそれさえ出来る凄ってことなのかな？　まぁ現にアタシの名前知ってたわけだしさ。たとえランラから前もってアタシの名前聞いてたとしても、流石に顔までは一致しないはずだし。うん、流石はナンナのダチなだけあるって感じがする。

　てか、そんなに凄腕ならアタシのこと占ってみて欲しいかも。

　み、未来のアタシ、誰と付き合ってるの的な──

「あのさ、ランラの占いって、いくらくらいするの？　その……よければ占って欲しいなーって」

「あら、いいですわよ。お近づきの印に無料で占って差し上げますわ」

「え、タダでいいの!?」

「ええ。タダで構いませんわ」

　やった。超ラッキーな展開じゃん。

　あーでもこれ、肝心の結果で最悪なパターンが待ってるかもしれないんだよね……。

　と、アタシが一喜一憂してる傍では、

「それにこれはわたくしなりの罪滅ぼしもあるというか……」

　と、ランラが何やらモジモジと呟いていた。

「──それではナンナ、場所をお借りしてもよろしくて」

「仕方ないですねー。これは貸しですよ貸し」

　面倒くさそうに定位置からどいたナンナに代わり、ランラが座る。つーか、人の商売道具で占いって出来るんだね。精度とか落ちたりしないものなのかな。よくわかんないけど。

「それでは始めましょう。雅の未来、そして辿るべき運命について」

「お、お願いします」

　神妙な顔つきになったランラを前に、緊張からか不意に心音がどくんと強まる。やっばい、めっちゃ不安になってきたんだけどぉおおお。

「──見えました！」

　ランラがかっと目を見開いた瞬間、台に置いてあった水晶玉がぼうっと光った。え、え、今のマジどうなってんの!?　見えると光るの!?　ヤバくない!?

　瞠したアタシは咄に横にいたもう一人の占い師に目をやる。ナンナん時は、こんな凄いこと一回も起きてなかったよね!?

　するとナンナは「ランラったら好きですよねー。こういう凝った演出」と肩をすくめてるだけで──う、占い師的には普通なのかな？　おくぶかー。

「まず雅、貴女には現在、意中の殿方がいますわよね？」

「えっ、えと……は、はい……」

　アタシは俯き、最低限のボリュームでそう、ぼそり。は、恥ずかしいぃいいいいい。

「その殿方──つまりはＡ君とは貴女にとっての──」

「えっ？　ちょ、ちょっと待って。Ｉ君じゃないの!?　……ごめんランラ、非常に言いにくいんだけどさ……えとーランラが見たアタシの好きな人がＡ君だったとしたら、その占いはちょっと外れてるっぽいつーか──」

「あ、あのですね雅。多分誤解なさっていると思うのですが、愛斗のイニシャルはＡであってＩではありませんわよ……？」

「あ、あ、なーんだそうなんだー。いやーオタ島のお母さんがさ、オタ島のことあい君あい君って呼んでたから、どーもそれとごっちゃになっちゃったっぽい。あははー。ごめんねランラ、疑うような感じになっちゃって。あってるから、続けて続けて」

　勘違いに羞を感じたアタシは、それをはぐらかすような陽気な笑顔で、頭をかきながら早口気味にそう促す。

　──って！　し、しまったぁああ。アタシ今、オタ島のこと好きです宣言しちゃってたじゃん!!　ナンナもいるのに……。うわぁあああもっと恥ずかしいことやっちゃってるぅうううう!?　し、死にたい。

「……では改めて──そうですね。ここは遠回しな言い方ではなく、はっきり申し上げることにしましょう。いいですか、その意中の殿方である田愛は、砂雅にとって──」

　ご、ごくり。

「ずばり──運命の相手なのです」

「ウェッ!?　運命の相手ぇええええええ!?」

「ええ、そうですわ。雅の人生に多大なる影響を与え、そして人生の苦楽を共に過ごしていく、生涯のパートナーたりえる存在。貴女にとってのお相手が、田愛なのです」

　どんっと誇らしげな顔でランラはそう告げた。

　胸がバクバクと破裂しそうな程に高鳴る。か、顔が熱い。この感情ははたして驚、困惑──それとも歓喜なの？　わっかんないよぉおおお。

　オタ島がア、アタシの運命の相手って──確かに確かに今年から同じクラスになって偶然席が隣になってからというもの、お小遣い消滅の危機がかかった中間テストの時に、学年で一番勉強出来るって話から何気なく勉強を教えてもらったことから始まり、夏休み補習がかかった期末テストとか、それにアキの件の時、無関係にも拘わらずアタシを助けてくれてついきゅんとなっちゃったりとか、後は一緒にやったバイトもすっごい楽しかったりと。ここ数ヶ月の間にアタシの人生にでっかく影響与えまくりだけどもぉおお……。

　そ、それに──

「生涯のパートナーって……そ、それってつまりさ、アタシとオタ島がいずれは……けけ、結婚しちゃうってこと、だよね？　アタシの解釈間違ってないよね？　別に仕事上での相棒とか、そう言った意味でのパートナーじゃないよね」

「はい。もちろん結婚のことですわよ」

　ランラの力強い即答。

　へ、へぇー。アタシとオタ島、いずれ結婚しちゃう運命なんだー。まぁ、既にオタ島のお母さんからの公認は受けてるわけだしさ、展開的には妥当なんじゃないの。『田島雅』ね。ふーん、悪くはないんじゃない。

　………………うひひ。

　髪の毛をくるくるといじりながらそんなことを考えてると、何だか口の筋肉が緩んでしまった。ふ、不思議だなぁー。

　そんなアタシに、ランラは占いの結果を続ける。

「さらに補足しておきますと、雅は愛斗との間に三人の子をもうけ、順風満帆で特に大きな不運に差し当たることもなく、それはそれは誰の目から見ても幸せそうな夫婦生活を──というのが、わたくしの見た雅の未来、大まかな運命の流れはこのような感じですわね」

「さ、三人の子供……」

　アタシは一気に顔面オールレッドになり、餌を待つ鯉のように口をぱくぱくさせたまま固まってしまった。そ、そんなに大所帯になるまで、アタシとオタ島頑張っちゃうの!?　そ、その夫婦の営みを…………い、今のうちに雅以外の名前も考えておこうかなぁ──なんて！

　でもよかったー。悪い結果じゃなくて。そっかーオタ島ってアタシにとっての運命の人だったのかー。運命かー、運命ねー、運命ならオタ島とそうなっちゃうのも仕方ないかなー。うんうん、めいめい。

　や、やばい、にやけ止まらない病が再発して治らない。

　が、そんなアタシのことを生温かい目で見ていたはずのランラがおずおずと口を開く。

「お楽しみのところ、水を差すのは非常に申し訳ないのですが」

　次の瞬間には、凄い真剣な顔になっていて、

「いいですか雅。今わたくしがお伝えした未来は、あくまでも貴女にとっての一番幸せな未来を提示したにすぎません。未来とは草木の根っこのように複雑に枝分かれしているもの。ですが、そこには必ず、殆どの確率で辿り付く、一番の太軸、いわゆる運命と呼べる確実に幸せになれるメインルートが存在する。それがわたくしのお聞かせした未来というわけです」

「ごめん、今の話さっぱりわからなかったんだけど……つまりどういうことなの？」

「ようするに、運命のルートにきちんと突入するまでは、まだ別の未来にそれてしまう可能性があるってことですわ。ですが、一度そこに入ってしまえば後は盤石と言っても過言ではないでしょう。……神様の悪戯でもない限りは」

「なっ！　なんでそこで、ナンナさんを見るんですか」

「なんとなくですわよ」

　くすりと笑うランラの冗談に、わりと本気で反応しているナンナは「悪戯じゃなく仕事ですよー」とよくわからないことを言って肩を落とした。

「つまり、まだアタシの未来が占いの結果通りになるとは限らないから油断するな──ランラはそう言いたいってことだよね？」

「ええ、そんな感じですわ。その運命に辿りつかないかもしれない心当たり、雅には既にあったりするんじゃないんですか？」

　ランラの含みのある笑み。

「それは……たぶん」

　わかってる。あの人の存在だ。

　──氷涼。オタ島が氷室さんとくっつく。それこそがランラの言う、アタシとの運命から外れた結末なわけで──。

「っ！」

　胸の奥からズキリと鈍い痛みを覚えて顔が歪む。

　いやだし、そんなの！

　オタ島の運命の相手は、氷室さんじゃなく、アタシなんだし！

　他の誰にも、あげたりなんかしないっての！

「うふふ、その様子だと、これ以上、わたくしから言うことはなさそうですね」

　と、そんな歯がゆい顔をしたアタシのことを見ていたランラは、アタシの胸中を悟りきった様子で柔らかく笑った。

「雅の運命が実るように、わたくし応援してますわ。またいつでも相談いただいて結構よ。なんなりと、お話にのりますから」

「あ、ありがと……」

　お気持ちはとっても嬉しいんだけど……ランラってば、普段どこでお店開いてるんだろ？　他県だったら絶対に無理だよね。

「と、言うことで──」

「へ？」

「わたくしの素性と実力が存分に伝わったところで、話は最初に、本題に移りたいのですが、よろしいですわよね？」

「ほ、本題？」

「あら貴女、今日ここには何しにいらしたんですの？　占いをしにきたわけじゃなかったのではありませんでして？」

　やばっ、リアルに忘れかけてた。ごめんオタ島。

「そうだった！　アタシ、ナンナに学園祭での模擬店の話をしにきたんだった。けど……あんま感触よくなかったぽいつーか」

　アタシは罰の悪そうにナンナに目をやる。すかさず「えっーと」と言いながら目線を泳がせるナンナ。あーやっぱ無理っぽい。

「でしたらその件、この店の店主に代わってこのランラに協力を仰いでくれればと思っているのでしょうが、いかがでして雅」

「ええっ、いいの!?　そんなめっちゃ素敵なお誘い、アタシとしては願ったり叶ったりだけど」

　腕はもうナンナと並ぶレベルで確かなんだし。ソースはその、アタシの好きな人当てられちゃったし……。

「もちろんですわ。言ったでしょう？　わたくしは雅の運命を応援していると」

「うぇええ!?　そ、それとこれとは違うっていうか──」

「いいえ、一緒ですわよ。明日から始まる模擬店の準備はお二人の距離を縮めるまたとない大チャンスなんじゃなくって？　その出鼻をくじかれるわけにはいきません。占いについてもわたくしが素人でも様になりそうで簡単なのをいくつかピックアップしておいてさしあげますわ。雅、ラインの交換はよろしい？」

「は、はい。ありがとうございます」

　至れり尽くせりの状況に、アタシは思わず背筋をぴんと伸ばして丁寧に感謝の言葉を述べた。まるでこの人、アタシの恋を応援しにきた恋の神様みたい──って、流石にそれは乙女思考すぎるつーか、少女漫画の読み過ぎだよねー。あはは。

「そうですわね。模擬店の内装に関してはこのお店を模倣すればよろしいかと。ナンナ、それくらいはよろしくって？」

「そうですね。それくらいならいいんじゃないですか。誰も文句は言わないでしょうし」

　軽い口調でそう言ったナンナ。なんでそんな他って感じなんだろう。この店の主、ナンナだよね？

　そうしてその後アタシは、模擬店制作の資料として、店内をひとしきりスマホのカメラで撮らせてもらったのだった。

　ようし、明日から学園祭に向けて頑張るぞアタシ！

　それとそれと恋の方も！

　うわアタシ、今めっちゃっくちゃ青春してるって感じじゃんか。たはー。





　　　　◆






　次の日の放課後。

　俺と砂は昨日言ったように案出し、それからどう進めていくかの大まかな予定を立てるため、話し合っている最中だった。

　まるで蜘の子を散らしたように、放課後になると部活組帰宅部組問わずクラスメイトがさーっと散開し、瞬く間に静かになってしまった教室。そんな人手不足の状況の中、部活持ちの友達が、必要な時呼んでくれれば何とか都合をつけて手伝ってくれると言ってくれたのは凄い嬉しかった。設営時に、男手のあてがあるのはほんと助かる。

「──ってことで、ナンナの同業者のランラって人に、占い教えてもらえることになったんだー」

「同業者のランラか……」

　たぶんその人、同業者は同業者でも、占い師の類いじゃなく神様的な意味での同業者なんだろうなぁ……うん、名前の雰囲気も似てるし。そんな気がする。

　一体何を司る神様なんだろう。それに何しに現れたんだ？　嫌な予感しかしないぞ……。

　そう俺が訝しげに考えこんでると、

「あーその微妙そうな顔、オタ島はランラの実力が心配って感じなんでしょ。そこは大丈夫、実際に占ってもらったアタシが保証するからさ」

　たわわな胸を張って得意げな笑みを浮かべる砂城。

「へぇー。すごい自信満々だな。どんなこと占ってもらったんだ？」

「うぇっ!?　ええっとそれは……もうっ、乙女のプライバシー知りたがるとかオタ島サイテー！　ありえないし。マジキモい」

　えっ、なんで逆ギレされたの？　聞いて欲しいオーラ満々に出てたような気がしたのに。

「そ、そか……。じゃあランラの話はここで一旦置いとくとして──んーそれでも、やっぱナンナ監修って看板はあった方がよさげだからさ、その辺はもう一度俺から名前だけでも貸してくれないかって頼んでみるよ」

「ん、なんで？　やっぱオタ島はランラじゃ不安なの？」

「不安とかじゃなくてさ、ナンナのネームバリューがあった方が集客効果が高いつーか。ほら、砂がこの前のＨＲで占いの店を提案した時さ、ナンナの名前を出した途端、みんなざわめいてただろ」

「あー確かに、そんな感じだったかも」

「街の有名人が力を貸してくれる、この肩書きがあった方が君の生徒、ひいてはこのあたりの高校生みんなが断然食いついてくれるってことだ。砂城が言うようにきっとランラも同じくらい凄なんだろうけど、ここらじゃ占いと言ったらナンナってくらいにネームバリューがあるからな」

「なるほどーそういうことかー。オタ島あったまいいー。流石は学年トップ様」

　おおと目を輝かせた砂城が、賞賛するようににぱっと笑う。何だか少しむず痒い。

「けどそれ、オタ島に任せていいわけ？　アタシとしてはオタ島とナンナが面識あるのがちょー意外つーか、ビックリマンなんだけど」

「あ、ああそれなら、ナンナとはちょっとした経緯からゲーム友達になって以来、たまに一緒にゲームしてるって仲なんだよな」

　ほんと、複雑な事情のお陰で。

「ふーん。お客さんじゃなくて、プライベートで会ってるんだ。あんな年上の美人さんと。ふーん。まぁ別にどうでもいいけど」

　えっ、なんでそんなあからさまに不機嫌になってんだ。自分が一番ナンナと親しいと思っていたのに──とか、そんな感じ？

「えっとそれで次は……模擬店の内装に関してか。実際この辺りは凝りだしたらきりがなくなりそうだし、予算と時間の範囲内でいい感じにするにはどうするか──だよな」

　予算は生徒会を通じて各クラスに五万円が支給される。ちゃんと何に使ったのか確認出来るように、領収書やレシートそれに残金を学園祭終了後しっかりと生徒会に提出しなければならない。つまり、学園祭終了後も俺達生徒会の仕事は山積みってことだ。とほほ。

「それだけどさー。衣装とかってやっぱ用意した方がよくない？　この制服姿のまま占うのって、雰囲気的にはどうなの？　──って感じじゃん」

「確かに。でも、占い師っぽい格好かー。実際ナンナはすっごいラフな格好してやってるわけだし、それ見てると別に何でもいいんじゃないか──って気もしてくるけど」

　そう俺が苦笑すると、砂城は前のめりに反論してきて、

「いやーこれはなんつってもお祭りなんだしさー。それっぽい雰囲気出た方が絶対にいいに決まってるっしょ。そういうの大事だぞオタ島」

　この辺のこだわりの熱量差って、男女の違いなのかなぁ。何だかそんな気がする。

「けど、実際問題、予算的に考えて衣装は自作必になってきそうだけど──砂、裁縫は得意な口か？」

「いんや、全然。ミシンって何それ美しいのレベル」

「そ、そうか……。となると、悪いけど衣装の話はひとまず保留に──いや、待てよ……そっか──おい砂城、あて、あるかもしれない」

「ほんと!?　オタ島！」

「ああ。確か──」

　ぱあっと笑みを咲かせた砂城に頷き、俺はスマホを取り出す。

　俺の記憶が正しければ──

「あった。ほらこれ、昨日氷から教えてもらった佐達のコスプレ写真なんだけど」

「んーどれどれ──うわっ、すごっ、ハンパないじゃん、プロレベルっしょ。てかこれ、うちのクラスの国と高も混ざってるじゃん」

　俺が砂城に見せたのは、昨日生徒会で見たツイッターでの写真だった。

　そう、氷室が見せてくれたあの夏コミの記念写真にいた面子は、全員が２－Ａ在籍というわけではなかったのだ。中にはうちのクラスの、２－Ｂの国木と高波のように、つまり衣装を作ってくれる裁縫が得意な人が見つかるかもしれない。

「こんなすっごい服作れるなら、占いの衣装なんて余裕っしょ。でかしたオタ島」

　きらめく笑顔にのせて、喜びで弾む砂城の言葉。

「だろ。現に氷室のクラスの民族喫茶の衣装って佐伯達が作るそうだぞ」

「あーそれ知ってるわ。アキも着るって言ってたわ。よーし、国木と高波って確か放課後に教室でヒマつぶしてる時よく見た気がするから、たぶん帰宅部だし時間もとれるはず。うん、明日アタシ声かけてみるよ」

「無理強いはするなよな」

「わかってるって。けど、趣味で服作ってるんなら喜んでやってくれるっしょ。こっちもコスプレみたいなもんなんだし」

「まぁ、そうかもな」

「そうっしょ。そうっしょ」

　快諾してくれるに違いないと自信たっぷりに頷く砂城。

　その後、俺はテンションマックスな砂城と共に、店をどんな内装にするのかを決めた。

　ナンナの店の写真を参考に、黒の遮光カーテンは外せないよなーとか、明かりはランタンっぽいのがあったらいいなーとか、看板はどんな感じが人呼べそうかなとか。

　出だしは好スタートだったんじゃないかと思う。

　──ほんと、出だしだけは。






第三章　氷さんによる恋の実地試験









　土曜の昼過ぎ、俺は駅前で氷室を待っていた。

　今日は恋約者の実地試験──という名目のデートだ。

　試験内容もといデートプランは氷室が考えてきてくれるらしい。

　氷室のことだから、試験が建前だとしてもそれなりに試験っぽい要素を入れてくるだろうから──ああ、ここは是非とも期待に応えないと。

　ただでさえ学校では会う機会が減っていて──あまつさえ俺の分の生徒会の仕事まで手伝ってもらっちゃってる状況なんだし……。

「それに、俺のほうは正直ちょっと顔向けしづらい状況なんだよなぁ……。模擬店の進が滞っているというか──そのせいで、もうしばらくは生徒会を留守にすることになりそうで……はぁ」

　知らず知らずのうちにため息がこぼれ落ちる。

　水曜日の朝、砂と山の間にちょっとしたいざこざがあった。

　山瀬が取り巻きを引き連れて砂城に発破を掛けに来たのだ。「砂城さん、模擬店の準備どうかな？　もし何か悩んでいることがあったらウチらにいくらでも相談してね」と、外面だけは協力的なクラスメイトを装って。

　そんな山瀬達を前に、砂城は揚と語ったのである。これからの展望──国や高の力を借りてとびっきりの衣装を作って貰えるようにお願いしに行くことを。

　そして、ここからは俺の推測にすぎないのだが──恐らく、山瀬達に先回りされた。

　方法は今はまだ不明だが、何らかの形で国木や高波が協力出来ない態勢が作られている。

　その証拠に砂城が声をかけようとする度に、彼女達は目線を逸らしてすたすたといなくなってしまうらしい。

　根が真っ直ぐな砂城は山瀬の行動に対して「は？　意味わかんない。クラスの模擬店が失敗に終わってもいいってこと？」と、眉をつり上げていたが──残念なことに、山瀬にとってはそうなのだ。カーストトップなはずの自分の意見が通らなかった時点でどうでもよくなっているだろうし、しかも唯一このクラスで自分より上で目りな砂城が失脚してくれるなら喜んで──って感じだろう。

　組織の成功よりも、個人の立場を最優先する。まるでドラマとかでよく見る三流悪党。

　なら砂城はそのドラマの主役と言ったところか。まだ諦めない、絶対に衣装作ってもらうからと、目の輝きは未だに健在。なら、助演者の俺としてはその意思を尊重するしかない。学園祭まで残り約三週間、まだ時間的な余裕はある。

　だけど問題への突破口が全然見えてきそうにないのが……はぁ、どうにかして国木達から砂を避ける理由を聞き出せたらいいんだけどなぁ……。

　再びこぼれ落ちるため息。

「──あら、待たせてしまったようね」

　すると、俺の背中に聞き慣れた透明感のある声がかかった。氷だ。俺は慌てて気を切り替えると、振り返って笑顔を見せる。よし、模擬店の話題は今日はもう封印。後はもう、氷室と楽しむことだけ考えよう！

「いや、俺もついさっき来たところだ」

「そう、ならいいのだけれど」

　小さく笑った氷室の本日のコーデは、青のブラウスに白のフレアースカートと、清流を思わせる、俺の好みにドストライクで氷室涼の名にぴったりなファッションだった。

　デートはまず女の子のファッションを褒めることから始まる──以前、砂城から指摘された重要なこと。是非ともこのアドバイスを活かしておきたいとこだ。それに何より、きっと氷室は、俺の好みに合わせてこの服をチョイスしてくれたのだろうから。おし。

「氷室、今日の服もいい感じだな。その……かわいいよ」

「……そう。それで、どうかわいいのかしら？」

　耳をうっすらと赤くしつつも、試すように小首を傾げる氷室。

「え？　い、いや、かわいいは、かわいいとしか……」

　な、何をご所望なんだ氷室は。あれか、まるで水面に佇む白鳥のような──とかそんな歯の浮いた台詞？　いやいや無理だろそれは、だって未だにこの「かわいい」の四文字ですらすごい緊張するのに。

「ふ、もうボロが出るなんて、残念よ罰島君。そんなテンプレ四文字の言葉で、私が喜ぶと、本気でそう思われているとしたら心外ね」（むー、もっと一杯褒めてくれても構わないのに。今すぐに籍を入れて独り占めしたいくらいのかわいさとか、そう言ってくれて全然構わなかったのに。ぷくー）

　これ、要約すると、嬉しかったからもっと褒めて欲しかった──ってことになるのかな？

「ま、別に私は、田君になんか褒められても、ちっとも嬉しくないわよ」

「へ……？」

　ちょっ、心の声で「もっと褒めて」って言ったばかりじゃん！　でもこの発言も心の声が聞こえない＝本音なわけで──音速の心変わり、いったいどうなってるんだよ？

「けど……貴方と会うのがちょっとだけ楽しみだったのは事実、よ。あくまでもちょっとだけだから、そこは勘違いしないでほしいわね」

「そ、そうか……」

　本音で「ちょっと」なのか……これまであんなにも大はしゃぎしてくれていたのに──やっぱり、最近全然生徒会に行けてないのを引きずってるってことだよな……。

　と、俺が顔を苦ませていると、氷はくすりと小さく笑って口を開き始めた。

「さて、そろそろ最初の試験会場に向かうとしましょう」

「お、おう、そうだな。……で、最初はどこへ行くんだ？」

「最初は映画鑑賞よ」







　映画館といえば、以前に氷室、砂とのいざこざがあった場所だ。俺にとって、映画館に来るのはあれ以来だった。なんせあの件はブラックホールにでもぶち込みたいレベルの黒歴史。防衛本能というやつか、その記憶がフラッシュバックしそうなスポットに自主的に立ち寄る気にはなれなかったのだ。

「さ、私達が見るのはこの作品よ」

　映画館につくと、氷室が上映中と書かれたパネルの一覧の一つを指してそう言った。

「どれどれ……コイナキ、か。知らない映画だな。原作は漫画って書いてあるけど──氷室がこの原作のファンとか、そんなのか？」

　そのパネルには今売り出し中のイケメン俳優とアイドルが映っていて、パッと見恋愛映画らしかった。にしても漫画が原作か。正直あんまいいイメージがないんだよなぁ、この手のメディアミックスって。何で実写でやるんだと叫びたくなるの、俺だけじゃないはず。

「ふっ、何も知らないのねダメ島君は。いいかしら、コイナキはね、今女子高生の中で話題沸騰中の超泣ける恋愛映画なの。佐さんも超絶賛していたわ。『これをカレシと見に行ってもし泣いてなければ、そいつは人間じゃないから別れた方がいい』だそうよ」

「……つまり、俺に人としての感情があるかのテストってことか？」

　なんだそれ。

「いえ、感情があるかというよりも、私と同じ感性を持っているかのテストになるわ。そうじゃないと、実際に付き合ってもウマがあわなくてつまらないでしょう。そのためのテストとして、一緒にこの映画を見るというわけよ」（ねぇねぇ、カップルで話題の映画を見るって、いかにもデートらしいでしょ。ふふっ、心配しなくても私と田君の感性が違うなんて、そんなことあるはずがないわ。究極に相性抜群だものねー私達）

「な、なるほど、それは一理ありそうだな」

「さ、チケットを買いに行きましょう。ちなみに、今回は恋のテストということで、特別にカップル割を適用することを許可するわ。学割では１３００円のところ、カップル割だとなんと１２００円よ。１００円のためと自分に言い聞かせ、我慢することにするわ。たかが１００円、されど１００円よ」

　楽しげに微笑むと、氷室はチケット売り場へと歩いてく。

　そんなこと前に言ってたかも、恋約者はカップル割オッケーだから誘って欲しいって。んーだいたい見えてきたぞ、今回のデートのコンセプト。

　ようするに、「恋人っぽいこと」じゃないかな。

　そう思いながら俺は氷と一緒に真ん中の席を選び、そしてカップル割を適用させてチケットを購入しようとした──のだが。

　そこで、予想外の事態が発生する。

「ありがとうございます。それではお会計の方になりますが、今日は十五日、当館では月に一度のスペシャルデーとなってまして、どなたでも一律１０００円ですので──二名様合計で２０００円、お願いします」

　満面の笑みを浮かべてそう言った受付のお姉さん。

「ふぇっ!?」

　その瞬間、氷室から、らしくないすっごくかわいらしい声が漏れ出た。

「……２０００円ですね」

　俺はとりあえずぱっと会計をすまして、その場から離れる。

「ふふっ、残念だったわね。私とのカップル割が適用できなくて」

　口に手を当て上品に笑う氷室。けれど、その添えられた手はぴりぴりと震えていて、

（うわぁああああああん！　なんでなのよぉおおおおおおお!?　なによスペシャルデーって、いらないわよそんなの。返してよ、私のスペシャルデートプランの最強コンボを。２００円くらい大目に払うからぁああ）

「確かに、うん……残念だった」

　次氷室と映画を見に来る際には十五日だけは外そう。




　それから俺達は、飲み物だけを購入して劇場に入り、まもなくして映画が始まった。

　──十分が経過。

　──二十分が経過……。

　──三十分が経過…………。

　──四十分が経過………………。




　つ、つまらねぇ……。




　どう控えめに言っても全く面白くない映画だった。

　原作の盛り上がる場面だけを無つなげて、視聴者を置いてけぼりのまま進んで行くおざなりな脚本。おまけに主演俳優の演技はどれも棒読み染みていて、それがまた退屈さを増長している。あと俺の個人的意見からすれば、イケメンで運動神経抜群のヒーローなんかに、一ミリも感情移入出来る気がしない。どうやら俺と佐では感性が一致しないというか、付き合えないことだけは確かなようだ。ま、最初からそんな気少しもないけど。

　……氷はどうなんだろう。

　既に大泣きしてたらどうしよう。見終わった後にすっごい考察とか求められたりしたらどうしよう。もう既に流し見状態で頭に入ってないんだけど……。

　そんな一抹の不安と共に俺はそーっと氷室の様子を窺おうと試みる。

　が、その瞬間、俺の右肩に──氷室が座っていた方向からこてんと柔らかい何かが乗っかった。上品で甘い匂いが鼻にぶわっと広がる。

「──え、ちょっ!?!?!?」

　突如到来した甘い匂いを纏った物体の正体、それは氷室のなんともかわいらしい寝顔だった。心音を跳ね上がらせた俺は、思わず声を上げてしまう。どどどうすりゃいいんだ？

「すーすー」

　俺の耳元で囁かれる氷室の安らかな寝息。もう照れやら緊張やら混乱やらで頭が真っ白になる中、一つだけ確信を持って断言出来そうなのは、どうやら俺と氷室の感性は同じだったらしい。……と、とりあえず、幸せだなー。

　……にしてもこれ、起こさないのが優しさだよな？　間違ってないよな？

　そう判断した俺は、起こさないよう気を付けそーっと氷室を元の位置に戻す。
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「──ん、んー……」

　それは、氷の姿勢を正してから更に四十分程が経過し、映画がクライマックスに差し掛かった時だった。

　小さな唸り声と共に、うっすらと目を開けた氷室。

「んう──……えっ…………!?」

　恐らく、氷室は今、自分がどんな状態だったのかに気付いて、眠気が吹き飛ぶほどにあたふたしてることだろう。

　けど、俺はその様子を窺ってはいけない。決めたのだ。氷室の名誉を守るためにも、ここは映画に熱中しているフリをして、何も気付かなかったことにしようと。

　ふ、振り向くなよ。見ていいのは、スクリーンのみ。このくだらない映画だけだぞ。

　今氷室がどんな表情をしているのか、正直凄い気になるところだけど──ここは我慢だ。

　ほどなくして映画は終了し、一応エンドロールが終わるのを待ってから退出する。

「田君その……映画、面白かったかしら？」

　ロビーに出ると、伏し目がちな氷室がもじもじと自信なげに聞いてきた。

　そっか。ここで下手に面白かったって言うとブーメランになっちゃうのか。

　けど氷室が寝ていたことを気付かないフリするのに、映画に見入ってる演技していた兼ね合いもあるし──でも、ここは正直な感想を告げるべきだよな。

「うーん、正直言えば、個人的にはつまらなかった、かな。これに１０００円も払ったのかって思ったら、なんとか面白い要素がないかって頑張って見てたけど……だめだったよ。涙なんて一ミリも出る気がしなかった」

「……そう。ならよかったわ。私も貴方と似たような感想だったから。一緒よ、一緒」

　不安が先行していたからか、素直にふふっと喜ぶ氷室。

「そうね。感性のテストは合格ということにしましょう」

「あ、ありがと」

　合格は合格なんだし、喜ぶべきだよな。

　何だかデート的には全然だめだった気がするけれども。







　映画館を出た俺達は、次なる試験場所に向かうべくバスを使って移動し、バスを下りると、そこからは地図アプリを操作する氷室に連れ立って歩いていた。

「映画の後は、カフェでお茶よ」

「カフェか。いかにもデートって感じの流れだけど──まさか、また佐のオススメとかじゃないだろうな？」

　それだけは止めておこう。絶対に。あんまりいい予感がしないから。

「え？　なんで佐さんの名前が出てくるのかしら？」

「い、いや、映画がそうだったからその流れ的に……」

「ああ、そういこと。ふふっ、違うわよ。ちゃんと貴方のリクエストにあったお店を──」

「ん？　リクエスト？　俺そんなことしたっけ？」

　記憶にないぞ。

「あら、やったじゃない。ほら、論述試験という名目のアンケ──ゴホン！　ごめんなさい、どうやら私の勘違いだったわ。ええ、これはあくまでも私個人の希望よ。ええ、テレビで紹介されてていいなって思ったの。私が」

　押し通すようにまくしたてながら頷く氷。

　え、あのいつぞやの論述試験、選択問題ばっかだったけど、あれって俺に対してのアンケートだったのか！　……後半は完全に暴走してたけど。

　確かにあの中にカフェがどうこうって問題あったような──記憶が正しければ、店内の雰囲気を重視したオシャレなカフェって答えたはず。

　──ってああ!?　よく考えたら映画もそん時の俺が答えたやつだ。体を動かす系より芸術鑑賞系を選択した。ってことは、今日のデートコンセプトって、本当はもしかして──

　俺の希望を、氷室が叶えてくれようとしてるってことなのか!?

　そのために、氷室はクラスメイトやメディアでの情報収集に勤しんでくれたと。……そうとは知らず、俺は氷室の喜びそうな方を選んじゃったんだけど。

「ちなみにどんなお店なんだ？」

「そうね。一言で表すなら、隠れ家的お店と言ったところかしら。この試験のポイントは長時間一緒にいて苦に感じないかどうかにあるわ。ね、恋人にするなら大事な要素でしょう」（雰囲気のある静かなお店で、至福の一時をゆったりと過ごせるような、そんな隠れた名店だそうよ。景色も、海沿いにあるお店だからテラスから見える海の景色が最高らしいわ。後の時間はそのお店で心ゆくまでイチャつきましょう。田君の都合がよければ、今日は最近放課後会えてない分も含めて、閉店までずーっと一緒にいて田島君成分をいっぱい補充させて欲しいなー、なんて）

　お、おう。ほんとしばらく生徒会にろくに顔出せてなくてごめん。

「そうか。なら、氷室が退屈に感じないように頑張るよ」

　俺は心の中で謝りながら、得意げな顔をする氷室に苦笑してそう答える。

　どうでもいいけどその手の隠れ家的って謳い文って、一体何から隠れているんだろう。

「──えっと、地図アプリだとこの辺になるのだけど──あった、あれだわ。って、えっ！　こ、これはどういうことなの……？」

「ど、どうしたんだ？　このお店であってるんだよな？」

「え、ええ。それは……間違いないようなのだけれど」

　店名を呆と眺める氷が信じられないと言いたげにゆっくりと頷く。

「嘘っ、なんでこんなに沢山人がいるのよ？　もしかして、あの映画館と同じでこのお店も十五日はスペシャルデーだとでも言うの？」

　なんと、そのお目当てのカフェには、氷室も想定していなかったであろう、長蛇の行列があったということらしい。

「いや多分そうじゃなくて──氷室はさっき、このお店がテレビで紹介されてたって言ってたよな？　氷室がそれを見たのっていつのことだった？」

「三日前の夜だけれど……」

「あーそれじゃあ、単純にテレビに紹介されたのが原因だ。オンエアされた週の最初の休日ってなると、この人だかりも納得だな」

　隠れ家が公共の電波に乗って世間に知れ渡ってしまい、隠れられなくなってしまった。どうにもそういうことっぽい。この行列は、氷室のようにテレビを見ていいなと思った人達だろう。列の量的に、最低でも二時間ぐらいは覚悟しないといけないかも。

「……どうする？　時間かかりそうだし、他のところにするか？」

「私は別に、待っても全然構わないのだけれど。田君にお任せするわ」

　氷室は表面ではそう気丈に振る舞いながらも、口元が微かにひりひりと震えていた。

　ショックを受けてるってことだよな。こんなはずじゃなかったって。このお店を語っていた時の氷室ったらそれはもう楽しみってのが十二分に伝わってきてたから。

「なら待とうか。俺も氷室の気になったお店ってのに興味があるしさ」

　俺は二時間なんてへっちゃらだと言いながら、笑ってみせた。

　氷室が俺とのデートのために見繕ってくれたお店だ。

　当然俺は、入りたいに決まっている。

「……そう。わかったわ」

　氷室の覇気のない返事。

　そうして俺達は、行列の最後尾へとついた。

「……田島君」

「ん、どうした？」

「いえ、何でもないわ。ただ呼んでみただけよ。他意はないわ」（私の我が儘に付き合ってくれてありがとう。貴方のそんな優しいところ、私は大大大好きよ）

「そ、そか……」

　俺も氷室の、こう完なようで抜けてるところが、とってもかわいくて大好きだ。

　結局俺達が店内に入れたのは、夜七時になるかという頃だった。

　でもその間の時間を、俺はちっとも苦になんか感じなかった。

　ただ氷室の建前と本音を交えた他もない会話をしていただけだったけれど、どんな形であれ氷と過ごす時間は最高だった。

　それはどうやら氷室の本音も同じようで……それが嬉しくて。

　このテストは、試験会場の外でもう合格って感じでいいんじゃないだろうか。

　だって二人とも、ずっと一緒にいて楽しい以外の感情を抱いていなかったのだから。







　本来なら夕方で解散の予定だったところ、入店の段階で既にいい時間になってしまったということで、せっかくだからと予定を変更してそのまま晩ご飯を食べることにした。

　俺はハンバーグセット、氷室は本日のオススメパスタセット（秋ときのこのクリームパスタだった）を注文して頂く。

　個人経営のカフェでのセットなだけあって、値段は全然学生向けじゃなく割高だけど、味の方はもうバリウマ。分厚いハンバーグステーキの肉汁が口の中でぶわっと弾けて最高だったというか、これだけでもう並んだ甲が充分あったと思う。

　ちなみに並んでいる間に、母さんに晩ご飯がいらない理由をラインで正直に伝えたら、

『いい、あい君。デートだからといって、氷室さんに奢ったりなんかしたら絶対にだめよ！　味をしめて定期的にたかられちゃうから』

　と、怒りのスタンプと共にラインが返ってきたんだけど……うーんどっかで一回、氷室への誤解を解く機会を設けないといけないよな。学園祭でＰＴＡも海鮮大を振る舞うって話だから、そこできっとまた会うことになるから尚。

「……景色、もう見えなくなってしまったわね」

　食後のコーヒーを片手に、氷室が儚げな様子でそう呟いた。

　氷室待望の海景色は、入店から三十分も経たないうちに、夜のとばりに隠れてしまった。けど意外にも店内は未だ満席状態が続いている。この時間に入ってくるお客さんは一体何目的なのだろうか。やっぱりご飯が美しいからかな？

「ま、氷室なんだその……こんな日も──」

　あるって。──と、俺は確かにそう発言した。

　けれども苦笑気味に放ったその言葉は、不意に響き渡ったドン!!という巨大な発破音にかき消されて──

「んんっ!?」

「えっ、一体なんの音？」

　驚く俺達は、反射的にその音の方向へと目を向ける。

　巨大な音の正体、はたして、それは花火だった。

「花火だわ」

「そ、そうみたいだな」

　夜の闇の中に、青赤緑と煌びやかな大輪がドッと音を立てて咲き誇っていく。

　どうやら、近くで花火大会があったみたいだ。周囲のお客さん達が待ってましたとばかりに嬉とした表情を浮かべ、中にはスマホや一眼レフを取り出して撮影してる人もちらほらと。なるほど、この時間帯から増えだしたお客さんはそれ目的だったのか。このお店がＴＶで紹介されたのが三日前だったらしいから、間近だったこの花火についても触れられていたのだろう。となると同じ放送を見ていたはずの氷が何でそれを知らないんだって話になるけど……ま、それを聞くのは野ってもんだよな。それに俺は、この一見完に見えて抜けてるところのある氷室が、あどけなくてかわいいと思うから。

「綺ね……」

　と、花火の鮮やかな明かりに照らされながら感慨深そうに氷室が漏らした。

　……何だかこれぞ正しく、スペシャルデーって感じがするな。

　満足感で胸いっぱいの俺は、思わず吹き出して、

「ははっ、最高だなこれ」

「ど、どうしたの田君？　いきなり笑い出したりなんかして」

「いやさ、こういった不測の事態で楽しめるのも、またデートの醍なんだろうなって。そんなこと考えてたらつい、自分でもよくわからない笑いがこみ上げてきて」

「えっ」

「ほら、夏休み初日に、雨で中止になって行けなくなった花火大会があっただろ。生徒会としての巡視って名目があったとはいえ、氷室と一緒に花火見れなかったのがやっぱすげー残念だったしさ。それがこうして長時間並んだおかげで堪できたって思うと何だか楽しくなってきたつーか、なんつーんだろうな。結果オーライってやつなのかな。はは」

　俺は腹を押さえながらそう言った。こみ上げる笑いが止まらない。

「……そう」

　そんな俺の姿に面食らったような顔をしていた氷室だったが、すぐに本調子に戻って、

「ふっ、ろくにデートもしたことない田島君が、一丁前にデートの醍醐味とかドヤ顔で語ってる方が笑いものだわ。ふふっ」

「う、うるさいな。そういう氷室だって俺と似たようなものだろ」

「それは、どうかしらね？」（ええ、そうよ。だ、か、ら、これからも私と一緒に、もっともーっと色んな体験していきましょうね。今日はとーっても楽しかったわ。終わりよければ全てよしね。うふふ）

「お、おう……」

　氷室の顔が直視できない。このタイミングでその糖度たっぷりな甘い本音は反則だろ。

「──さてと、それではそろそろ、今日の実地試験の結果発表といこうかしら」

　花火が終わると、氷室はそう切り出した。

「今回の実地試験の結果は──不合格」

「え、ま、マジかよ……」

「と、見せかけての合格よ。ふふっ、どう驚いたかしら」

　俺が驚くのを待ってから、氷はそう言って茶っ気たっぷりに笑い、舌をちらりと出す。浮わついた様子の氷室ってのもまた格別に最高だな。

「それで総評だけれど……まぁ、よかったんじゃないかしら」

　氷室は恥ずかしさからか頬を赤くし、顔を横に向けてまるで独り言のように本音を吐露する。もうたまらなくかわいかった。

「合格……。ってことは、いよいよ俺は氷室の正式な恋に──」

　嬉しいと、俺は笑顔で言葉を続けようとしたのだが、

「いえ、まだそうではないの」

　顔を赤く染め上げた氷室に、申し訳なげにそう告げられる。

「実はまだ、本審査が残ってるの。その結果が出るまで待ってちょうだい」（あのね田君、やはり一度しっかりと私の方からきちんと想いを伝えたいの。告白の時、心にもない返答をしてしまった謝罪も含めて。……でないと私に、貴方との恋愛関係を築く資格はないから。それで、もう少しだけ心の準備をさせて欲しいの……）

　……待ってるからな氷室。

　そしてその時は俺も伝えようと思う。氷室が縁神社に祈願したことから始まったナンナとの経緯、そしてナンナからもらったこの氷室の本音が聞こえてくる能力についても。じゃないと、きっと俺の方だって氷室と付き合う資格はないと思うから。

　もしその先に、氷室からの拒絶が待っていたとしても、これだけは絶対に避けてはいけない。

「…………わかった。本審査が終わるの、楽しみに待ってるよ」

「ええ。……けど、ここで一つ、実地試験合格の記念として──そのご、ご褒美をあげてもいいとは思ってるわ」

「ご、ご褒美!?」

　ごくりと唾を飲み込む。なんかその言い方だと、エロいイメージしかわいてこないんだけど!?

「そう、ご褒美よ。田島君のお願いを、何か一つだけ聞いてあげるわ。……その手をつなぎたいとか、ハグしたいとか──そ、そうね、今日一日名前呼びってのもありにしてあげようかしら……」

　顔を俯かせ、消え入るようなか細い声で、けれど確かにそう言った氷室。

　ど、どどどど、どうする田島愛!?

　氷室が提示してくれた三つだけとっても、どれも最高のご褒美だ。正直、一つになんてとてもじゃないが絞りきれない。

　──けど、一つしか選択できないというなら、やっぱ持続性があるやつのほうが特、だよな。となると、手をつなぐか、名前呼びの二択のどっちか──いやまてまて違う。氷は「何か一つだけ聞いてあげる」と言って、その使用例を述べただけにすぎないんだ。……あれ、でもこのお願い、どこまでの範囲がオッケーなんだ？　ききき、キスとか、もしかしてその先も……!?!?

　お、おお落ち着け俺、そういうのはやっぱそういった関係になってから、順序が違うだろおい。よ、よし、理性を見失わないためにここは一旦深呼吸して落ち着こう。取り返しの付かない行動に出ないためにも。

　そわそわと落ち着きない様子で返答を待つ氷室。

　そんな彼女を目に、より高ぶりを増す鼓動を落ち着かせようと、俺は大きく深呼吸をして興奮を押さえ込んで、理性を現実へと呼び戻した。

　──にしても現実、か……。

　冷静さを取り戻した俺の脳に、氷室と合流する前に悩んでいた問題が浮かび上がる。

　そうだよな、模擬店が大変な時に俺だけが浮かれているわけにはいかない、よな。

　……よし。

「……なぁ、氷室」

「どれかしら！」

「い、いやその……お願いより先に、ちょっと氷室に相談にのって欲しいことがあるんだけど、いいかな？」

「相談……？」

　きょとんとする氷室に、俺は「悪いな、こんなタイミングで」と苦笑して続ける。

　情けないかもしれないが、これしか解決の糸口がみつからなくて。

「あのさ──俺のクラスの模擬店について、少し相談させてほしいんだ」

「２－Ｂの模擬店についての相談？　まぁ、別に構わないけど……」

　何で今その話題をと訝しむ氷室。ごめん、でも俺が決めたお願いを聞いてもらうには、先にこっちの話をしたほうがいいと思ったんだ。

「ありがと。それじゃ早速──」

　俺は氷室に現在の２－Ｂの進具合について説明した。

　砂と山の対立に衣装の件、それらを全て打ち明け、氷室の所感を待つ。

　敏腕生徒会長と謳われる氷室涼ならこんな時どうするのか、教えて欲しいと。

　たとえ真するのが無理だったとしても、何かしらのきっかけは掴めるはずだ。

「……そうね。私だったら休日をフルに活用してでも自分で衣装を作成するんじゃないかしら。三週間もあるんだから、流石に彼女達には劣るかも知れないけど、でもそれなりの物は出来上がると思うわ」

　さらっと涼しい顔で放たれた言葉は、完全に天才だからこその案だった。強キャラによる完全なパワープレイ。最インスピレーションもへったくれもない。お手上げだ。俺と砂でやるにはハードルが高すぎる。

「あの、極力俺達にも何とかなりそうなのでお願いしたいんだけど……ない、かな？」

「んーどうかしら……国さん達と仲のいい佐さんに協力を拒む理由を教えて貰うって方法があるにはあるけど……それだと回りくどいでしょうし、他人任せになっちゃうのも、ナンセンスよね」

　苦笑する氷。それを前に、俺の頭にはびびっと電気が走って、

「それだ！」

　あったじゃんか。突破口。ああそうだ、悩むことなんてなかった、国木と高が砂城を避ける理由さえ判明すれば、いくらでも何とかなりそうじゃないか。

「頼む氷室、佐伯にそのこと、聞いて貰えないかな」

　両手を合わせて頼み込む。俺じゃ絶対に訝しがられるだろうし、砂城も国木達が避けている以上望みは薄い。でもクラスメイトで交流のある氷室なら、あの噂好きでお喋りな佐伯のことだしきっと教えてくれるはずだ。

「いいけど……一つ条件があるわ」

「ん、なんだ？」

「学園祭準備で忙しくても、週二日は必ず生徒会に顔を出すこと。これが条件よ」

「へ？　そんなの言われなくても、あっちがある程度片付けばそうするつもりだったけど」

　二日とはいわず毎日。元々ぱっと終わらせて、直ぐに生徒会に合流するつもりだったし。

「予定ではなく絶対よ。いいかしら、週後半の木曜と金曜は私と生徒会の日。いい？　その条件なら手を貸すわ」

　これだけは譲れないとばかりに、氷室がむっと眉を顰めながら念を押す。

「あ、ああ。わかったよ」

　ぎこちなく頷く。けど条件の意図はだいたいわかっていて、

「まーそうだよな。学園祭で忙しい時期に、いくらなんでも生徒会を空けすぎてるよな。氷室が怒った理由もよくわかるつーか。ほんと、ごめん」

「えっ？　……なんで私今、田君に謝られたのかしら。怒ったってなんのこと？」

「それはほら……月曜日に、俺がしばらくクラスを優先するって言った時に……」

　怒られた時の話をその怒った本人に説明するって、こうなんか複雑な心境というか、変な汗が出てくる。

「月曜日？　はて、私には貴方に怒った記憶なんてないのだけれど」

「そ、そうか……忘れてるなら、別にいいよ。あはは……」

「そう？」

　乾いた笑みを浮かべる俺と、本気で分かっていない様子で首を傾げる氷。

　嘘だろ……。本音でいなくても全然構わないとまできっぱりと宣告されたのに、それを本人がまるで覚えてないなんて……。

「じゃあ何でまたそんな条件を、木曜は学園祭実行委員会があるからわかるけど」

「……つ、つまらないからよ」

「えっ？」

「つまらないのよ。その、貴方がいないと」

　照れくさそうに本音を放った氷室が顔を俯かせる。

　そんならしくない姿に、唖となった俺は不意に吹き出してしまって、

「な、なにかしら。今の会話には何一つとして笑う要素などなかったわよね」

「わ、悪い。いやその、なんて言うかだな、氷室がそんなこと口にするとは思わなかったってか……俺がいないとつまらないって言ってくれたのが……素直に嬉しかった……」

「……そう」

　照れくさそうにプイッと顔を背ける。それでも否定しないのがまた最高に嬉しくて。

　俺がいないとつまらない──そんな本音を、氷室が口にしてくれたこと。

　それが今日氷室と一緒に過ごした中で何よりも幸せに感じた俺は、気がつけばにまにまとだらしのない笑みを氷室に向けていて──ついつい余計な本音が漏れてしまう。

「こういうツンデレな氷室ってのもかわいいな。ますます好きになりそう」

「なな、何かしらその気色の悪い笑顔は。ああ、貴方にかわいいとか好きとか言われても全然嬉しくなんてないから」（でへへー、嬉しいなー。けどねー田君。残念ながら貴方がいくら私を好きになったところで、私の貴方に対する想いは超えられないわよ。だって今も現在進行形で、私の愛は限界突破して膨張しているのだから！　えへへ。大好き♡）

　建前だと一発でわかる程に、顔を真っ赤にして慌てる氷室がこれまたとってもかわいい。

「──こほん。……それより、ほら、相談事はもう終わったのよね。だったら早くお願いのほうを言って欲しいのだけれど」

「そうだったな。──それじゃ気を取り直して俺のお願いなんだけど──」

　俺は少し緊張気味に、氷室へのお願いごとを伝えた。

「はぁ……ま、何でもいいと言った以上、私はそれで別に構わないわ。けど、くだらない浅知恵よね。まぁ、貴方にしてはよく考えたほうじゃないかしら」（非常にグッドよ田島君！　最高よ、是非それでいきましょう。ああ、楽しみだわ！）

　それを聞き終えた氷室は、態度ではつまらなそうにしていながらも、その口元は本心が隠しきれないといった様子でにんまりと開いていたのだった。





　　　　◆◆◆






　やった。

　やったやった。

　やったわよぉおおおおおおおおおおおおおお!!

　田君に褒められたわよ！　ツンデレかわいいって。もうツンデレな氷のいない人生なんて考えられないって。

　それにそれに、田島君が私にあんなお願いをしてくれるなんて──きゃー、今日はほんとに素敵な日になったわ。まさしく終わりよければ全てよしってやつね！

　うんうん、この調子ね、この調子。

　ツンデレ作戦順調に進行中。

　見ててね田島君、もっともっと貴方にしか見せない特上のツンデレをプレゼントしてあげるから。

　予習をしっかりとしてあるもの。ツンデレは、ツンとデレのギャップが肝心。

　ようし、また投げ込むわよー。

　デレのための布石。超特大のツンツンコンボを。





　　　　◆






　翌日日曜日、氷室からのラインがあった。

　どうやら早速動いてくれたらしい。

　ラインには氷室が佐から教えてもらったと見られる内容が綴られていた。

　──なるほど、そういう理由だったのか。

　よし、これなら全然なんとかなりそうだ。

　俺は氷室にお礼を、それから砂へとラインを送る。

　……にしても、佐伯の存在が俺にとって有益に働いたのって、初めてなんじゃないかな。







　そして月曜の昼休み、俺は生徒会室で人を待っていた。

　その隣には応接机に寄りかかりそわそわと落ち着かない様子の砂城がいて、

「ほんとに、来るかなぁ……」

「それは心配ないだろ。俺達じゃなく、氷室が呼び出したことになっているんだし」

　騙したような形になってるのは申し訳ないけれど。

　しばらくすると、生徒会室のドアがガラッと開かれた。

「──失礼します」「さえちゃんに言われて来たんですけど──!?」

　入ろうとしてきた二人が、俺と砂の顔を見た途端、驚いた顔で固まった。

　俺が氷にお願いして佐伝いに呼び出してもらった国と高が現れたのだ。

　ドアに手をかけたまま困惑する高波と、彼女の後ろに隠れて怖ず怖ずとこちらの様子を窺う内気な性格の国木。

「あ、あははー。どうもー」

　ぎこちない笑みを浮かべた砂城が、手を振って歓迎した。

「っ！　行こうくーちゃん……」

　険しい顔で顔を背けた高波が、国木の手を引き踵を返す。

「──ま、待ってよ二人とも」

　が、砂城がそんな二人を大声で呼び止めて、

「あのさ、いきなりであれだけど──ツイッターの写真、見せてもらったわ。でさ、めちゃめちゃやばかったつーか──それにほら、国木の持ってたあの絵ってさ、ブレスのヒロインだよね。あれ、すっごいよかった！」

　砂城の屈のない笑み。

　振り返った国木が目を丸くして「えっ」と小さな声を漏らす。

「ふつーに金とれるレベルだし──ね、もち将来はそっちの道目指すんでしょ。あ、今のうちにサインもらっといた方がいいよね──なんて」

「……嘘。調子のいいこと言ってるけど、どうせオタクマジキモいとか、ほんとはそんなこと考えてるんでしょ」

　国木を庇うように立つ高波が、険しい顔でそう突き放した。

「へ？　なんでそうなるわけ？」

「だってあんたらみたいなギャルっていつもそうじゃない。世間体や偏見だけで私達みたいなタイプをへらへらと馬鹿にして」

「ちょ、ちょっと待って！　それこそ偏見じゃんか」

「どの口がそれを言うのよ。現にそこの田君に、オタ島だとか本人が不快に思うようなあだ名つけて見下したあげく、たまに教室でマジキモいだとか罵ってるくせに」

　えっ、ええぇ……。た、確かに、周りからはそう見えたりするのかも……。

「そ、それは誤解だぞ高波。俺はこのあだ名に、不快とか不満とかそんなのこれっぽっちも思ってないから」

「アタシだって、見下すとかそんな気は一ミリもないし……ま、まぁオタ島が人一倍キモくて、たまにマジキモな発言するのは事実だし、そこは仕方ないつーか」

　隣にいる俺だけにしか聞こえないような小さな声で、何だか恥ずかしげにもじもじとそう告げた砂城。あの……全然弁明になってない気がするんですけど……。

「──とにかく、アタシだってアニメ見るし。そうだなー今やってるアニメだと──あ、今期って言うんだった。今期だと、『ニートの細胞』に『まじキャン』、あと『どれすば』はアタシ的に一番のおきにで、すっごい笑えて面白いのに次で最終回なのがちょー残念。……ま、まぁこれ全部勧めてくれたのオタ島で、アタシがアニメ見るようになったきっかけも全部オタ島なんだけどさ」

　頬をかきながら、照れくさそうに砂がはにかむ。

「けど、きっかけはどうあれアタシもアニメ好きだし面白いって思ってるから。きっと、国や高に負けないくらいに」

　砂城がふっと表情を和らげる。それはどんなにどんよりとした悪天候でも一瞬で吹き飛ばして快晴に変えてしまうような、そんな煌びやかで爽な笑みだった。

「……私、砂城さんのこと、信じていいと思う」

「くーちゃん？」

「たかちんありがと。私は大丈夫だから」

　何かを決意したような面持ちの国木が、高波の隣に並んだ。

「私の絵、すごいって褒めてくれてありがとう。私も『どれすば』見てるよ。ほんと、来週で終わっちゃうのが残念だよね」

　そう言って国木はにっこりと笑う。

　日曜日、俺が砂城に送ったのは、国木のピクシブページだった。集合写真でスケブを持って写っていた、あのサークルの絵師だった国木の。夏コミでサークルに参加するような人なら、日頃からネットに自分の描いた絵をアップしているかも──と思って探したのだ。

　国木と高波が砂城を避けていた原因、それは佐情報によると過去に国木が教室で絵を描いていたところ、そのノートを山率いるギャル達に横から取り上げられ小馬鹿にされたかららしい。さっきの高波の怒りようからして、かなり酷かったんじゃないだろうか。

　国木達から見て砂城は山瀬と同じ世界の人間だ。それどころか、その山瀬すら一歩引いて相手をする存在だ。きっと山瀬はそれを逆手にとって何か吹き込んだんだろう。誤解して警戒するのは、当然といえば当然だったのかもしれない。

　普段馬鹿にして見下しているくせに、こういう時だけ都合良く歩み寄ってくるのが許せないし腹立たしい。佐伯情報を纏めると、どうやらこれが大まかな理由らしかった。

　ちなみに、俺はこの理由を砂城には一切説明していない。

　あくまでも砂城に伝えたのは、国木のピクシブサイトと、そして共通の話のネタがあればいいきっかけ作りになるんじゃないかってその一言だけだ。

　砂城が実際に面と向かって話さえすれば、この人は傲な山瀬達とは全然違うタイプだって、そう気付いてもらえる確信があったから。

「──でさ、お願いなんだけど、二人には是非とも模擬店でやる占い師の衣装を作って欲しいんだ。アタシ的にはもうこれがなきゃこの占いのお店は始まらないって、そう思ってる。二人なら絶対最高に激ヤバな衣装作ってくれるからって。それから国には、模擬店の看板も描いて貰えたらいいなぁ──ってそう考えてるんだけど……どう、かな？」

「は、はい。私でよければ、喜んで衣装と看板、どっちもその……が、頑張ります！」

「はぁ……わかった。くーちゃんが手を貸すなら、私も手伝うよ、衣装作り」

「ほんとにぃ!?　ありがとう、二人とも愛してる！」

　明るい笑みを咲かせた砂がばっと二人に駆け寄った。

　恥ずかしいのか一歩引く高と、楽しそうに笑う国木。

　どうやら、うまくいったみたいだ。

　──ありがとな、氷。

　砂城を中心に肩を抱き寄せる三人の姿を見ながら、俺は生徒会室に二人を呼びだしてくれた少女に心の中でお礼を呟いた。

　その後、俺達は残った時間で軽く打ち合わせをした。

　占いはクラスを二分割して同時に二組のお客さんを占える仕様にするつもりなので、占い師用の服が二着、後は残りの作業時間と相談して呼び込みの簡単な服を作成してもらうことになった。まぁ、まだ誰がどの役割をするか決まってないんだけど。

　看板の構図は、こちらがお願いする立場ということもあって、国木の自由にして全然オッケーだという砂の方針で決まった。

[image: ]

　そして衣装と看板代の方は、始めにざっくりとした額を渡した後、足りない分は国達に一旦立て替えてもらい、後日予算からまとめて支払う方針になった。やはりこの手のは精通している人に一任するのがベストに決まってるからな、それにいちいち電話で生地や画材がどうだとか相談されても俺にはさっぱりすぎて、確実にイエスマンだから時間の無駄だ。それに二人には自費出版の経験があるんだし、勢い任せの変な使い込みはしないだろう。ここはクラスメイトを信じている。ちなみに、２－Ｂの模擬店予算の管理者は砂城の一任で俺だ。「リーダー命令！　断ることはできないよ。にひひ」だそうだ。

　話が纏まったところでちょうど予鈴が鳴り、俺達は教室に戻った。

「……ありがと、オタ島」

　座ると同時に、砂城がそう呟いてはにかんだ。

「ん？　別に……俺は何もしてないよな。どっちかっていうと砂城持ち前の人柄のよさのおかげって感じだったし」

「またまた謙しちゃってー。こうやって、アタシと高達が話せる場を設けてくれなきゃ、こんな結果にはならなかったわけじゃん。うん、アンタがどう思ってようと、アタシは絶対にこの進展は、オタ島がいてくれたからこそだって、そう確信しているから」

　砂城はそう言ってにんまりと笑ったかと思うと、何だか急にもじもじとし始めて、

「……ね、オタ島、これからもさ……その、ずっといてよね。アタシの傍に」

「は？　何を今更、そんなの当たり前だろ」

「へ？　ふ、ふーん。そっか、即答しちゃうんだ。いてくれるんだ。アタシの傍にずっと」

「乗りかかった船ってやつだろ。そんな念を押されなくとも最後までとことん付き合ってやるからさ。絶対に成功させような学園祭」

「……はぁ──」

　え、何にそんながっかりしたため息なのっ!?







　負の連鎖があるならその逆も必ず存在する。それを証明するかのごとく、俺と砂城の模擬店準備はこの日を境に、正の連鎖へと見事に反転した。

　月曜の放課後、人手が必要そうならと、高波がクラスの男子を何人か連れてきたのだ。

　その経緯はなんと幼なじみでカレシ経由。初めて聞いたビッグニュースに俺と砂城は大いに驚いたのだけれど。その二人曰く、別に隠しているつもりはないけど、教室ではそれぞれの友達といることが多いからか、今まで誰にも聞かれたことがないそうだ。

　彼とその友達が加わったことで人手不足は一気に解消され、看板作り、それに暗幕や小道具の作成など内装に関する作業も本格化し、全体的に作業が一気に進むことになる。

　水曜の放課後に目が外れて苛った山が「へぇー、砂さんて、アニメが趣味だったんだ。なんかいがーい、ってか似合わないよねー」とわざとらしく驚いて煽ってきたのだが、砂城は「そうだけど何、アタシがアニメ好きだとアンタに迷惑がかかるわけ？」「つかさ、カレシ持ちでさらに自分の趣味満喫してる高のほうが、アンタなんかよりもよっぽど青春をエンジョイしてるし、リア充だと思うんだけど」と、有無を言わせない手厳しい態度で軽く返り討ちにしてしまった。

　悔しそうにしていた山瀬だったけど、流石にもう、この現状をひっくり返すことなんてできやしないだろう。

　そして順調に準備は進み木曜。今日と明日は氷と約束していた生徒会の日だ。

　クラスの方はもう、俺が付きっきりでいなくても大丈夫そうなので、すっかりウィニングムードの砂城に後を託し、俺は生徒会室へと向かった。

　のだけれど──

「あら、どちらさんかしら？」

「そういえばうちの生徒会には副会長なんて役職があったんだわね。一週間以上不在なものだから、完全に私の記憶からは抹消されていたわ」

「別に来なくてもよかったのに。田君は社交辞令というのを知らないのね。あれはそのつもりだったのだけれど」

　来てくれていた相と柴の二人ともが笑みを引きつらせる程に、いつにもまして氷室の毒舌がキレッキレだったというか──恐るべき事に、これらは全て心の声が聞こえない本音ということで……。

　な、なんというか、異世界転生系主人公になった気持ちで叫びたい。

　俺また、何か余計なことやっちゃいましたか!?





　　　　♣






　あーむかつく。

　むかつくむかつく。

　めっちゃイライラする。バットで窓を思いっきり叩き割りたいくらいレベルでムカムカが収まらない！

　木曜の放課後。ウチはバスケ部模擬店の追加予算を申請しに行こうと、生徒会室を目指して歩いていた。一人でいるせいもあってか、昨日から抑まらない苛ちが、廊下を進むにつれよりめらめらと盛り上がっていく。

　ち、砂城……あいつ、なんでクラスの陰キャ共と仲良くなってんの？　何手と手をとりあってよろしくやっちゃってんの？

　陰キャ共がチョロすぎた感じ？　殿上人の砂さんにちょっと優しくされてコロッといっちゃったわけ？

　あほだなーあいつら。相手はあの砂城雅だよ。学年一のカリスマギャルがさ、本気であんたらと仲良くなる気があると思ってんの？　絶対心の中で小馬鹿にしてるって。アニメ好きも単なるリップサービスに決まってるじゃんか。

　あーあ、ウチの見立てだと、陽キャのこと毛嫌いしてる高達にちょろっと吹き込んでやるだけで、簡単に失敗するはずだったのに。

　それを理由に、模擬店リーダーの砂城さんのことみんなでフルボッコに責め立てて２－Ｂでのウチの地位を盤石にするつもりだったのに。

　なのに雑魚キャラが想像以上に雑魚すぎて失敗しちゃったじゃん。つまんなー。

　つーかさ、この状況って激ヤバだよね。

　ウチのクラスのイベントなのに、ウチら抜きで盛り上がって大成功で終了とか、それじゃ灰色の青春送ったのがウチらになっちゃうじゃん。ほんとに砂城さんの言うとおり、あいつらのほうがリア充に見えちゃうじゃん。

　だめじゃんそれ。

　そんな結末、あっていいわけがない。

「ちっ！」

　絶対に、なんとかしないと。

　胸の奥底からふつふつと湧きあがる怒りが抑えきれず、ウチは歩きながら、つい何度も舌打ちをしてしまう。

　──すると、

「あら、どちらさんかしら？」

「そういえばうちの生徒会には副会長なんて役職があったんだわね。一週間以上不在なものだから、完全に私の記憶からは抹消されていたわ」

「別に来なくてもよかったのに。田君は社交辞令というのを知らないのね。あれはそのつもりだったのだけれど」

　生徒会室を目前にしてウチの耳に飛び込んで来たのは、氷さんの冷な声だった。

　面白い匂いを嗅ぎ取ったウチは、扉の前で立ち止まって聞き耳を立てる。

　ぷっ、田島のやつ怒られてんじゃん。最高にスカッとするんだけど。まー所田島の評価なんてこんなもんでしょ。

　氷室さんも大変だねー。成績だけ重視したらとんだハズレくじ引いて。しかも、ずっと言い寄られてるっていうんだからたまったもんじゃないよ。一女子として、ほんと同情する。つか、会長権限でクビに出来ないものなんかな？

「──悪い、砂城から相談したいことがあるからちょっとだけ来て欲しいってライン来てるんだけど……まだ、実行委員会には余裕があるし、一瞬抜けてもいいかな？」

「……あら、私はさっき別に来なくてもよかったとそう言ったはずだけれど」

「ははは……とりあえずごめん、この後の実行委員会には直行するから」

　やばっ、あいつ出てくるの!?

　慌てて行動しようとするも、生徒会の扉はすぐに田によって開かれてしまった。生徒会室にいた役員四人の視線が一気にウチへと集中する。反射的とはいえ至近距離で田島と見つめ合う感じになるなんてもうマジサイアク！

　田島は怪な視線をこちらに送りつつもそのままウチをスルーして去って行った。そして、その後ろにいた氷さんから声をかけられる。

「山さん、生徒会に何かご用かしら？」

「え、えっと、学園祭の追加予算をバスケ部として、申請しに来た感じなんだけど……」

「わかったわ。ではこの紙に部活名と必要予算額、それと用途を書いてもらえるかしら」

　と言ってプリント用紙を取り出した氷室さんは、それを生徒会室の中央の机においてウチに座って書くように促した。

「──それじゃ、わたし達は先に学園祭実行委員会の方に行ってるね」

　ウチが座るとほぼ同時に、相はそう言って柴と一緒に去って行く。一人残った氷室さんは小さく息をつくと、ウチの対面に腰を下ろした。

　ウチが申請用紙を記入するのをじっと待つ氷室さん。な、なんか気まずいんだけど。

　ぶっちゃけ、この人苦手なんだよね。あんま喋ったことないのもあるけど、なんて言うか、ウチらとは違う次元の存在に感じるつーか──うーん、でもここはスムーズに予算通してもらうためにも、なんか会話して好印象もってもらったほうがいいよね。

　けど共通の話題かー……あ、そだ、これがあるじゃん。

「最近さー、ウチのクラスで砂さんと田島がいい感じなんだよねー」

「……へぇ……そうなのね……」

「そうみたい。何だか夏休みの時から一緒にバイトしたり、カラオケしたりと仲よかったっぽいけど、学園祭の準備を一緒にやって急接近って感じ。いやー砂城さんって、誰かと付き合ってるって噂全然聞かないなって思ってたけど、これは意外すぎだよね」

　ほんと、最近の砂城さん見ててまさかとは思ったけど、カラオケでウチにブチ切れた感じからして、きっと前からそうだったんだよね。男の趣味悪っ！

　でもここは田島に言い寄られて困っている氷室さんを安心させるためにも、二人の仲がいい風に言っとかないと。

「けどさ、田島と砂城さんって案外お似合いかもって思うんだよね。ほら、ニコイチ的な、足りない部分をお互いに補い合えるって感じに」

「お似合い、ニコイチ……」

　冷たい顔でそう囁いた氷さんがわなわなと肩を震わせる。よしよし、これは、どうしようもなかった悩みから解放されそうで喜んでるってことだよね。もう一押ししとこ。

「ウチのクラスの人もさー、模擬店の準備してる砂さんと田からいい雰囲気が出てたってそんな噂してたし、これは田島のほうも満更じゃないんじゃないかな。よかったね氷室さん。二人が結ばれたらこれ以上、悩まずに済みそうで」

　ウチはそう言ってにっこりと笑った。すると氷室さんも、ウチの狙い通りとってもにんまりとした笑みを浮かべてくれて、

「……そうね、ほんとによかったわ。ええ、素晴らしい話を聞かせてくれてありがとう山さん。そう、模擬店の準備をする田島君と砂城さんはとてもいい雰囲気なのね。うふふ」

　──ぶるる。……あれ？　急に肌寒くなったんだけど、もうすっかり秋ってこと？

「ごめんなさい山瀬さん。悪いけど、ちょっと急用を思い出してしまったから少し席を外させてもらうわ。すぐ戻ってくるから、待っててもらえるかしら？」

「え、う、うん……」

「ありがと。では」

　突然の申し出に戸惑うウチを余に、氷室さんは颯と出て行ってしまった。

　それからすぐに申請書を書き終わってしまって、ウチはヒマになってしまう。

　そうするとまた砂城さんに対する怒りがふつふつと湧きあがってきて──つか、今思ったんだけど、相手が田島だろうが砂城さん的には、模擬店の成功に、意中の相手と付き合ってと──物事が全て上くいってのハッピーエンドなんだよね。むかつく。

　あーなんとか、あの人に一泡吹かすいい方法がないもんかなー

　そう考えながら、ヒマだったウチは何の気なしに辺りをキョロキョロと見回す。

「──ん？」

　すると、ウチはふいに田島の鞄が目にとまって──その瞬間閃いたとばかりに脳に電流が走ったのだった。

　あ、いけそうじゃん！　てかこれ、絶対いけるって。

　そう確信したウチはすぐさま立ち上がると、一応周りを見渡して人がないのを確認し、まだ氷室さんが帰ってきませんようにと心の中で祈りながら田島の鞄のもとへと移動する。そして、念のためハンカチで手を包んで行動に出たのだった。

「どれどれ……昨日クラスで見た感じだと、目的の物は青い封筒に──あはっ、ウチの睨んだ通りじゃん」

　それじゃあいただきまーす。

　２－Ｂの──ウチらの模擬店予算を。ねっ。






第四章　氷さんと消えた学園祭の予算









「嘘だろ…………」

　質感のない声が、無意識に俺の口から漏れ出ていく。

　俺の鞄に入っていたはずの模擬店費用が封筒ごとなくなっている。

　その事態に俺が初めて気付いたのは、金曜日の昼休み、国と高が立て替えていた費用を請求された時だった。

　軽快に「りょーかい」と返事して鞄に手を入れた俺の顔が、鞄の中を探すにつれ次第に青ざめていって──

　頼む、出てきてくれ！

　そう胸中で祈りながら鞄をひっくり返してばさばさと乱暴に机の上へと振りかける。もしかしたら教科書やノートの隙に挟まっているかもしれない。慌てて本類全部を調べるも、やっぱり封筒は見当たらなかった……。

　背中の裏にぶわぁっと吹き出す嫌な汗。ありえない。絶対に鞄の中に、あるはずなんだ。

「……あ、もしかすると家に忘れてきたとか、そんなオチなんじゃない？」

　国木と高波がどう声をかけていいのかわからないといった表情になってる中、心配げに見守っていた砂が、努めて明るくそうフォローをしてくれる。

「い、いや。その可能性はありえない。昨日の生徒会前に一旦残額を集計して以降は、ずっと鞄にしまってたはずだから……」

「そ、そか……」

　どよんと暗い空気が漂う。どうしたらいいのかわからず、俺達の間に沈黙が生まれた。

「──え、何々どしたの？　もしかして模擬店のことでなんかトラブルがあった感じ？」

　その最中だった。

　不穏な空気を察した山が好奇心をむき出しにして、楽しそうに声を上げた。

　昼休みの喧に包まれていた教室が、不意にしんと静まりかえる。

「だとしても、今はアンタに何の関係もないから引っ込んでて」

　砂城が敵意の籠もった視線を山瀬に向ける。

「それ酷くなーい？　ウチらだってクラスの一員なんだし。心配にならないわけないじゃあん」

　どの口がそう言うのやら、山瀬はへらへらとした態度で仲間を引き連れ、俺の席に駆け寄ってきた。

　山瀬と俺達の関係がどうであれ、予算の入った封筒を無くしたのは事実だ。俺にはクラスのお金を預かっていた身として、説明の責任がある。

「……実は──」

　そう思った俺は、正直に教室のみんなにこの状況を説明した。

「え、やばくない。だってそれって事件じゃん」

　俺の話を聞き終えた山は、口に手をあててわざとらしく驚く。じ、事件……？

「は？　見当たらないってだけなのに、何で事件になるわけよ。アンタの頭、ちょっとぶっ飛びすぎてんじゃないの？」

「だって砂さん。田の話だと、木曜の放課後に鞄の中に封筒を入れてから一度もそっから出してないって言うんでしょ。だったら盗まれたって線が一番ピンとくるんじゃない」

　にやっと笑って山瀬がそう言うと、教室が一斉にざわつきだした。

「盗難ってそれ本当だったらやばくない？」「事件だし警察呼ぶのかな」「もしそうなったらうちのクラスはもちろん、最悪学園祭自体中止になるんじゃ──」

　ちらほらと聞こえてくるひそひそ話に、胸の奥がずしんと重くなる。

　模擬店の中止、学園祭の中止──まずい、それだけは何とかしないと。

「と、とりあえずさ、お金がなくなった責任は、管理してた俺にあるんだしさ。ひとまずお金は俺が出すから、模擬店の準備はそれで進めよう、な。……うん、俺がうっかり落としちゃった可能性だってあるし。盗難って確証は何一つないわけだろ？　だったらこれは俺のうっかりミスってことで」

　手に脂汗を滲ませて、ははと取り繕うような笑みを浮かべる。そんな俺のことを、砂城が「オタ島……」と悲痛そうに見つめていて……。

　申し訳なさで胸が張り裂けそうになる。やめてくれ、そんな辛そうな顔しないでくれ。砂城が思い詰める理由なんてどこにもないんだから。

「責任ってならさぁ──どっちかっていうと田島より砂城さんの方にあるんじゃない」

　くすりと笑って山瀬が砂城を見る。

「だってうちのクラスの模擬店の責任者って砂城さんじゃん。その砂城さんが田島に任してたってだけで。あれじゃん、あれ。部下のミスの責任をとるのは上司ってやつでしょ？」

「……そうだね。山瀬の言ってることは間違ってない。これは全部オタ島にお金の管理を強引に押しつけていたアタシの責任だよね」

「お、おい、砂城！」

　違う。それは違うだろ。そんなの絶対に間違っている。

「へぇー。やけにあっさり認めるんだね。あ、その方が砂城さん的に都合がよかったり？」

「は、どういうことよ」

　砂城の威圧の籠もった声をへらへらと躱した山瀬は、そのまま更にとんでもないことを言い出した。

「ほらさー。これはもしかしての、もしかしての話なんだけどね。これが盗難だとして、仮に砂さんがこの事件の犯人だとしたら、こう一番の被害者っぽく振る舞うのが一番かしこい選択なんじゃないかって。刑事ドラマ好きのウチはそう思ったりなんかー。だって被害者が真っ先に犯人候補から外れるわけだし」

「ふざけたことぬかしてんじゃねーよ。なに山は、アタシが犯人って言いたいわけ？」

「違うよ、うちはあくまでも可能性の一つとして、そうかもって」

「ちっ、うっとうしい言い方しやがって。……じゃあ聞くけどさ、もしアタシがお金を盗んだ犯人だとしたら、普通はオタ島に何が何でも責任を押しつけるんじゃない？　だって、アタシが責任を被った時点で、せっかくリスクを犯して盗んだ金が弁償で全部帳消しになるんだし」

「んーウチはそうはならないと思うなー。何だかんだいって結局は関係者による折半。最悪、クラス全員でカンパって展開もありそうじゃん。募金をしてもらう的な。そうなったら犯人はそのカンパの差分が手に入って大勝利だよね」

　山瀬が勝利のＶサインといったように手をピースさせて挑発する。

「どうやら、どうしても山瀬はアタシを犯人に仕立て上げたいらしいね」

　蛇をも容易くひるませそうな眼をした砂城が、額に青筋を浮かばせる。

　おいおい何だよこの空気。いつのまにか俺の失態が、盗難の話にすり替わっていて、その犯人が砂城かもって話にすり替わっている。おかしいよなそれ。クラスの連中なんか、もう完全に盗難だと信じきってしまってるし。

　全てが山瀬たった一人で騒ぎ出したことだということを忘れて──

「だったら、今ここで身の潔白ってのを証明してやるよ。アタシじゃないってことを」

　砂城はばんと勢いよく鞄を机の上に叩きつけると、そこから数歩距離をとって、

「ほら、アタシここで見てっから、鞄と机の中、好きなだけ調べなよ」

　そう言って腕を組んだ。

「お、おい砂城……」

「大丈夫だよオタ島。心配しなくてもさ、何も出てくるわけないじゃんか」

　砂城が心配無用と表情を和らげる。けれど、俺は胸に妙なざわつきを感じていた。

「んじゃ言い出しっぺのウチが、代表して失礼するね」

　名乗り出た山瀬はまず砂城の机の中をくまなく調べ始めた。何も出てこないとわかると、次にその手は机の上の鞄に移る。

　その瞬間、俺の目には山瀬の顔が微かだけど歪んだように映った。

「──ん!?　こ、これって──」

　鞄を調べて数秒も経たないうちに驚きの声を上げた山瀬は、砂城の鞄から何かをすっと抜き取った。

「あれれー。これ何かなー砂城さん」

　数分前までは神に土下座してでも見つけたかった──けど今だけは、悪魔と契約してでもその姿を見たくはなかった……件の予算が入った青い封筒。

「う、嘘でしょ……そんなの、どうやって……」

　数回瞬きし、砂は信じられないと顔面を蒼にして固まった。

「砂城……」

　思わず咄に砂城の名前を呼んだものの、あまりの驚きに俺の口は二の句を継げなかった。

「！　ち、違うからオタ島。こんなの絶対に、何かの間違いで……」

　今にも泣き出しそうな顔をした砂城の震える声。

「間違い？　でも現に封筒はここにあるわけでしょ。──いやいや、砂城さんの鞄の中にあった、の間違いかな」

　山が、思わずぶん殴りたくなるような小憎たらしい表情を浮かべる。

　周囲から砂城に向けられる、驚と困惑、そして侮の視線。

　クラスは完全に砂城断罪ムードだった。国達も自分にはどうすることもできなそうに、顔を俯かせてしまっている。

　どうする？　どうすればいい俺？　どう動くのがベストなんだ……？

　犯人は間違いなく山瀬だ。絶対にそうに決まっている。

　けど、それなら山瀬はどのタイミングで俺の鞄から封筒を抜き取って砂城の鞄に移動させたんだ？

　考えろ、考えるんだ。犯人が山瀬だってわかりきっている以上は、そこに到達するための式が確実に存在するはず。それを証明して、とっとと山瀬の暴挙を阻止してやるんだ。

「んーここまで大きな騒ぎになって来るともうウチら２－Ｂだけで終わる話じゃなくなりそうだよね。実際盗難はあったみたいなんだしー。ひとまず先生に報告しなきゃだよね」

　と、俺が頭をフル回転させている横で、山瀬はとんでもないことを言い出して──

　ま、まずいぞ。先生が入ってこれ以上大事になったら取り返しのつかない事態になりかねない。仮に山瀬の犯行を解き明かしたとしても、クラス内でのトラブルということで、最悪模擬店中止なんて重い処罰を先生達から下される可能性があるんだ。砂城達の今までの頑張りが全て水の泡になる、それだけは何が何でも避けないと。

　そう思って、俺は山瀬に声を掛けようとした。

「──それはちょっと待ってもらえるかしら」

　けれどその矢先に、聞き慣れた声がやって来て、

「この問題、ひとまず生徒会が預からせていただくわ」

　冷たい声音と共にざわつく周囲をかきわけて凛とした姿で登場したのは──この学園の生徒会長、氷涼だった。

「ひ、氷……」

　予想外の人物の登場に俺は絶句する。そんな俺を見て氷室は小さく息をついた。

「佐さんに急いで隣のクラスに来て欲しいといきなり言われて何かと思ったら……はぁ、これはもう頭が痛いとしか言いようがないわね」

　どうやらこの騒ぎはかなりの人を引きつけることになっていたらしい。ちらりと廊下側の窓に目をやれば、そこには相と柴の不安そうに見守る顔がある。

　そんな中、不穏な展開に混乱した野の一人が──佐伯が呼びに行ったのが、先生ではなく生徒会長の氷室だったのは、不幸中の幸いだった……そう思いたい。

「ともかく、一回生徒会で事件の概要を整理した上で、改めて先生に報告するか、どうするかの判断をする。学園祭を運営する責任者の一人として、極力私達の手で問題解決に取り組みたいの。それでいいかしら、山さん」

「うん。悪いことした人がちゃんと裁かれるなら、ウチは全然それでかまわないよ」

　氷室が淡々とそう告げると、山瀬はにっこりとした表情で承諾し、封筒を渡した。

「ま、待ってくれ氷室、これには──」

　きっと氷室なら少しは俺の意見に耳を傾けてくれるはず。そう信じて俺は必死に声を絞り出す。

「とりあえず田君と砂さんは今すぐ生徒会室に来てもらえるかしら。言い分も含めて話は全部そこで聞くから」

　が、返ってきたのはそんな抑揚のない、静かで低い声だった。





　　　　◆◆◆






　はれぇえええええええええええ!?

　なんなのこれぇ？

　どうしてこうなっちゃってるの？

　今、生徒会室には剣な空気が流れていた。

　応接机を挟んで相対しているのは、沈痛な面持ちで私の様子を窺う田島君と砂城さん。

　私の隣は空席。生徒会としてこちらの席にいるのは、生徒会長の私のみ。副会長の田島君は不在──あっちにいる。容疑をかけられた砂城さんの弁護に回っている……。

　おかしい……。なんで私が二人をより追い込んでいるような感じになってるの？

　どうして私、田島君の敵みたいなポジションになっちゃってるのよぉおおおおおお!?

　胸中で高らかに異議を訴える。

　先生に報告されないように取り計らったさっきの私は、田島君の窮地を救ったまさにヒーローだったはず。

　なのになのに、生徒会室に現れた二人はまるでドラマなどで見覚えのある判決を待つ被告人みたいに、どよんと暗い顔になっていて……わ、私は貴方の味方よ田君。だからそんな顔しないでよぉお、敵になるなんてありえないからぁあああ。

　そもそも二人横に並んで座る田島君と砂さんが、これからどんな困難が待っていようとも俺達はお互いを絶対に信じてる──みたいな一で主人公とヒロイン感満載なのが、もう不満で不満でしょうがない。うぅ、メインヒロインは私のはずなのに。

　と、ともすれば、浮気現場を目撃して咎める妻の構図に見えなくも……って違ぁあああああう。私の馬鹿ぁあああ!!　そもそも田島君は浮気なんてしないから！　そんな構図、地球滅亡よりもありえないから！

　お、落ち着きましょう。ええ、ここで荒ぶってちゃいつまでたっても本題に入れないわ。事情聴取を円滑に進めるために、真実へと一刻も早く辿り付くために……ここは不本意だけど一旦は私情をシャットアウトして、その役を受け入れるとしましょう。億だけど、深呼吸して気持ちを生徒会長モードに切り替えるわよ。

「ふぅ──」

「「!?」」

　私が息をついたのを見て、田島君と砂城さんが同時にビクッと体を震わせた。

　や、やめてその反応。私は別にお説教するつもりでここに呼んだわけじゃないのよ。敵ではないからね、勘違いしないでね、嫌いにならないでね田君！　うぅ、胸が痛い。
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「な、なぁ氷……話を始める前にさ……一つだけいいか」

「……何かしら？」

「こんな根拠のないこと、氷室にとっちゃ信じろってのがムリかもしれないけど、それでも言わせてくれ。砂は絶対に予算を盗んだりするやつなんかじゃない。頼む、どうか信じてほしい」

　真剣な眼しでそう懇願した田島君がゆっくりと頭を下げた。

　自分の立場や批判などには目もくれず、一心不乱に砂城さんを守ろうとするその勇ましい姿。また私の胸に強烈なボディブローが入っていく。くぅううん。

「お、オタ島…………」

　そんな田島君のことを、砂城さんは恋する乙女のように、嬉し恥ずかしさの滲むのぼせ上がった顔でうっとりと見つめていて──が、我慢よ私。これはうちの旦が格好良すぎるのも問題なのだから。

「あら、別に信じないだなんて誰も言っていないじゃない。なにかしら、田島君の中で私はそこまでの誠意を持ってお願いしないと聞く耳一つ持ってくれないような、そんな器量の小さい女とでも思われているのかしら。心外ね」

　こ、これがニュートラルの対応よね。突き放さず、それでいて近すぎもしない適切な距離の置き方。これでちゃんと合ってるわよね!?　ほんとは「もーダーリンの言うことなら何でも信じるに決まっているじゃない。ふふっ」って飛びつきたいけど、今は立場的にそれは御法度。ちゃんと公正な生徒会長を演出しないと。ごめんねダーリン。

「わ、悪かった。……それと、ありがとな氷室。俺の言葉を信じる気になってくれて」

　田島君が優しい笑みを、私に、私へと送ってくれる。わーい。やっといい表情が貰えたわ。ばんざーい。

「し、信じてくれるんだ、アタシがやってないってこと……」

「残念だけど少し違うわ。私が信じたのは貴女ではなく田島君よ。田島君とは一年の頃からずっと一緒に様々な業務をこなしてきているんですもの、それなりの信用はおいているつもりよ。少なくとも嘘をつくような人ではないと。その田島君が砂城さんは盗んでないと言う以上、頭ごなしに否定するつもりはないだけよ」

「ふーん。案外いいところあるじゃん。……一応ありがと」

　そうぶっきらぼうに呟いた砂城さん。あ、案外……。

「喜ぶのはまだ早いんじゃないかしら。まだ何一つ解決したわけではないのだから」

「おっと、そうだったな。とにかく、何で俺の鞄に入っていたはずの予算の入った封筒が消えて、砂城の鞄なんかに入っていたのか、その経緯を調べないと」

「犯人は山のやつに決まってんじゃん。理由は前々からアタシが気にくわなかったから。それにさ、いきなり盗難だと勝手に決めつけて騒ぎ出したのも思い返せば山じゃんか。あの時は気が動転してそこまで頭が回らなかったけど、めちゃめちゃ怪しいよね」

「あぁ、十中八九この騒動の黒幕は山瀬だろうな」

「でしょでしょ。ようし、そうと決まったら三人であいつをとっちめる作戦を──」

「おいおい、それはちょっと気が早過ぎるんじゃないか。まずは誰の目から見ても山瀬が真犯人だって証拠を探りだすところからだろ。現に、国達手伝ってくれていた面子以外は砂が盗んだと思い込んでるんだしさ」

「そうだった。ごめんごめん。いやーぶっちゃけ氷さんってラスボス感ハンパないからさー、氷室さんが信じてくれた時点で、もうアタシ的には疑いが晴れた気になっちゃって」

　気恥ずかしそうに笑う砂城さんと、それを見て「砂城らしいな」と苦笑する田君。

　そ、その仲むつまじい光景は、砂城さんの言うラスボスな私を軽く捻り潰せるほどの殺傷力があるので即刻止めて欲しいのだけれど。というか、やっぱり敵なのね私……そりゃあ恋のライバルであるのは間違いないけど……。しゅん。

「とりあえずさっき田島君が言ったように、田島君の鞄からいつ予算の入った封筒が抜き取られたのか、それを特定するのが先決ね。田島君、最後に貴方があの封筒を見た記憶があるのはいつのことかしら？」

「うーん、俺が最後に見たのは、確か昨日の放課後なんだよなー。生徒会に行く前に砂城と一緒に予算の集計して──それっきりだな」

「なるほど。ちなみにその現場に山瀬さんはいたりしたの？」

「正直、覚えてないんだよな……。けど、教室では予算のチェックとかで頻繁に封筒を出し入れしてたから、俺の鞄に入ってるってことは知ってた可能性が高いな」

「ではその鞄を貴方が持っていなかった、もしくは目を離していた時間帯ってどれくらいあったか思い出せる？」

「ええっと、生徒会に来てからしばらくして砂城に呼ばれた時は、確か鞄をここに置いたままだったな。確かにあの時山瀬が生徒会に何か用事があってきた様子だったけど、でもその時は氷室がずっと生徒会室にいたんだから不可能だろうし。それで、その後は学園祭実行委員会に向かって誰もいなくなるから生徒会室に鍵をかけたんだよな。とすると、やっぱ今日の移動教室の時間帯が一番怪しいか……」

「あー二限目の音楽の時間と、四限目の体育の時間だよね。確かに、その時ならみんな教室から出て行くからチャンスっちゃ、チャンスかも。それならアタシが自分の鞄に封筒入れられたこと気付かなかったのもわかるし、入れ替えるだけならそんな時間もいらないっしょ」

「だよな、昨日の放課後がムリで、今日中ってなるとこの二択だよな。どっちだろう……」

　田島君がうーんと唸り声を上げ考える。

　だがそれを聞いていた私は──

「へ…………？」

　わ、私のせいだぁあああああああああああああああああああ!?

　私が山さんの発言に動揺して、ちょっと二人の様子を覗きに行ってしまった時間帯。山瀬さんを生徒会室に一人きりにしてしまった時間帯。

　ど、どう考えてもあそこが犯行時間じゃない…………。

　それに気付いた瞬間、私はさぁーっと一気に青ざめた。

「あ、あの田君、それに砂さん……その、ごめんなさい！」

「「え!?」」

　唐突に頭を下げた私に、二人が唖となる。

　その後私は、山瀬さんが生徒会室にいる状態で席を外したことを説明した。さ、流石に田島君達の様子が気になってこっそり覗きに行っていたとは言えず、トイレに行っていたことにさせてもらったけど……ご、ごめんなさい。

「……ほんとごめんなさい。まさか田島君の鞄に貴重品が入っているとは思わなくて、それにすぐ戻ってくるつもりだったから……」

「そんなに謝らないでくれ、どっちかって言うと俺がちゃんと持ち歩いていなかった方が、悪いんだから」

　うう、今だけは田島君の優しさがつらい。後ろめたさがあるだけに尚。

「けどさー、封筒を盗んだのが昨日の放課後だってんなら、山瀬はいったいどの時間帯にアタシの鞄に封筒をいれたんだろ？」

　砂城さんの疑問に、私達はしばし無言になって考え込んだ。

　しばらくすると、静かだった生徒会室にコンコンとノック音が響いた。

「どうぞ」

　私がそう告げると、「失礼します」という声と同時に扉が開かれた。

　現れたのは、ばつの悪そうな顔をした女生徒。彼女は確か……高さん、だったわね。田島君と同じクラスで、佐さんの友達の。

「……今、大丈夫？」

　高波さんが申し訳なげな様子で、私の顔を窺う。

「ええ、どうぞ。誰に用事があるかはわからないけれど……少なくとも私ではなさそうね」

「その、用事があるのは田島になんだけど」

「お、俺？」

「うん。それで可能ならちょっと一緒に来て欲しいなぁって……」

　高波さんが不安げに私の表情を窺う。ま、また私、悪者扱いされてる気が……。

「いいわよ。田島君が席を外すことを許可するわ」

「あ、ありがとう氷さん」

　晴れやかな表情になった高さんが丁寧にお辞儀をした。

「それじゃ、行ってくるよ」

　そして、田君が席を立ちながら優しげに言葉をかけたのは、私にではなく砂さんで、

「うん。よくわかんないけど、待ってる」

　一人残されることに若干の不安を感じながらも笑って見送ろうとする。そんな二人の微笑ましいやり取り。やらかしてる立場上、何も言えないのが、つ、つらい……。

「氷室も悪いな、その俺達のいざこざで色々と迷惑かけちゃって。氷室が気に病むことなんて一つもないからな。悪いのは全部山なんだろうし」

「いいえ、そういうわけにはいかないわ。私に出来ることなら何でも協力するから、是非言ってちょうだい」

　私がそう言うと、田島君は「ありがとな氷室」と微笑んで、高波さんと共に生徒会室から去って行った。

「…………」

「…………」

　二人になった私と砂城さん。

　その間に流れていたのは静かな空気だったが、さっきとはまた違って歪だった。





　　　　♡






　この一大事に、こんな感情を抱くのは不謹慎って自覚はある。

　けどけど──




　さっきの、アタシのことをずっと信じてくれて守ろうとしてくれたオタ島、ほんと格好良かったなぁ……にへら。




　ちょっと油断したらよだれが出そうになる。氷室さんが目の前にいる以上、そこはちゃんと抑制しないとね。澄まし顔、澄まし顔っと。

　でもでも、好きな人と対立してまで自分の意見を主張するってなかなか出来ることじゃないつーか、相当勇気いるよね。これで嫌われたらどうしよう──とか、絶対考えちゃうはずだし。

　それを平気でさらっとやってのけちゃうオタ島マジぱない。……うん、マジ惚れ直す。

　今のアタシは、冤とはいえひょっとすると停学になっちゃうかもしれないくらいヤバイ状況に追い込まれているのだろう。このまま山瀬のやつがどうやってアタシの鞄に予算の封筒を忍ばせたかの手口が判明しない場合は最悪その可能性が……。

　そんな今後の人生が左右されるような危機的状況にも拘わらず、アタシが平然としていられるのは──やっぱオタ島が傍にいてくれてるから、なんだろうね。

　──にしても。

　ちょー意外だったな。氷さんがあっさりとアタシの潔白を信じてくれるなんて。

　正確にはオタ島がそう言うなら信じるって感じだったけど──それはそれでちょー意外。普段あんな邪険に扱っているのに、もしかしてツンデレってやつなの？

　だったらなんか複雑だなぁ。ちょっとは好感を持ってるってことだし。

　そこんとこ、どうにかしてハッキリさせる方法ないかなぁ。……こんな時に何考えてんだって感じだけど……もう、気にするなって方がムリ。

　二人きりの生徒会室。アタシはむぅーと顔を顰めて氷室さんの様子を窺う。

　すると氷室さんも、何か言いたげにアタシの顔を見つめていたかと思うと、おもむろに口を開き始めた。

「……さっき私は、田君が信じるなら私も貴女の無実を信じる──そう言ったのだけれど、実はそれだけではないのよね。私が砂さんを無実だと思っている理由は」

「へ……そ、そうなの？」

「ええ。さっきは田島君がいる手前、口に出来なかったけれど……どうかしら？　田島君が不在の今なら、教えてあげてもいいわ」

「えっ……じゃ、じゃあお願いしようかなぁ」

　突然の申し出にアタシは戸惑いながら返す。オタ島がいたら駄目な理由って何だろ？

　こちらを見つめる氷室さんの眼しは、茶したりからかったりするものではなく、至極真剣なものだった。




「そう──理由は単純よ。たかだか数万程度の利益を得るために、好きな人から嫌われたり絶縁されるリスクを負うのは、常識的に考えてありえない……そう思ったまでよ」




「へ、好きな人…………？」

　瞬間、アタシの頭が瞬く間にフリーズし、そして……。

「……ってうぇええええ!?　アア、アタシがオタ島を好きだとか、い、いつ言ったわけ!?　そんなの、言ってないよね!?　あ、ありえないし！」

　瞬く間に爆発した。

「あら、私は今、『好きな人』とは口にしたけれど、それが誰かまでについては言及していないわよね。ましてや田島君などとは一度も」

　くすりと口元を歪ませる氷室さん。ぐっ！　やられたぁ。うー……これってあれだよね、誘導尋問ってやつだよね。上いこと引っかかってくれたって悪い顔してるし。くー卑。

「い、いつから気付いてたわけ？」

「……そうね。貴女が田君に恋のテスト宣言をしたのを私に報告してきた時──ということにしておきましょうかしら」

　ということって何？　もっと前から気付いてたってこと？　えっ、この人、いつも人形みたいに澄ましてるくせして意外とそういった感情に敏感だったりするの？　そ、そりゃあ海とかでは、氷さんがいたこともあって、オタ島を過剰に意識してた気はするけど。

「常識的に考えて、好きでもない人に恋約者のテストだとか、そんなこと持ちかけたりしないわよね」

「いや、好きでもない人に恋約者のテストを持ちかけた人が、今アタシの目の前にいるんだけど」

「……好きよ」

　うぇええい!?

「…………だ、だい──ダンゴムシ程度には」

　目線をそらしてそう呟いた氷室さん。焦った。めちゃめちゃ焦った。けど──ほっ。なーんだその程度か。

　──って、待って！　大きくなってない!?　確かこの前聞いた時はゾウリムシ程度って言ってたはずだから、微生物から肉眼ではっきりと見えるレベルまでに上がってる。これって、遠回しに急上昇って言いたいとか、そんな感じじゃない、よね……。

　だとしても、今更それがなんだって感じじゃん。

　もうアタシは、たとえ氷室さんがオタ島を好きになろうが、二人が両いになっちゃおうが、絶対に止まらないって、そう心に決めてんだから。

　ああ、言ってやろうじゃんか。




「そうだよ。アタシはオタ島のことが大好きだよ！　今回のことで、ますます好きになった。もうオタ島以外にアタシのカレシは考えられないつーか──氷室さんはさ、ナンナの占い師仲間のランラって知ってる？　その人曰く、オタ島って、アタシの運命の相手なんだってさ。うん、納得だわ！」




　満開の笑みでそう言い放ってやった。あわよくば、アタシの思いの強さにほだされて氷室さんがオタ島から手を引いてくれないかなとか、ちょっぴりそんな欲を覚えちゃったり。

「ランラというのが誰かは知らないけれど──そう……運命の相手。……いいわよね、そういうの。私も素敵だと思うわ」

　アタシの言葉を反した氷室さんが優しく微笑む。え、嘘でしょ。アタシの祈りがほんとにほんとに届いちゃったとか？

「でも……悪いけど砂さんにはその運命から外れてもらうしかなさそう、なのよね。何なら、田君は私の運命の相手でもあるのだから」

　そう言った氷さんの目は、またもや嘘偽りがなく真っ直ぐにアタシを貫いていた。

「オタ島が氷室さんの運命の相手……？」

「ええ、そうよ。……それを確かめるための恋テスト──と、言ったところかしら」

　唖とするアタシの言葉に氷室さんは凛とした態度で頷くと、視線を伏せがちにちょっぴり恥ずかしげにそう補足した。

　なるほど。やっとわかった。そういうことだったんだ。

　心の片隅にあったモヤッとが解消され、アタシは内心で首をぶんぶんと縦に振る。

　なんで氷室さんが一度フッた相手を急に恋約者だとか言い出して品定めするような行動をとり始めたのか、今の会話でようやく理解したわ。

　順を追って整理するに、おそらくあの日──アタシがバイト帰りにばったり氷室さんにあった日から恋り開催日までの間のどこかで、きっと、氷室さんは失恋している。

　うん、ナンナに相談して、アキから受けた服のアドバイスを即実行するくらいに大好きだったという、あの相手から。

　それで……アタシの推測だと──たぶん氷室さんはこのことをナンナに相談しに行ったんだと思う。そういや前にアキが「昨日、街で氷室さんっぽい人見かけたんだけどさー、遠くだったし、あたしの見間違えかもだけどなんかすっごいしんどそうな顔してるように見えたんだよねー。なんか、あったのかな？」とか言ってたからたぶんビンゴ、そこに違いない。アキとあの会話をしたのが、恋来祭りの前日だったはずだし。

　そして、ナンナは多分……傷心中の氷室さんを慰めるために運命の人は他にいる的なことを言って──その占いの結果が……多分、オタ島だったんじゃないかな。

　ようするに今の氷室さんは、恋に恋してるって感じなんだ。

　プライドが高く自信家の氷室さんが、失恋した理由を自分自身以外の要素、運命に結びつけて自尊心を保とうとしている──ひょっとしたら無意識での防衛本能。

　けど恋は恋だ。今氷室さんは、明確にオタ島を恋愛対象として見ている。ほんの三ヶ月前、映画館でオタ島をズタボロに言っていた時とは違って。……なーんか、むかつく。

　恋約者のテストは、オタ島的にはまたとないチャンス到来で是が非でも掴みとってやる──って感じなんだろうけど……ごめんオタ島、悪いけどアタシはそれを全力で阻止させてもらうよ。

　だってさ、オタ島には他の誰でもなく、アタシの手を握っていて欲しいから。

「ふーん。じゃあ勝負だね。氷室さんがオタ島を好きになるか、それともオタ島がアタシのこと好きになっちゃうか、お互いの運命を賭けての」

　腕組み足組みの強気な態度で、アタシは宣言する。絶対に負けるつもりはないからと。

　すると、氷さんはゆっくりと頷いて、

「いいでしょう。私が田君に告白するのが先か、それとも私に愛想を尽かして砂さんの下に行ってしまうのが先か、勝負することにしましょう」

　覚悟のこもった眼し。うーん、人を好きになるための努力っていまいち想像つかないけど、でも本気だってのは伝わってくる。

　アタシは無言のまま、同じようにじっと見据える。

　いいじゃんか。望むところだし、って。

「──ま、今は色恋沙よりも先に、私でクラスや生徒会を掻き乱した山さんに、きっちりと落とし前をつけさせる方法を考えないといけないのだけれど」

　しばらくすると、軽く息をついて氷室さんがそう言った。個人的な恨みもあわさってか、氷室さんの冷たい表情が普段よりも倍増しで近づきにくいものになっている。

「それだけどさー。実際山瀬を犯人って認めさせたところで、結局どんな罪に問えんの？　お金を盗んだってわけでもないんだし」

「そうね。単なる悪戯の域を出ない以上は、何かしらの罰を与えるのは困難かも知れないけれど……」

　眉を顰めた氷室さんが顔を俯け悩み始めた。

　思考モードに入った氷室さんからは、「最低でも土下座よね」「別に停学に追い込んでもいいんじゃないかしら」と物騒な発想が口から漏れ出ていて──へぇー。

　氷室さんとアタシって、オタ島のことがなければ案外気が合うんじゃない？





　　　　◆






　高に連れられて行った先はバスケ部の部室だった。そこで俺を待っていたのは、国とそれから覚えのない、スラリとした長身の暗い顔の少女。

　いや、厳密に言えば、袖のラインの色が同じ同級生である彼女を完全に知らないわけではない。学園内で何度か見た記憶はあるし──それに何より、佐達の写真に写っていたコスプレ少女の一人でもあったのだから。

　あの男装していたイケメン女子だ。

　けどこうやって、面と向かって会うのは初めてだと思う。彼女は女子にしては背の高い方で俺と同じくらいあるのだが──今は、そのしゅんとした心情を体現するかのように、猫背になってうな垂れている。

「えっと……俺に用って聞いたんだけど……」

　恐る恐る尋ねてみるも、目の前の少女はビクッと体を震わせただけで、言葉が何も返ってはこなくて、

「ほらまっちゃん。ちゃんと自分から説明しないと」

　隣にいた国が優しく彼女の肩をポンと押す。

「う、うん。あ、あの田君……あたしはその２－Ｃでバスケ部のキャプテンやってる松って言うんだけど……」

　下に向いていた視線がちらっと俺と合ったと思うと、怖がるように一瞬にしてすっと違う方向に飛んでいく。

　が、次の瞬間、松山は何かを決意したような表情になったかと思うと、勢いよく頭を下げて──

「ごめん田島君！　砂さんの鞄に例の予算の入った封筒を入れたのって実はあたしなの」

「えっ、松山が砂城の鞄に封筒を入れた……？　ちょ、ちょっと待ってくれ、何で俺達とは──うちのクラスとは無関係な松山が、どうしてこの件に絡んでくるんだ…………？」

「それはその……昨日部活の追加予算申請書を出しに行っていた山さんから、戻ってくるなりそういきなり頼まれちゃって……それで２－Ｂのみんなが体育の授業でいなくなった休み時間にこっそりと……」

　声を震わせ、肩を強らせる松山。なるほど、四限目の前だったのか。

「……山瀬さんからはね、ちょっとしたジョークで砂城さんをビックリさせたいだけだからって、そう聞いてたの。それでも最初は何か嫌な予感がして断ろうと思ったんだけど……その、山瀬さんに、このお願い聞いてくれたら真面目に練習に参加してくれるって言われて……あたしこの夏からキャプテンだし、それに近々一年生にとって初めての大会があったから、プレッシャーとか感じて──それでつい、つい引き受けちゃって……」

　あいつ、砂城に模擬店の準備押しつける時、練習忙しいから的なこと言ってたよな。あれは真っ赤な嘘で、実際は部長が頭を抱えるほどのサボり魔だったと。ほんと、最低だな。

「だからだから、あんな大事になっちゃうなんて、あたしはちっとも思ってなくて──このことくーちゃん達から聞いて、あたし頭の中真っ白になっちゃったというか……もうどうしたらいいのかわかんなくて、それでそれで…………うぅっ」

　信じて欲しいと悲痛な面持ちで訴える松山の目から大粒の涙が流れていく。

「ごめん、ごめんね田島君……」

「あ、謝らないでくれ。その、松山は何も悪くないから。寧ろ俺達と同じで被害者だろ」

「そんなわけにはいかないよ。ちゃんと砂城さんや他の２－Ｂの人達にもこのこと説明して、謝らないと……」

　──待て、それをしたところでどうなる。

　例えばだ、ここで山瀬が知らないとしらを切り始めたとすれば──最悪の事態になるのではないだろうか。そう、松山一人の犯行にされてしまうような……。

　だめだ。何とかして先に、山が関与したとあいつ自身に認めさせなければならない。

　それにこのままじゃ無関係の松まで、実行犯の一人として何かしらの罰が待っている可能性がある。そんな結末、俺個人としては非常に面白くないわけで──

「まってくれ。この件は一旦俺に、生徒会に預からせてくれないか。ちょっと俺に考えがあるというか──な、悪いようにはしないから」

　両手を合わせ、俺は必死に慰める。

　すると、松山は不思議そうな表情で俺の顔を覗き込んできて、

「……う、うん。わかった。田君がそういうなら……お、お願いします」

　ぎこちなくぺこりと頭を下げた。




　それから俺は、生徒会室に戻って氷と砂にこのことの一部始終を説明した。

「なんというか……すごい話ね。もうそれしか感想がでてこないわ」

「はぁ、なに、マジどんだけクズなの。あいつ」

　想像以上の山瀬の悪党振りに呆れを通り越して感心する氷室と、憤する砂城。

　そんな二人に向かって、俺は更に言葉を続けた。

「でさ、これからどうするかなんだけど──」

　俺の望む結末とそのための手段を伝えるために。





　　　　◆◆◆






「しつれいしまーす」

　そんな軽い声と共に、銀髪の少女が生徒会室へと入ってくる。

　金曜の放課後、私は山瀬さんを昨日の追加予算申請の件で話があるといって生徒会室に呼び出していた。応接スペースで待っていた私は、小さく笑って出迎える。

「学園祭の準備で忙しいところ、わざわざ来てもらって悪いわね山瀬さん」

「ううん、ウチは全然大丈夫だよ。それで、追加予算の話だよね？　あ、でもそれよりも先に、昼休みの件がどうなったか聞いてもいいかな？　ウチだって２－Ｂで当事者なんだし」

「ふふっ、心配せずとも、私の方からその話をさせてもらうつもりだったわ。──やはり山瀬さんには直接お礼を言うべきかと思って」

「へ？　ウチにお礼……？」

　一体なんのことかわからないと、首を傾げる山瀬さん。そんな彼女に、私は努めて嬉しそうな表情でこう告げた。

「ええ、そうよ。だって貴女が田島君の鞄からお金を盗んで騒動を起こしてくれたおかげで、私にとっても嬉しいことが起きたのだから。これは感謝せずにはいられないわ」

「え、ウ、ウチがお金を盗んだ……？　あ、あはは氷さん。それは一体どういう──」

「あら、残念だけどとぼけたって無駄よ。昨日の放課後の生徒会室で、私が席を外している間に貴女が何をしていたのか、しっかり見させてもらったから」

　私は不敵に微笑む。すると、額に汗を浮かべ始めた山さんは一歩後ずさって、

「う、うそ、だって昨日、あれだけ用心してやったんだよ。現に氷室さんが戻ってきたのってあれから更に十分くらい経ってからだったじゃない……」

　と、小さく独り言を呟いていた。

「ふふっ、そんなに慌てなくても結構よ山瀬さん。別に私に、この事実を口外する気なんてこれっぽっちもないのだから。そう、さっきも言ったように、貴女に感謝しているの」

「う、ウチに感謝……？」

「ええ、山瀬さんのおかげで、私はついに田君を生徒会から追放する正当な理由を手に入れることができたのだから。本当に助かったわ」

　……私は頑張って冷たく微笑んだ。こうすれば小心者の山瀬さんは協力者を得られた安から必ずボロを出すと、そう田島君が言ったから──

　田島君曰く、山瀬さんの認識では、何だか私が田島君のことを大嫌いだということになっているらしい。

　まったく、いやね田島君たら、ちょっと前の私ならともかく、田島君にツンデレな今の私がそんな誤解を受けるはずなんてあるわけないじゃない。ちゃんと勉強したのよ、ツンデレのツンは、傍から見たら好意があるのバレバレでツンデレ乙って状態になるって。

　けど何でも協力すると言った手前、手を貸さないわけにはいかない。ええ、夫の意見を頭ごなしに否定するのは、妻の対応としてあまりよろしいとは言えないものね。

　どうせ演技だとバレる。だって内面から滲み出るこのラブなオーラを隠し通すのなんてムリだから。──そう思いながらも、私は山瀬さんの反応を待った。

　すると、面食らった様子の山瀬さんは、次第に悪い笑みを浮かべ始めて、

「そっか。そういうことなんだ。あはは、氷室さんってマジハンパないつーか、流石天才生徒会長って感じ」

　え、ええ……。ど、どういうことなの？

「いやー確かに氷室さんにとっては、下手に正義感に燃えるよりも、ウチの犯行を黙認して、田島をこのまま追放しちゃった方が利益になるもんねー。いやー恐い、ほんと敵じゃなく味方でよかったー」

　ほっと胸を撫で下ろす山瀬さん。なにこれなにこれ、なんなのこれぇ!?

「でもほんと、田島も身の程弁えろって感じだよねー。ちょっと砂さんに気に入られて調子に乗ったんだと思うけど、ほんとないわー。氷室さんと自分がお似合いとか、本気でそう思ってんだったらマジ死んでーって感じだよねー」

「…………」

　コノオンナ、イカニシテショバツシテクレヨウカ。

　と、私が目の前で楽しそうに笑うこの醜い肉の塊をどうしようか考えていると、

「──ふーん。とりま認めるってことでいいんだ。全部アンタが仕組んだことだって」

　背後から不機嫌そうな声がやって来た。

「え……さ、砂さん……ど、どうして、そんなところに……」

　驚する山さんの視線が、私の後ろ──生徒会長席の下に隠れていた砂城さんへと飛んだ。

「ま、今更とぼけたって無駄だけどな。今の会話は、全部録音させてもらったし」

　更に副会長席に潜んでいた田君が得意げな顔で現れる。

「残念だけど山瀬さん、今の私の発言は、全部田島君に頼まれて喋った真っ赤な嘘よ。ああ振る舞えば、私が田島君を嫌っていると大きな誤解をしている山瀬さんから、色々と聞き出せるんじゃないかって、そう言われて」

「へ、へぇー。そういうことなんだ……にしても、すごいね氷さん、いままでのが演技だって、ウチ全然見抜けなかったわ……。そうなんだ、田島のこと別にそこまで嫌いってわけじゃなかったんだね。昨日もあれだけうっとうしそうに扱ってたのに」

「…………そう」

　だ、か、ら、あれはツンデレのツン、ツンなのっ!!　田島君の大好きな!!

「で、どうする気なの？　ちくるの？　学校側に。そしたらさー、最悪中止になるかもしれないね。ウチらのクラスの模擬店」

　やぶれかぶれといったように、開き直った山瀬さんが薄い笑みを浮かべた。

「あ、そうそう砂城さんの鞄に封筒を入れたのはウチじゃなくて松だから。共犯ってことでバスケ部連帯責任になっちゃうのかな。それだけは勘弁してあげて欲しいんだけど」

「心配せずとも俺達にその気はない。俺の不注意で教室に落とした封筒を、たまたま友達に借りた物を返そうとやって来ていた松山が見つけて、一番近くだった隣の砂城の鞄に間違えて入れてしまった。──ってことにするつもりだから。ま、山瀬には早とちりの赤っ恥だけはどうしても掻いてもらわなきゃいけないけど」

「そ、そうなんだ。へぇーいがーい。あれ、ってことは……なになにもしかしてウチって、お咎めなしになっちゃうわけ？　ま、まーね。ウチとしてもちょっとムシャクシャしてたからついやっちゃったって感じで、ほんとはすぐネタばらしする予定だったんだけど──ごめんね砂城さん。つい演技に熱が入りすぎて止まらなくなっちゃって──ま、ウチの所でもあるわけだし、この際多少の恥は仕方ない──」

　ほっと息をついて安した山瀬さんがそう早口で捲し立てる。

「は、アタシが許すわけないじゃんアンタのこと」

　そんな山さんを、砂さんはばっさりと切り裂いた。

「え……」

「ぶっちゃけアタシからすれば、アンタが停学になるなら、引き替えに模擬店が中止になるくらい別に構わないんだよねー。そうなったらアンタ、西達に確実に見放されるよ」

「で、でも、生徒会的にそこまでしないって決めたんだよね？　そうだよね、氷さん」

「あら、生徒会長である私にこの件の全判断が委ねられているのなら──そうね、私個人としては砂城さんの意見に諸を挙げて賛同したでしょうね。私の留守を利用して田君の鞄から封筒を盗み取った、個人的な、そう個人的な恨みがあるわけだから」

　私がそう言ってにっこりと笑うと、山瀬さんは「ひっ」と怯えて一歩後ずさりする。

「ま、礼ならそこの男に言うことね。今回の件をこれ以上騒ぎにしないようにと提案してきたのは、そこの男なのだから」

「はっ、な、なんで田島が……」

　意味がわからないとばかりに山瀬さんが田島君の顔を見る。

「学園祭を目前にしたこの時期に余計なことでごたごたするのを避けたかっただけだ。でも感謝しろよ。氷室と砂城を説得するのは中々大変だったんだからな」

　肩をすくめる田島君。これ以上の抵抗は無理だと観念したのか、山瀬さんは「くぅ」と唇を噛みしめてその場で俯いた。

　どうやら一段落って感じだけど──

　わ、私は全然、落ち着けてないんですけどぉ！

　何、この不本意な終わり方。そんなに、私って周りから田島君を嫌ってるって見られてるの!?　嘘でしょ!?

　これは、早急になんとかしないといけないわ！





　　　　◆






　学園祭の準備に追われてあっという間に土日が過ぎ去り、月曜日の放課後。朝のＳＨＲが終わった後、山瀬が早とちりだと認めて謝罪したことで、砂城の盗難疑惑は晴れて無罪放免となった。

　これにより六限目にあったＨＲは模擬店リーダーの砂城の下、誰が占い師役をやって、宣伝係や交代ローテはどうするかなどスムーズに決定していき、その中には西村や山瀬グループ女子の立候補もあったりと、クラス内はすっかり一丸となっての模擬店頑張ろうムード。ただ、山瀬だけはプライドからか、頑なに不参加非協力を貫くみたいだったけど。

「じゃん！　どーよオタ島、占い師って感じに見える？」

　そして土日の内に衣装第一号が完成したということで、試着に立候補した砂が高らかに諸を上げて感想を催促した。

「うーん、占い師に見えるかどうかについては、俺の知っている占い師がラフな格好のナンナだけだから置いとくとして──うん、様にはなってると思うぞ。いい感じだ」

「そっか、そっか」

　満足げに笑う砂城の格好は、肩が大胆に露出していて、下は鮮やかな色合いのスカートと、ついドキッとしてしまうセクシーな衣装だった。占い師というよりもどちらかというと踊り子っぽく感じるのは、着ているのがスタイルのいい砂城だからかなぁ。

「オタ島、せっかくだし占ってあげる。ささ、どっちでも好きな方の手を出してよ」

「ん？　手相って……そんなの、今回やる占いの中に入ってはなかったよな？」

「いやーそんな細かいことは今はいいからさ、ほら、早く早く」

「あ、ああ」

　急かす砂城に流されるまま、俺は取りあえず右手を机の上に出してみる。

　すると砂城は、手相を見るのではなく、何だか両の手で俺の手を触り始めて、

「へぇー。普段自分のことモヤシだとか卑下してる癖に、何だかんだ言ってちゃんと男子って感じの手してるじゃんか」

　砂城の細くて綺な指がふにっと俺の手を楽しそうに包み込む。正直、無性に恥ずかしいんだけど。

「お、おい砂城、手相って見るもんだよな。この握るって行為にはなんの意味があるんだ」

「えーっとそれは内緒。企業秘密」

「企業秘密っておい……」

「それよりもさー、アタシ今回の件を通じて一つ思ったんだよねー」

「はぁ、何をだよ？」

「オタ島ってこの呼び方、周りには結構変な感じに捉えられてるんだなぁーって。アタシの意図していない悪い方向に」

「それって高が言ってた話だよな？　別にそんな気にしなくていいんじゃないか、当人同士に差し支えがなければ」

　そう言って、俺は苦笑する。けど、どうやら砂城は気に入らないようで、

「だめだめアタシが気にするの。そんでさ、アタシ考えたんだけど──」

　と、そこで砂城の声が一旦止まったかと思うと、俺の手を握る力がぐっと強くなって、




「これからはさ、普通に下の名前で、愛って呼ぶから、そんで……あ、アンタもアタシのこと雅って呼ぶこと。い、いい!?」




「え……お、俺は別に構わないけど」

「よし、なら早速練習いってみよーか。オタ──って違う違う……あ、愛」

　そう言って、緊張した顔でじっと俺を見つめる砂……いや、雅。

「えっと……み、雅」

　すごい緊張した。女の子を下の名前で呼ぶのって、たぶんこれが初めてだ。

「な、何!?」

「い、いや、さ……み、雅がそう言えって」

「あ、そっかそっか、そうだった」

　俺が慌てながらそう指摘すると、雅は取り繕うような笑みを浮かべる。

「けど普通に田って呼ぶ案はなかったのか？」

「え、えっとそれは──ほらアタシら友達じゃんか。アキのことアキって呼ぶのと同じ感じつーか……それに将来のこと見越して今のうちに馴れておくのは大アリなわけで」

「は？　将来、なんのことだ？」

「い、今のは何でもないから別に。もー女の子の独り言に聞き耳立てるとか、愛斗マジキモい」

　それは変わらないのかよ。

「あーそれよりも、占いの結果が出たよ。ほらほら、気になるでしょ、早く教えてほしいよね」

「ま、まぁ……気になるっちゃ、気にはなるけど」

　うん、ただ手をにぎにぎしてたこれの何に占う要素があったのか特に気になる。

「はい。貴方の運命の相手について占った結果──それはなんと、え、Ｓさんでした！」

　未だ手を握ったままの雅が、頬を赤らめ唇をわなわなと震えさせながら、何か意味ありげな視線を飛ばしてくる。

　Ｓ。

　そ、それってもしかしなくても──

「Ｓ──つまり、涼……氷涼葉のＳだよな？　はは、ありがとな雅、気を利かせた占いしてくれて」

「…………ふん」

「いっ──いてぇええええええええええ!?　ま、まて雅、そこは洒落にならないくらい痛いんだけど」

「あっそ」

　雅は俺の言葉を無視して、更に俺の親指と人差し指の間の部分を強く握りしめていく。

　──いっつつ!!

　あれ、何で俺、こんな目にあってんだっけ!?






エピローグ









　山とのいざこざが終わってから一週間が過ぎ、学園祭がいよいよ次の日へと迫った木曜の放課後。

「──いいかしら田君。今の私達に重要なのは、いかにユーザーの求める理想を演出できているかどうかよ」

「ユーザー？　それって受験生──ようするに中学生のことだよな」

「ええ。厳密に言えばこのシーンのコンセプトは『誰でも主役になれる』よ。シンデレラストーリーよろしく、どんな人でも、この学園に来ればこんな漫画みたいに素敵な青春を送れるんだっていう」

　得意げな顔でそう告げた氷がよりぎゅっと俺の腕へと全身を引き寄せた。

　不意に心音がばくんと跳ね上がる。なんと今の俺は、学園パンフレットの撮影名目の下、右腕を氷室に抱きつかれていて──お、おいふにゃんて、氷室の女の子特有の柔らかい部分が大胆にあたっちゃってるけど、いいのか、これ、セーフなのか!?

　煩悩と理性の狭間で思考が大混乱して心の準備がままならないまま、前方でスタンバっていたカメラマンが「いきますよー」とにっこり笑ってシャッターを押してしまう。
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　撮影の構図は、イベント紹介のページに記載される学園祭を楽しむ男女。この廊下に並ぶ模擬店の一つを俺が指さし、「次あれなんかどうだ？」的なシーンを演出してお祭りにはしゃいでいる光景を撮るってシナリオだった。

「──ふぅ……ちょっと恥ずかしい格好だけれど、でも明日に備えて今のうちに慣れておく必要があるものね」

　撮影が終了しカメラマンからオッケーをもらうと、氷は小さく息をついてそう言った。けれど、その手は未だに俺の腕をがっちりとホールドしたままで──

「一度貴方のお願いを受諾した以上は、きっちりとやりとげてあげるわ。ええ、恋の実地テストに合格した際に田君が所望したご褒美、『学園祭の間は恋人として俺と一緒に学園祭を回ってほしい』を、ちゃんとね」

　そう言うと氷室は小さく笑って更に腕を握る力を強くする。

　実地試験の合格日、俺が氷室にお願いしたご褒美。

　それがこの、『学園祭限定カノジョ』だった。

　俺がこのお願いをしようと思ったのには二つの理由がある。

　模擬店の準備が無事に終わり気負う物がなくなった後で、氷室との関係を進めたいと思ったのが一つ。

　そして、そろそろ余計な建前抜きに純粋なデートを楽しみたいと思ったからだ。

　だって俺達、ずっと両いなんだし。

「そっか。俺も楽しみだよ、二日間限定とはいえ、氷室が俺のカノジョになってくれるんだからな」

「ま、私のほうは別に楽しみになんかしてないのだけれど」

　氷室が冷たい表情でそう言った。

「……なぁ氷室、それって、別に本気でそう思ってるわけじゃないんだよな……？」

　最近毎日必ず一度はぶつけられる、氷室の辛な本音。

　楽しいデートを前に、余計な憂いはぬぐい去っておきたい。そう覚悟を決めた俺はついにその辛辣な本音の真相を知ろうと、恐る恐る氷室に尋ねた。

　すると、俺からすっと腕を放した氷室は、ふふっと口元を押さえて笑い始めて、

「いやね、田島君、わかってるくせして、今更そんな野なこと尋ねるだなんて」

「へ………？」

　ど、どういうことだよ？

「ま、確かに最近の私はちょっとツンデレすぎるかもって、自分でもそう思っていたところなのよね。偶然にも貴方の好きなツンデレに」（ね、ね田島君、最近の私どうかな？　頑張って貴方のタイプのツンデレな女の子に寄せてみたのだけれど、ちゃんと上く出来ていたわよね？　感想、聞かせて欲しいなー。えへへ）

　えっ、ツンデレが俺の好みだと？　それは何の話なんだ一体!?

「……な、なぁ氷、ちょっと聞きたいんだけど、ツンデレのツンがどんなシチュエーションを示しているか、わかっているのか？」

「はぁ……？　もちろんよ。あれでしょあれ。本当は思ってもないキツイことをつい勢いで言っちゃったりする感じよね」

　うん、普段の氷室のあまのじゃく振りが正しくツン。それは彼女が口にした最近どころか、多分出会った頃からずっとそうで──

　けど俺の場合、氷室が思ってもないことを口にしたなら、即座に心の声が届いて補完されちゃうわけなんだよな。

　なら氷室が意図的に俺の気を引くためにツンデレを仕込もうとするとどうなるんだ？

　もしかして、意図的な言葉＝本心からの言葉になっちゃうんじゃ……。

「な、なぁ氷室」

「何かしら？」

「実は俺、ツンデレはそんなにタイプじゃないって言ったらどうするかなぁーって」

　俺は額に汗を浮かべて恐る恐るそう尋ねた。

「えっ……う、嘘よね……？」

　すると唖となった氷室は、俺の腕を抱く力を緩めて──やっぱりだ。

　ああ、氷室は間違いなく誤解している。俺がツンデレな女の子がタイプだと。どこでそんなことになったのか、ほんとさっぱりだけど。

　…………。

　そ、それが原因だったのか!!

　二学期に入ってから氷室の本音も毒舌だった理由。

　ようするにツンアピールの言葉だったから、本心からの発言になっていたと。

　よかったぁああああ。別に嫌われたとか、生徒会を疎かにしていたのを怒っていたとかじゃなくて、ほんっとに！

　俺は心の中で盛大に安の息をつく。

　俺が心の安らぎを覚えて脱力していると、不意に氷室がグッと俺の腕を掴んできて、

「な、なら貴方のタイプって一体どんな感じの女性なのかしら。この際、はっきりと教えて欲しいのだけれど」

「そ、それはだな……今更言わなくてもいい気がするんだけど……その、いつも通りの氷室がまんまそうっていうか……」

「そう……ならよかったわ」

　俺が気恥ずかしげにそう告げると、氷室が小さく笑った。

「よかった」今本音でそう言ってくれたんだよな!?　しかも笑って！

　ひょっとしたら無自覚なのかもしれない。けど、確実に氷が素直な一面を見せ始めてくれているのが、本当の自分をさらけだしてくれたのが、もうたまらなく嬉しくて。ああそうだ、この間違ったツンデレだって、他ならない俺の好みに合わせようと頑張ってくれたんだ。その事実だけで、俺はもうとっても幸せだ！

　……とはいえ、どうにも嬉しくなると、あまのじゃくな氷室さんが出てくるというか、毒舌気味になる傾向があるみたいだけど、ま、そんな一面も氷室涼なりの愛情表現って考えると、普通に受け入れられるというか、寧ろ嬉しさを覚えちゃったりする。

　ああ、好きな人にしか見せない一面って思うと、もうたまらなくかわいいからな！

「──そういえば田君のクラスの模擬店って、占いだったわよね？」

　俺の腕を放した氷室が、一歩前に出てそう言った。

「ん？　そうだけど、どうしたんだ？」

「いえ、私も実は少し占いの嗜みがあったりするから、ちょっと占ってあげようと思って」

「へーそれは初耳だな。どんなことを占ってくれるんだよ」

「……貴方の近い未来についてよ」

「お、それは是非とも知りたいな。で、俺はどうすればいいんだ？」

　俺がそう尋ねると、氷室は優雅にくすりと口を緩ませて、

「何もしなくて結構よ。もうとっくに占いの結果は出ているから」

「へ……？　ど、どうやって──」

「田島君」

　真剣な目つきで氷室が俺の名を呼んだ。

「ん？」




「貴方はそう遠くない未来、女の子から告白されるでしょう」




　え、それって……!?

「ま、それが誰かは実際に告白されるまでのお楽しみにしておくとしようかしら」

　唖とする俺を余に、氷室は含みのある笑みを浮かべて去って行った。

　期待していいんだよな、氷室！






あとがき






　お久しぶりです広祥です。

　ちょっと間が空いてしまいまいたが、こうして無事に四巻を皆さまのお手元に届けられ、ほっとしています。だいぶ寒くなってしまいましたね、ごめんなさい。

　四巻の発売日が十一月の二十四日で、去年の十二月にデビュー作となる本作第一巻を出させていただいてからあと少しで一年と、いやあほんと月日が経つのって一瞬ですよね。

　子供の頃は「早く大人になりたいなぁ」という気持ちで夢がいっぱいだったのに、今では「もう子供に戻りたいなぁ」という気持ちで現実がいっぱいいっぱいなのだから、人生って笑えてきますよね。

　ところで、『氷さん』でちょいちょい出てくる〝占い〟ですが、皆さんには実際に占い師に占ってもらった経験などはあったりしますでしょうか。

　僕は五年くらい前に一度占ってもらったことがあるのですが──というのも僕は生まれつき手相の生命線がかなり短く、小学校の頃「すぐ死ぬすぐ死ぬ」とよくからかわれていたのもあり、実際のところどうなのか凄く気になったのがきっかけでした。

　それで占ってもらったところ、二十六の年にちょっとした変化があり、翌年二十七は大忙しの年になると宣告され、当時の僕はたかだか手の皺を見ただけでなんでそんな一年刻みに人の人生を断言出来るのだろうと、話半分で覚えていた訳なのですが──去年、二十六歳の時に受賞してデビューさせていただき、そして今年、おかげさまで四巻まで刊行と忙しくさせてもらったり、はぁー占いって凄いなぁと、ひしひし感じる今日この頃です。

　皆さんも是非、一度占い師に占ってもらってはいかがでしょうか？　……ちなみに肝心の生命線の方は「心配しなくても生命線ってのは伸びていくものだから」と言われたものの……この五年、一ミリも伸びた気配がないのですが……。やっぱすぐ死ぬわ。

　ということで、謝辞に移ろうと思います。

　担当のＯ様、いつもいつもご迷惑をかけてばかりでほんとすみません。ただ、この一年を通してだいぶ成長出来たのではと、少なくともスライムではなくゴブリンくらいにはなったのではと、広ノはそう思っているのですが……いかがでしょうか（切実）。これからもどうかよろしくお願いします。イラストのうなさか様、今回も素敵なイラストの数々本当にありがとうございました。今回の個人的なお気に入りはツンデレ涼です。どしっと構えたデフォルメ涼葉がすっごいいい感じでした！

　そのほか、本作に携わってくれた全ての方々に厚く御礼申し上げます。

　さて、あとがきはこれで締めとさせていただきますが、実はこの巻はもう少しだけお話があります──どうかお付き合いください。

　それではラストに向けて……もうちっとだけ続くんじゃ──






接続章　そして砂さんはついに真実に触れる









　ふっふっふーん♪

　愛いるかなー。もう学園パンフの撮影はとっくに終わったよね。

　下校時刻までもうそろそろになった頃。

　明日の学園祭に向け、模擬店の最終準備を終えたアタシは、ルンルン気分で生徒会室に向かっていた。

　目的はもちろん、愛斗に一緒に帰ろうと誘うため。

　それと、互いを名前で呼び合う仲になったこの親密具合をちょっと氷さんに見せつけてやろうと思ったりなんか──。山とのいざこざがあって以降、氷室さんとはお互い準備とかで忙しくて会う機会なかったから絶対に驚くよね。にしし。

　そういえば、明日の学園祭どこ回ろっかなー。アキのクラスの民族喫茶は外せないとして……ややっぱ、愛斗のお母さんのいる、ＰＴＡの海鮮大には挨拶しに行かなきゃだよね。もち愛斗と一緒に。うんうん、未来の家族と親睦を深めるのって大事大事。

　おしっ、と心の中で気合いを入れ、生徒会室に辿り付いたアタシは勢いよく扉を開ける。

「しつれーい。愛斗いる？」

　返事はやってこなかった。

　部屋を見回すと、今、生徒会室にいるのは一人、生徒会長席で居眠りしている氷室さんだけだった。どうやら他のメンバーはどっかに行っているみたい。

　けど、まさか氷室さんが居眠りしてるなんて……愛斗がテストで赤点とるレベルで意外だわ。学園祭の準備がそれだけ大変だったってことなのかな。傍にスマホが転がってる感じからして、スマホいじってたらついウトウトと──っぽいけど。

　……つーか、氷室さんの体にかけられてるブレザー、あれ男子のだよね。……も、もしかして愛斗のとか？

　だったらうらやましい。けど──まぁ、今日はしゃあなしに大目に見て上げるよ。お疲れみたいだし。どうせ未来はそのブレザーも愛斗本体もぜーんぶアタシの独り占めなんだし──なーんて、にひひ。

　さてと、一回教室に戻ってまた出直してきますかね。荷物、まだ教室に置いたままだったし、それ取ってきたら、案外愛斗戻ってきてるかも。

　そう考えて踵を返す。

「──んー、うーん……」

　一歩足を伸ばした瞬間、氷室さんの寝言が聞こえて来て、

「田君……」

「ん？　田君？」

　アタシは反射的に振りかえる。今、確かに愛のこと呼んでたような……。

　すると、そこには安らかな顔で眠ったままの氷さんが──




「えへへー、だーいすき」




　求愛するかのように、愛斗のブレザーに頬をこすりつけ、だらしなく口を緩めているという、それこそ夢でしかありえない光景が広がっていたのだった。

「…………」

　い、今のは……き、聞き間違いだよね。

　きっと氷室さんは家で飼ってる犬か猫とじゃれてる夢でも見てて、そのペット名をアタシが誤解して受け取った的な。へぇー、氷室さんに動物愛好家の一面があったなんて知らなかったなー。

　うんうん、絶対にこれ、これに決まってる！

　アタシもここんとこ、ずっと模擬店準備に追われてたから疲れてるんだなー。きっと……。

　だって、そうだよね。

　そうじゃなきゃ、ありえないよね。
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　氷さんが愛のこと大好きだとか。

　恋に恋してるとかじゃなく、純粋に両いとかそんなの。

　運命の相手であるアタシにとって絶体絶命な、こんな面白くない展開なんか。

　夢に、そうに決まってるって……。





電子書籍特典　書き下ろし短編

『水族館とＷデート』





　九月二十三日、日曜日。うちのクラスでちょっとしたトラブルがあったりと、学園祭間近ということで何かと慌ただしい日々が続く中でのつかの間の休息日。

　俺はとある人に誘われる形で水族館へと来ていた。

　その俺を誘った相手というのは──なんと柴健成だったり。

「おー流石に日曜なだけあって、結構混んでるなー。まぁでもこんくらいなら、デートする分には特に支障ない、よな？　ただ好きに見て回るだけだしさ」

　水族館の入場口を前にそう感心の声を上げた柴が、賛同の意見を求めてくる。

「そうだな。でもイルカショーを見るなら、念のため早めに行動するくらいは意識しといた方がいいんじゃないか。やっぱ見るなら、いい席で見たいじゃん」

「む、確かに。よし、今日のうちに何処で見るのが一番ベストか視察しておくとしよう。そのための予行演習だしな」

　ナイスな指摘だと、柴が明るく笑う。

　俺と柴は生徒会仲間で、ひょんなことからお互いの恋を協力しあう同盟を組むことになった間柄でもあったりする。

　そんな柴に、生徒会として学園祭の準備で学園に行っていた昨日、「明日暇なら、相沢とのデートの予行演習に付き合ってくれないか」と誘われたのが事の始まりだった。

　どうやら柴は、学園祭の雰囲気を利用して、学園祭の終わりに相沢をデートに誘うつもりでいるらしい。

　当初それを聞いた俺は「そういうのって、普通異性に頼むもんじゃないのか？　ほら、重要なのって女の子としての意見だろ」と戸惑い気味にそう言ったんだけど、「俺もそう思ってさっきに氷室に頼んでみたんだが──『ごめんなさい。明日は忙しいの』と即答されてしまって……」と残念そうな顔でそう返ってきた。

　おい何をやってんだよ！と、つい語気を荒げてそう言いそうになった俺だったが、柴が続けて「同盟として氷室の好みも聞き出して田島に伝えられれば、一石二鳥になると思ったんだけどなぁ」と名残惜しそうに呟いたため、俺はその言葉を引っ込めた。

　善意なのはわかるけど、もう少し考えような柴。逆に俺がデートの予行演習として相沢と二人で出かけると知らされたら、絶対にいい顔にはならないだろ？　いや、そんなことしないけど。

　まぁそんなこんなで、同盟関係を結んでることもあって俺は柴の誘いにのることにしたのだった。

　俺と柴は入館料を払って水族館へと入った。

　まるで美術館に来てるのではと見間違えるような、クラゲ達による幻想的な空間から始まり、彩り鮮やかな魚が群れを成して泳ぐ大水槽が圧巻だったり、頭上を泳ぐ巨大なジンベエザメに男心をくすぐられたりと、半ば目的を忘れかけ純粋に楽しんでいた俺達二人だったのだが──

「見ろ田島、チンアナゴだぞ」

　サンゴ礁エリアに入った瞬間、柴が今までよりテンションの高い声でそう言ってきた。

「チンアナゴ……なんつーか、すっごいインパクトのある名前だな。見た目はこんなかわいいのに」

　俺は水槽の中のチンアナゴ達を眺めながら苦笑する。なんでお前等、そんな名前になってしまったんだろうな……そう思い説明を見てみると「チン」という日本犬の顔つきに似ているからだそうだ。

　水槽に敷き詰められた砂の上で、体全体に黒い斑点のある数字の１のような体型をゆらゆらと揺らしているチンアナゴ達。それも群れでいっぱい、水槽の数だっていっぱい、その数なんと種類は違うがチンアナゴだけで計十一台も設置されていた。

「チンアナゴだけなんでこんなにいっぱいいるんだよ。こいつらそんなに人気あるのか？」

「田島、もしかして知らなかったのかチンアナゴを。これが水族館デートの大本命なのに」

「へ、なんで？　いやいやもっとあるだろ。ペンギンやイルカのショーとかさ」

「そのペンギンやイルカと並んで人気なのがチンアナゴなんだよ。ほら、かわいいだろ。その人気ぶりは、後でショップエリアに行けばわかるぜ。チンアナゴのグッズどころか、チンアナゴを模したフードだって出てるんだからな」

「マジかよ……」

　そこまで詳しいなら、わざわざ予習しに来る必要なくないか？

　けど、言われてみればサンゴ礁エリアに入ってから人が多くなったから、人気なのは確かみたいだ。──でも、これが水族館何故デートの大本命なんだろう？

「なぁ、このチンアナゴって名前だけの出落ちじゃなくて、確かにゆらゆら揺れてるこの動きが面白くて飽きないけど、でもこれが相沢との水族館デートの大本命ってのにはちょっと無理があるつーか、悪いけど、地味すぎやしないか？」

「そこは男女での感覚の違いってやつだ。ほら田島、俺達がサメに惹かれるのと同じで、女子はかわいいものに異常な食いつきを示すだろ。それに、これだってあるからな」

　そう言って柴が壁に貼ってあったポスターを指さした。

　そこには十一月十一日はチンアナゴの日とでかでかとかかれた、イベント告知の内容が記載されてていて──

「学園祭明けの水族館デートで相沢とチンアナゴで盛り上がり、このポスターを見つけて一緒に行こうと次のデートの約束を取り付ける。どうだ、なかなかいい作戦だろ。なんだったら、氷室とのＷデートにしても構わないぞ」

　得意げな顔でそう言った柴。

　チンアナゴが１の形をしているから、十一月十一日がチンアナゴの日なんだろうってのはなんとなく理解できる。だから水槽の数も十一台だったみたいだ。うーんこのチンアナゴにご飯をやるイベントはちょっと見たい気もするけど、でもこのゆらゆらチンアナゴ、略して「ゆらチン」って描かれたチンアナゴ方のお面を頭につけるってのは、絶対スタッフの悪ノリ入ってるよな。

「ごめん柴、やっぱ俺には『相沢とチンアナゴで盛り上がる』ってのが無理に思えてならないんだけど」

「だから女子にはウケるんだって。俺の友達のカノジョがそうだったから間違いない。本当はそこんところ、氷室に意見もらえたらって嬉しかったんだけど……」

　氷室ならきっと冷ややかな顔で見ていたと思うぞ……柴のことを。

「はぁ、ほんとにうまくいくかなー」

　やっぱり半信半疑を抜け出せないと俺が訝しんでいると、

「──きゃははは！　見て見てチンアナゴだって、チンアナゴ。こいつらチンアナゴって言うんだって。おもろー、ウケるんだけど」

　と、賑やかな女性の声がやってきた。

　ほら俺の言った通りだろうと、得意げな顔をする柴を横に、俺は声の方へと視線を向ける。

　するとそこには──なんと、見知った顔がいたのだった。

「ほらほらミヤ、この沢山の水槽にいるの全部チンアナゴだよ、チンアナゴ。略してチンゴ、チンゴがいっぱい」

「もーアキったら、そんな大きな声で変なこと言わないでよ。アタシまでアレな人に思われるのはマジ勘弁なんだけど。ほらー、意味深な視線がこっちに飛んできてるし──って、えっオタ島……!?」

　相手側も俺達の存在に気付いて目を見張る。

　そう、水族館で偶然居合わせた知り合いは、砂城そしてアキさんだった。

「奇遇だな砂城、それにアキさんも」

　やばっ、心の声でそう言ってる癖で、つい名前で呼んでしまった。

「あははオタ君。同い年なんだからさー、普通にアキでいいよアキで」

「そ、そっか。じゃあ今度からそうさせてもらうよ」

「うんうん。ばっちこい」

「……ねぇ、オタ島」

「ん、なんだ砂城？」

「…………いや、別にいいんだけどさ。……なんかむかつく」

「えっ、何が!?　まったく意味わかないんだけど！」

「にしてもほんと偶然だな。砂城と大鳥は、普段から頻繁に水族館に来てたりするのか？」

「いんや全然。ナンナのお店行ったら、ランラっていうナンナの友達の占い師がいてさ、そんでそのランラが『水族館にいったらいいことがありますわ』って言うから来てみたって感じ」

　アキがそう言うと、この中で唯一ナンナと面識がないらしい柴は、「ナンナって街の有名な占い師だったよな……」と首を傾げていた。

「よし、これも運命ってことで一緒に行動すっぞオタ島。残念だけど、あんたらに拒否権はないからね。にしし」

「って言ってるけど、どうする柴？」

「俺は全然構わないぞ。俺達はデートの下見、もとい予行演習で来ていたわけだから、女子の意見がもらえるなら願ったり叶ったりだから」

「へぇー。お二人さん、そんなことしに来てたんだ。柴っちの相手は誰だか知んないけど、オタ君の方は氷室さんと──だよね？」

「ま、まぁそうなるのかな」

　殆ど柴の付き合いだけど。

「……ふーん」

　至極つまらなそうな砂城な声。

　けれど次の瞬間、「あ」と声を上げた砂城は何かを閃いたとばかりににやついて、

「──しょうがないなぁ。オタ島には模擬店準備の借りがあるから、今日一日予行演習相手として付き合ってあげるとしますかねー。ってことでオタ島、氷室さんなら絶対にイルカショーを見たがるはずだから──ほらほら行くぞ行くぞ。今からならまだいい場所とれるはずだし、善はダッシュだ」

「おいそれ、絶対に砂城自身が見たいだけだろ。ま、付き合うけどさ。俺も興味あったしイルカショー。せっかく見るならやっぱ一等地を確保したいよな」

「さっすがオタ島話わかるー。……流石はアタシの──相手──って！　今のはナシ、なんでもないから、なんも言ってないから。もうオタ島マジキモい」

　両手をぱたぱたとさせた砂城が、きっと厳しい視線を俺に向けてくる。

　えぇ……これ、完全にとばっちりだよな。

「心配しなくても聞こえてないつーか、ナチュラルにディスるのはやめてくれよ」

「あははー。それは前向きに検討するとして、ってことでアタシとオタ島はイルカの方に行くわ。アキはどうする？」

「んーわたしはもうちょっとチンゴ達見てからにしよっかな。柴っちはわたしに付き合えー」

「おう、いいぞ。やっぱ女の子はイルカよりチンアナゴだよな」

「そーそー。こいつらマジウケる」

　アキが柴の期待通りの反応していて嬉しいのはわかるけど、これを相沢とのデートの参考にするのは……うん、どうなんだろうなぁ。

　その後俺達は、イルカショーで再度合流し、四人で水族館を満喫したのだった。

　なんかデートの予行演習ってより、普通に仲のいい友達と遊びに来た感じで終わっちゃったけど──ま、いいんじゃないだろうか。







　──そして三連休明けの火曜日。

「田島君、クラスで大鳥さんから写真見せてもらったわよ。日曜日は随分と楽しかったみたいね。ま、別に私にはどうでもいいことなのだけれど」

　あからさまに不機嫌な顔の氷室がそう言ってきて──

（なんでそんな面白そうなことに、私を誘ってくれないのよぉおおおおお！　田島君の馬鹿ぁああああああああああああああああ!!）

　……いや、一番先に誘ったはずなんだよなぁ。

　俺じゃなくて、柴が、だけど。

　ちなみに柴が相沢に水族館に興味を持ってもらおうとチンアナゴの話題を振ったところ、相沢がどう反応を返したかというと……残念ながら相沢には掠らなかったようだ。
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